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は
じ
め
に

　

平
成
二
十
九
年
三
月
に
新
学
習
指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
、
小
学
校
国
語
科
書
写
第
一
学
年
・
第
二
学
年
の
学
習
指
導
要
領

に
は
、「
点
画
の
書
き
方
や
文
字
の
形
に
注
意
し
な
が
ら
、
筆
順
に
従
っ
て
丁
寧
に
書
く
こ
と
。」
と
示
さ
れ
て
お
り
、
学
習

指
導
要
領
解
説
に
は
、「
水
書
用
筆
等
を
使
用
し
た
運
筆
指
導
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら
硬
筆
書
写
の
能
力
を
高

め
る
た
め
の
関
連
的
な
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
運
筆
の
指
導
を
工
夫

し
、
早
い
段
階
で
児
童
が
点
画
を
適
切
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
運
筆
指
導
に
重
点
を
置
く
理
由
に

つ
い
て
『
明
解
書
写
教
育
』（
二
〇
〇
九
年
、
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
）
に
、「
正
し
く
整
っ
た
楷
書
を
書
く
た
め
に
は
、

ま
ず
文
字
を
構
成
す
る
一
点
一
画
を
正
し
い
筆
使
い
で
書
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
小
学
校
書
写
で
毛
筆
を
取
り
上

げ
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
点
画
を
正
し
く
書
く
こ
と
は
、文
字
を
整
え
て
書
く
こ
と
に
繋

が
る
。
ま
た
毛
筆
学
習
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
筆
リ
ズ
ム
を
習
得
し
、
日
常
の
書
字
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
を
受
け
て
、
平
成
二
十
九
年
七
月
に
児
童
が
硬
筆
・
毛
筆
で
書
く
基
本
点
画
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
際
に
書
か
れ
た
横
画
に
注
目
す
る
と
、
右
上
が
り
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
の
割
合
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
た
。
横
画
を
右
下
が
り
ま
た
は
水
平
に
書
く
こ
と
に
よ
り
文
字
の
均
衡
は
崩
れ
る
。

　

楷
書
の
横
画
が
右
上
が
り
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
森
郷
水
が
『
楷
書
の
造
形
論
』（
一
九
八
一
年
、
日
本
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
児
童
の
書
字
活
動
に
お
け
る
安
定
し
た
運
筆
力
の
習
得
を

　
　
　
目
指
し
た
実
践
研
究
─
横
画
の
右
上
が
り
の
角
度
に
注
目
し
て
─

芹
澤
麻
美
子
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書
写
運
動
の
支
点
と
な
る
指
の
関
節
、
手
首
の
関
節
、
肘
の
関
節
及
び
肩
の
関
節
は
す
べ
て
書
写
さ
れ
る
線
の
右
下
の

方
向
に
位
置
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
無
理
の
な
い
自
然
な
運
動
の
結
果
と
し
て
書
写
さ
れ
る
横
画
は
、
厳
密
な

水
平
線
で
は
な
く
、
右
上
が
り
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　

書
字
運
動
の
中
で
横
画
は
右
に
上
が
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
と
森
は
述
べ
て
い
る
が
、
横
画
を
右
上
が
り
に
書
く
こ
と
が

で
き
る
児
童
は
、
全
体
の
半
数
に
満
た
な
い
。
横
画
が
右
上
が
り
に
な
る
こ
と
は
手
の
動
か
し
方
か
ら
考
え
る
と
自
然
な
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書
く
た
め
に
は
、
横
画
が
右
上
が
り
に
な
る
こ
と
が
必
然
で
あ
る
。

　

隷
書
の
字
形
か
ら
楷
書
の
字
形
へ
の
変
遷
で
、
文
字
の
概
形
は
横
に
つ
ぶ
れ
た
形
か
ら
縦
に
長
い
字
形
に
な
り
、
左
右
相

称
に
造
ら
れ
て
い
た
字
形
か
ら
左
小
右
大
の
字
形
の
取
り
方
に
変
化
し
た
。右
払
い
の
出
現
な
ど
文
字
の
形
の
変
化
に
伴
い
、

横
画
は
右
に
上
が
ら
な
け
れ
ば
字
形
は
整
わ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
児
童
が
書
く
文
字
の
横
画
は
上
が
ら
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
本
研
究
で
は
、
児
童
の
書
字
活
動
に
お
け
る
横
画
の
角
度
の
実
態
調
査
を
行
い
、
表
出
し
た
点
画
の
形
態
に

と
ど
ま
ら
ず
、
文
字
全
体
を
書
く
中
で
、
横
画
の
角
度
と
姿
勢
や
持
ち
方
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
児
童
が
横

画
を
右
上
が
り
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
文
字
の
傾
向
や
規
則
性
に
つ
い
て
も
考
察
し
、
運
筆
指
導
法
を
提
案
す
る
。

　
　
　
Ⅰ
　
研
究
の
背
景
と
目
的

　

本
研
究
の
背
景
に
は
、
児
童
が
書
く
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
そ
こ
で
実
態
調
査
を
取
る
こ
と
と

し
た
。
児
童
が
書
く
横
画
の
角
度
の
実
態
調
査
を
取
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
効
果
的
な
指
導
法
を
提
案
す
る
。
右
利

き
で
あ
れ
ば
、
書
字
運
動
の
中
で
左
か
ら
右
に
線
を
引
く
際
に
横
画
が
右
に
上
が
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
児

童
の
書
く
横
画
も
右
に
上
が
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、児
童
が
書
く
文
字
の
横
画
は
半
数
近
く
が
右
に
上
が
ら
ず
、

ま
し
て
や
右
下
が
り
に
な
る
書
き
方
の
児
童
も
い
る
。

　

児
童
が
書
く
横
画
の
研
究
に
つ
い
て
は
、「
硬
筆
・
毛
筆
の
基
本
点
画
の
書
き
方
に
関
す
る
考
察
─
硬
筆
・
毛
筆
に
共

通
す
る
書
き
方
に
着
目
し
て
─
」『
研
究
紀
要　

第
二
十
三
集
』（
二
〇
一
八
年
、
日
本
教
育
大
学
協
会
全
国
書
道
教
育
部
門
）

に
、
基
本
点
画
の
練
習
で
書
く
一
本
の
横
画
の
角
度
を
計
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
計
測
し
た
横
画
は
右
に
上
が
っ
て
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い
な
い
書
き
方
が
半
数
以
上
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
で
調
査
し
た
横
画
は
、
文
字
の
中
に
あ
る
横
画
で
は
な
い
。
本

研
究
で
は
、
児
童
が
書
く
文
字
の
横
画
の
角
度
の
研
究
を
進
め
る
。

　

横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
原
因
と
し
て
平
成
二
十
九
年
七
月
の
調
査
か
ら
既
に
二
つ
の
原
因
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
つ
目

は
姿
勢
で
あ
る
。
鉛
筆
で
の
書
字
例
を
挙
げ
る
と
、
脇
を
閉
め
て
書
字
を
す
る
児
童
や
机
と
顔
の
距
離
が
一
〇
セ
ン
チ
程
の

児
童
は
横
画
が
右
に
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
二
つ
目
に
鉛
筆
の
軸
が
倒
れ
る
方
向
に
問
題
が
あ
っ
た
。
硬
筆
で
書
字
す
る

際
に
は
軸
が
書
字
者
の
右
肩
方
向
に
倒
れ
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
が
、
児
童
が
鉛
筆
で
書
字
す
る
際
、
書
字
者
と
は
反
対
側

に
軸
が
倒
れ
て
い
る
児
童
が
全
体
の
三
分
の
一
以
上
見
ら
れ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
児
童
の
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
原
因

と
し
て
活
字
の
影
響
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
三
点
に
つ
い
て
よ
り
精
度
の
高
い
実
態
調
査
を
行
う
。
実
態
調
査
の
分

析
を
受
け
て
授
業
実
践
を
行
い
、
効
果
的
な
指
導
法
を
考
案
す
る
。

　

こ
の
分
野
の
先
行
研
究
と
し
て
、
落
合
一
郎
「
児
童
の
書
写
の
実
態
に
関
す
る
発
達
研
究
─
硬
筆
か
な
文
字
の
計
量
的

分
析
を
通
し
て
─
」『
書
写
書
道
教
育
研
究　

第
十
五
号
』（
二
〇
〇
一
年
、
全
国
書
写
書
道
教
育
学
会
）、
落
合
一
郎
「
児
童

の
書
写
の
実
態
に
関
す
る
発
達
的
研
究
Ⅱ
─
硬
筆
か
な
文
字
の
計
量
的
分
析
を
通
し
て
─
」『
書
写
書
道
教
育
研
究　

第

十
六
号
』（
二
〇
〇
二
年
、全
国
書
写
書
道
教
育
学
会
）
が
あ
る
。
落
合
は
ひ
ら
が
な
の
「
き
」
の
三
画
目
の
縦
画
の
方
向
、「
さ
」

「
お
」「
む
」
の
二
画
目
の
縦
画
の
方
向
の
差
に
よ
り
、横
画
の
角
度
に
も
差
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。「
き
」
と

「
さ
」
は
、
縦
画
の
方
向
が
斜
め
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
横
画
が
右
に
上
が
り
や
す
い
と
説
明
し
て
い
る
。「
お
」
と
「
む
」

の
よ
う
に
、
縦
画
が
垂
直
に
進
む
場
合
は
、
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ひ
ら
が
な
の

み
の
考
察
で
あ
る
た
め
、
本
研
究
で
は
、
漢
字
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
か
調
査
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
富
澤
敏
彦
の
『
六
度
法
ノ
ー
ト
』（
二
〇
〇
四
年
、
小
学
館
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
横

の
罫
線
が
、
六
度
右
に
上
げ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
富
澤
は
唐
代
の
楷
書
を
も
と
に
横
画
の
右
上
が

り
の
角
度
は
五
度
か
ら
一
一
度
に
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
自
身
の
研
究
を

も
と
に
「
六
度
法
」
を
発
案
し
た
。
横
画
の
右
上
が
り
の
角
度
を
六
度
と
す
る
こ
と
は
、
字
形
を
整
え
る
う
え
で
有
効
な
技

術
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
六
度
法
は
、
硬
筆
で
の
実
施
で
あ
る
が
、
毛
筆
で
も
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
六
度
の
罫
線
を
印

刷
し
た
際
に
児
童
の
文
字
に
変
化
が
現
れ
る
か
授
業
実
践
を
行
う
。
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Ⅱ
　
研
究
方
法

　

本
研
究
で
は
、
児
童
の
書
字
活
動
で
の
横
画
の
角
度
の
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
授
業
実
践
を
行
う
。
対
象
学
年
は
毛

筆
学
習
が
始
ま
る
三
年
生
か
ら
五
年
生
と
し
た
。
横
画
の
実
態
調
査
は
一
回
と
す
る
。
本
研
究
で
は
、「
星
」
字
の
横
画
を
中

心
に
調
査
を
行
う
。「
星
」
字
に
は
、
折
れ
に
向
か
う
横
画
、
囲
い
の
中
に
書
く
横
画
、
縦
画
と
交
わ
る
横
画
、
左
払
い
と
接

す
る
横
画
、
縦
画
と
接
す
る
横
画
と
様
々
な
書
字
条
件
の
横
画
が
存
在
す
る
た
め
、「
星
」
字
を
調
査
対
象
の
文
字
と
し
た
。

硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
分
析
お
よ
び
考
察
を
行
う
。
硬
筆
で
は
、
横
画
が
含
ま
れ
る
単
体
の
漢
字
と
縦
書
き
、
横
書
き
で
書
く

文
章
の
横
画
の
調
査
を
行
う
。
単
体
・
縦
書
き
・
横
書
き
の
全
て
で
「
星
」
字
を
書
き
、
横
画
の
角
度
の
調
査
を
行
う
。
そ

の
後
、
毛
筆
で
の
分
析
及
び
考
察
を
行
う
。
三
、四
、五
年
生
と
も
に
、「
星
」
字
の
一
文
字
を
半
紙
に
書
く
よ
う
指
示
す
る
。

「
星
」
字
の
見
本
は
用
意
す
る
。

　

実
態
調
査
で
は
、
横
画
が
右
に
上
が
り
に
く
い
線
の
傾
向
や
規
則
性
の
調
査
、
運
筆
法
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
。
ま
た

姿
勢
や
鉛
筆
・
筆
の
持
ち
方
は
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
執
筆
法
の
調
査
を
す
る
。

　

実
態
調
査
後
に
、
児
童
が
書
く
「
星
」
字
の
横
画
の
角
度
を
全
て
計
り
調
査
を
行
う
。
そ
の
後
、
横
画
を
右
上
が
り
に
書

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
考
察
し
実
践
す
る
。
硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
富
澤
の
『
六
度
法
ノ
ー
ト
』
に
習
い
実
践
を
行
う
。
硬

筆
で
は
、
六
度
の
斜
角
を
引
い
た
練
習
用
紙
を
使
用
し
て
、
単
体
の
漢
字
や
文
章
を
練
習
す
る
。
毛
筆
で
は
、
六
度
の
斜
角

を
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
印
刷
し
た
も
の
の
上
に
半
紙
を
置
い
て
練
習
を
す
る
。
横
画
は
右
に
上
が
る
と
い
う
こ
と
を
言
葉
で
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
六
度
の
角
度
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
横
画
の
角
度
が
安
定
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

実
践
研
究
は
全
二
回
と
し
、
毛
筆
で
の
実
践
が
一
回
、
硬
筆
で
の
実
践
を
一
回
と
す
る
。
ま
と
め
書
き
の
文
字
は
毛
筆
・
硬

筆
と
も
に
実
態
調
査
で
書
い
た
も
の
と
同
じ
文
字
と
す
る
。
実
践
後
に
結
果
を
ま
と
め
る
。
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Ⅲ
　
児
童
が
書
く
横
画
の
実
態
調
査

　

本
研
究
で
は
硬
筆
・
毛
筆
の
両
面
か
ら
調
査
を
実
施
す
る
。
対
象
学
年
は
、
第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
で
あ
る
。
第
三
学

年
が
五
四
名
、
第
四
学
年
が
九
七
名
、
第
五
学
年
が
九
五
名
、
計
二
四
六
名
の
児
童
の
横
画
を
調
査
す
る
。
調
査
す
る
文
字

は
「
星
」
字
と
す
る
。「
星
」
字
は
、
三
年
生
が
す
で
に
習
得
し
て
い
る
文
字
で
あ
り
、
さ
ら
に
横
画
以
外
の
点
画
で
児
童
の

苦
手
意
識
が
高
い
右
払
い
、
曲
が
り
が
入
っ
て
い
な
い
文
字
で
あ
る
「
星
」
字
を
選
ん
だ
。

　
「
星
」
字
に
は
六
本
の
横
画
が
あ
る
（【
図
1
】）。
一
本
目
は
、
二
画
目
で
折
れ
を
構
成
す
る
横
画
（
①
）、
二
本
目
は
、
三

画
目
で
囲
い
の
中
に
あ
る
横
画
（
②
）、
三
本
目
は
、
四
画
目
で
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
（
③
）、
四
本
目
は
、
六
画
目
で
左
払

い
に
接
す
る
横
画
（
④
）、
五
本
目
は
、
八
画
目
で
縦
画
と
交
わ
る
横
画
（
⑤
）、
六
本
目
は
、
九
画
目
で
縦
画
と
接
す
る
横

画
で
あ
り
、
最
終
画
に
書
く
横
画
で
あ
る
（
⑥
）。
こ
れ
ら
の
角
度
を
一
画
ず
つ
計
り
「
角
度
比
較
表
」
に
ま
と
め
、
さ
ら
に

「
硬
筆
・
毛
筆
の
角
度
比
較
」
を
作
成
し
た
（【
表
8
、
9
】）。

　

硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
始
筆
の
頭
の
部
分
と
終
筆
の
頭
の
部
分
を
結
ん
だ
箇
所
の
角
度
を
計
っ
た
（【
図
2
】）。
硬
筆
は
一

度
ず
つ
角
度
を
計
っ
た
が
、
毛
筆
は
墨
の
滲
み
や
半
紙
の
伸
縮
に
よ
り
、
一
度
ず
つ
角
度
を
計
る
こ
と
が
厳
し
い
と
判
断
し

①

②

③

④

⑤

⑥

【
図
1
】　「
星
」字
の
横
画

【
図
2
】　「
星
」字
の
横
画
の
角
度
を
計
る
位
置

[

硬
筆]

[

毛
筆]
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た
た
め
、
〇
〜
二
度
の
間
は
〇
度
、
三
〜
五
度
の
間
は
三
度
、
六
〜
八

度
の
間
は
六
度
、
九
〜
一
一
度
の
間
は
九
度
、
一
〇
〜
一
二
度
の
間
は

一
〇
度
…
…
（
以
下
同
様
）
と
し
た
。

　

横
画
の
角
度
を
計
る
際
、
児
童
が
書
く
「
星
」
字
の
縦
画
を
基
準
と

す
る
と
、
縦
画
が
左
に
倒
れ
て
い
る
書
き
方
、
右
に
倒
れ
て
い
る
書
き

方
な
ど
が
あ
り
、
正
確
な
横
画
の
角
度
を
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
縦
の
基
準
は
、
紙
に
対
し
て
横
画
の
角
度
が
何
度
に
な
る

か
を
計
測
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
星
」
字
を
正
し
く
整
え
て
書
い
た
時
の
角
度
の
見
本
と
し
て
、書
写

の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
星
」
字
の
横
画
を
計
り
、
グ
ラ
フ
に

ま
と
め
た
。
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
横
画
は
、
五
社
の
教
科
書
か
ら

計
測
し
、一
本
目
か
ら
六
本
目
ま
で
の
平
均
角
度
は
五
度
だ
っ
た
（【
グ

ラ
フ
1
】）。
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
は
二
社
の
み
だ
が
、
一
本
目
か
ら

六
本
目
ま
で
の
平
均
角
度
は
五
・
六
度
だ
っ
た（【
グ
ラ
フ
2
】）。
書
写
の

教
科
書
の
角
度
を
基
準
と
し
、
児
童
が
書
く
「
星
」
字
を
み
て
い
く
。

　

児
童
が
書
く
「
星
」
字
の
角
度
を
調
査
し
た
表
を
も
と
に
、
グ
ラ
フ

を
作
成
し
た
。
一
本
目
か
ら
六
本
目
ま
で
の
各
横
画
の
角
度
の
平
均
値

を
出
し
、
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
。
こ
の
表
を
も
と
に
実
態
調
査
の
結
果

を
ま
と
め
る
。

　
　
　
　
　
　

1
．
児
童
が
硬
筆
で
書
く
横
画
の
実
態
調
査

　

硬
筆
で
書
く
横
画
の
実
態
調
査
で
は
、単
体
で
書
く
「
星
」
字
（【
グ

ラ
フ
3
】）、
縦
書
き
で
書
く
「
星
」
字
（【
グ
ラ
フ
4
】）、
横
書
き
で
書

硬こ
う

筆ひ
つ

の
学
習

年　
　

組　
　

番
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

○
記
本
点
画
の
書
き
方
に
気
を
つ
け
て
漢
字
を
書
こ
う
。

花

春

星

清

空

秋

言

間

朝

風

○
次
の
文
を
わ
く
に
、
た
て
書
き
と
よ
こ
書
き
で
書
い
て
み
よ
う
。

理
科
の
の
学
習
で
、
星
の
動
き
に
注
意
し
て
観
そ
く
し
た
。

①
た
て
書
き

②
よ

こ
書

き
　

※
紙

を
た

て
に

し
て

書
こ

う
。

➡

➡

硬筆で書く書写教科書の「星」字
（角度） 5 社

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

5.2 5.6 5.2 5.2 5.2

3.0

【
グ
ラ
フ
1
】

毛筆で書く書写教科書の「星」字
（角度） 2 社

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

5.5 5.5 5.0
7.0

6.0
4.5

【
グ
ラ
フ
2
】

【
実
態
調
査
シ
ー
ト
】
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く
「
星
」
字
（【
グ
ラ
フ
5
】）
の
三
つ
の
書
き
方
で
の
調
査
を
行
っ
た
。
縦
書
き
・
横
書
き
は
、
文
章
の
中
に
あ
る
「
星
」
字

の
こ
と
で
あ
る
。
各
学
年
に
分
け
て
調
査
結
果
を
み
て
い
く
。

　（
1
）
第
三
学
年
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

ま
ず
、
第
三
学
年
が
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
を
み
て
い
く
。
三
つ
の
「
星
」
字
の
中
で
最
も
角
度
が
上
が
ら
な
か
っ
た
横

画
は
、
単
体
で
書
く
「
星
」
字
で
あ
っ
た
。
縦
書
き
で
書
く
「
星
」
字
の
六
本
の
平
均
角
度
が
六
・
八
度
、
横
書
き
六
本
の
平

均
角
度
が
六
・
八
度
に
対
し
て
、
単
体
の
平
均
角
度
は
四
・
〇
度
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

単
体
、
縦
書
き
、
横
書
き
の
全
て
の
中
で
最
も
角
度
が
上
が
っ
て
い
た
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
最
も
横
画
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
単
体
で
書
く
「
星
」
字
で
は
、
三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
、

縦
書
き
は
、
二
本
目
の
囲
っ
た
形
の
中
に
書
く
横
画
、
横
書
き
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
で
あ
る
。
縦
書
き
、
横
書
き

と
も
に
囲
う
形
の
一
か
ら
三
本
目
の
横
画
は
上
が
り
に
く
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、四
、五
本
目
の
横
画
は
比
較

的
上
が
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　　（
2
）
第
四
学
年
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

第
四
学
年
が
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
中
で
最
も
角
度
が
上
が
ら
な
か
っ
た
横
画
は
、
単
体
で
書
く
「
星
」
字
で
あ
る
。

単
体
の
六
本
の
平
均
角
度
は
、
四
・
三
度
、
縦
書
き
の
平
均
角
度
は
五
・
九
度
、
横
書
き
の
平
均
角
度
も
五
・
九
度
で
あ
る
。
単

体
、
縦
書
き
、
横
書
き
で
書
く
三
つ
中
で
最
も
角
度
が
上
が
っ
て
い
た
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
だ
っ
た
。

次
に
上
が
る
横
画
は
、
五
本
目
の
横
画
で
あ
り
、
四
、五
本
目
の
横
画
は
比
較
的
右
上
が
り
に
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
も
右
上
が
り
に
な
ら
な
い
横
画
は
、
単
体
の
書
き
方
で
は
六
本
目
、
縦
書
き
は
二
本
目
、
横
書
き
は
六
本
目
と
な
っ
た
。

　

最
終
画
で
あ
る
六
本
目
の
横
画
は
、
前
半
部
分
は
右
に
上
が
る
が
、
後
半
部
分
は
少
し
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
適
切
な
書

き
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
体
の
書
き
方
と
横
書
き
の
書
き
方
の
よ
う
に
最
も
横
画
が
下
が
る
画
は
、
最
終
画
の
横
画

と
な
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
縦
書
き
の
三
本
目
の
横
画
は
六
本
目
よ
り
下
が
っ
て
い
る
た
め
、
文
字
の
均
衡
は
崩

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

単体 縦書き 横書き

1 本目 4.1 5.3 5.8

2 本目 3.7 5.0 5.5

3 本目 3.5 5.2 6.0

4 本目 5.8 7.6 4.7

5 本目 4.4 6.8 6.5

6 本目 3.4 5.1 4.5

平均 4.2 6.0 5.5

【表1】第3学年〜第5学年硬筆  全体の横画平均角度
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　（
3
）
第
五
学
年
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

第
五
学
年
が
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
中
で
最
も
横
画
の
角
度
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
単
体
で
書
く
「
星
」
字
で
あ

る
。
単
体
の
六
本
の
平
均
角
度
は
、
四
・
三
度
、
縦
書
き
の
平
均
角
度
は
四
・
八
度
、
横
書
き
の
平
均
角
度
は
五
・
二
度
で
あ

る
。
単
体
、
縦
書
き
、
横
書
き
と
も
に
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
が
最
も
右
に
上
が
る
。
反
対
に
、
角
度
が
最
も
上

【
グ
ラ
フ
3
】

各学年年硬筆単体「星」（授業実践前）
（角度） 246名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

3.6 3.8 4.1
6.0 5.5

3.94.3 4.4
3.8 3.5 3.1 3.9

5.9
4.9 4.4

3.5 3.3 3.3

第3学年 第4学年 第5学年

【
グ
ラ
フ
4
】

各学年年硬筆縦書き「星」（授業実践前）
（角度） 246名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.1

5.9 4.3

8.6 7.8 8.1

5.3 4.4 4.9 4.2

6.0 5.4
6.5 6.6

5.6
6.3

5.2
3.9

第3学年 第4学年 第5学年

【
グ
ラ
フ
5
】

各学年年硬筆横書き「星」（授業実践前）
（角度） 246名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.7 6.4
5.7

8.9
7.4 7.26.2

4.6
5.7 4.4

6.9
5.3

6.8 6.8
5.4 4.9 4.0 4.5

第3学年 第4学年 第5学年

が
ら
な
い
横
画
は
、
単
体
の
書
き
方
で
は
、
最
終
画
の
六
本
目
、
縦
書
き
も

最
終
画
の
六
本
目
、横
書
き
は
囲
う
形
の
中
に
あ
る
横
画
の
二
本
目
で
あ
る
。

単
体
で
書
く
「
星
」
字
は
、
四
本
目
以
外
の
横
画
は
平
均
し
て
、
右
上
が
り

の
角
度
が
弱
い
こ
と
が
わ
か
る
。
縦
書
き
は
、四
、五
本
目
以
外
の
横
画
が
右

上
が
り
の
角
度
が
弱
い
。
横
書
き
は
、
一
、二
、六
本
目
の
横
画
が
右
上
が
り

の
角
度
が
弱
い
。
五
年
生
が
書
く
横
画
は
、一
、二
本
目
が
ど
の
書
き
方
で
も

横
画
の
角
度
が
右
に
上
が
っ
て
い
な
い
。

　（
4
）
全
学
年
の
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
の
比
較

　

第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
が
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
横
画
の
角
度
を
比

較
す
る
。「
星
」
字
の
一
本
目
か
ら
六
本
目
ま
で
の
全
て
の
角
度
の
平
均
を

【
表
1
】に
ま
と
め
た
。
全
体
で
最
も
横
画
を
右
上
が
り
に
書
い
て
い
た
横
画

は
、
縦
書
き
で
書
い
た
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
が
最
も
上
が
っ
て

い
た
。
反
対
に
最
も
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
横
画
は
、
単
体
で
書

い
た
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
だ
っ
た
。
し
か
し
、最
終
画
に
書
く
横
画
は
、

他
の
横
画
よ
り
も
少
し
下
が
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
体
の
最
終

画
で
あ
る
六
本
目
の
横
画
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
角
度
で
書
か
れ
て
い
た
横
画

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
体
で
書
く
囲
い
を
閉
じ
る
三
本
目
の
横
画
が
右
に
上

が
ら
な
い
横
画
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。「
星
」
字
の
上
部
、「
日
」
の
右
下
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は
、
縦
画
が
少
し
出
る
形
が
適
切
で
あ
る
が
、
三
年
生
、
五
十
四
名
中
、
二
十
七
名
の
横
画
が
縦
画
よ
り
も
出
て
い
た
。
こ

れ
も
横
画
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
ひ
と
つ
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

単
体
、
縦
書
き
、
横
書
き
の
横
画
の
角
度
の
平
均
値
は
、
高
い
順
か
ら
、

　
　

①
縦
書
き　

②
横
書
き　

③
単
体

と
い
う
順
に
な
っ
た
。
単
体
で
書
く
「
星
」
字
の
平
均
角
度
は
、
四
本
目
の
横
画
以
外
、
ど
の
学
年
も
五
度
以
下
と
い
う
結

果
に
な
っ
た
（【
表
1
】）。
単
体
で
書
く
文
字
を
書
い
て
い
る
児
童
の
様
子
は
、
調
査
プ
リ
ン
ト
の
最
初
の
方
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ど
の
児
童
も
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
縦
書
き
、
横
書
き
の
文
章
に
な
っ
て
い
く
と
、
時
間
配
分

も
考
え
て
か
、
段
々
書
く
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
き
て
い
た
。

　

縦
書
き
、
横
書
き
の
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
横
画
が
下
が
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
　

　
2
．
児
童
が
毛
筆
で
書
く
横
画
の
実
態
調
査

　

毛
筆
は
、第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
ま
で
「
星
」
字
の
一
文
字
を
半
紙
に
書
き
調
査
を
実
施
し
た
。
硬
筆
で
の
調
査
で
は
、

見
本
は
配
布
し
な
か
っ
た
が
、
毛
筆
で
は
見
本
を
配
布
し
た
。
こ
の
理
由
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

•

半
紙
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
大
き
さ
で
書
く
か
を
示
す
た
め
。

•

あ
る
程
度
、
大
き
さ
を
示
さ
な
い
と
正
確
な
調
査
が
取
れ
な
い
た
め
。

•

各
基
本
点
画
の
書
き
方
を
示
さ
な
い
と
、
正
し
い
「
星
」
字
が
書
け
な
い
と
判
断
し
た
た
め
。

　

見
本
を
み
て
児
童
に
「
星
」
字
を
書
か
せ
て
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
結
果
は
【
グ
ラ
フ
6
】
の
よ
う
に
な
っ
た
。
各
学

年
に
分
け
て
調
査
結
果
を
み
て
い
く
。

　
（
1
）
第
三
学
年
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

第
三
学
年
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。

反
対
に
、
最
も
右
に
上
が
ら
な
か
っ
た
横
画
は
、
二
本
目
の
囲
む
形
の
中
に
書
く
横
画
、
次
に
三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ
る
横

画
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
一
、二
、三
、六
本
目
の
横
画
は
四
、五
本
目
と
比
較
す
る
と
右
に
上
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。
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（
2
）
第
四
学
年
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

第
四
学
年
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。

反
対
に
、
最
も
右
に
上
が
ら
な
か
っ
た
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
が
右
に
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
四
年
生
が
書

く
横
画
は
六
本
全
て
の
横
画
が
平
均
し
て
右
上
が
り
が
弱
い
傾
向
が
あ
る
。

　
（
3
）
第
五
学
年
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

第
五
学
年
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。

反
対
に
最
も
右
に
上
が
ら
な
い
横
画
は
、
三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
で
あ
る
。
次
に
二
本
目
の
囲
む
形
の
中
に
あ
る
横

画
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
四
本
目
の
横
画
が
最
も
上
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
三
・
五
度
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
全
体
的
に

右
上
が
り
が
弱
い
傾
向
が
あ
る
。

　
（
4
）
全
学
年
の
毛
筆
「
星
」
字
の
各
平
均
角
度
の
比
較

　

第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
横
画
の
角
度
を
比
較
す
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

最
も
右
上
が
り
に
書
い
て
い
る
横
画
は
、
三
年
生
が
書
く
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最
も
上
が
ら
な
か
っ

た
横
画
は
、
五
年
生
が
書
く
三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
で
あ
る
。
ど
の
学
年
も
一
、二
、三
本
目
の
横
画
が
上
が
ら
ず
、

二
、三
本
目
の
平
均
角
度
が
二
度
以
下
で
あ
る
。
囲
い
の
中
に
あ
る
横
画
、囲
い
を
閉
じ
る
横
画
は
右
に
上
が
り
に
く
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
（【
表
2
】）。

　
　
　
　
　

3
．
硬
筆
・
毛
筆
で
書
く
双
方
の
横
画
の
比
較

　

硬
筆
・
毛
筆
で
書
く
双
方
の
「
星
」
字
を
比
較
し
て
い
く
。
毛
筆
が
単
体
で
書
く
文
字
で
あ
る
た
め
、
比
較
対
象
と
す
る

硬
筆
の
文
字
は
、
単
体
の
「
星
」
字
の
み
と
す
る
。

　

学
年
ご
と
に
、
硬
筆
で
書
く「
星
」字
の
横
画
の
角
度
が
上
が
っ
て
い
る
順
に
整
理
し
て
い
く
と
【
表
3
】
の
通
り
に
な
る
。

　

学
年
ご
と
に
み
て
い
く
と
、
硬
筆
と
毛
筆
の
最
も
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
横
画
か
ら
、
右
上
が
り
が
弱
い
横
画
ま
で
の

平均角度

1 本目 2.4

2 本目 1.9

3 本目 1.8

4 本目 3.8

5 本目 2.8

6 本目 2.3

【表2】   第3学年〜第5
学年毛筆   全体の横画
平均角度
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順
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
最
も
右
上
が
り
に
な

る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横

画
だ
っ
た
。
ま
た
、
三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ

る
横
画
は
、
硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
全
学
年
が

四
番
目
以
下
と
い
う
結
果
に
な
り
、
上
が
り

に
く
い
横
画
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

硬
筆
・
毛
筆
の
「
星
」
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の

横
画
の
平
均
角
度
を
出
す
と
【
表
4
】
の
よ

う
に
な
る
。

　

硬
筆
の
単
体
で
書
く
「
星
」
字
の
平
均
角

度
は
、
三
年
生
が
最
も
横
画
の
平
均
角
度
が

【
グ
ラ
フ
6
】

各学年年毛筆「星」（授業実践前）
（角度） 246名

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

2.1
1.6 1.5

4.4
3.6 3.33.0

2.1 2.4
1.8 1.8 2.2

3.5
2.2

2.9 2.4
1.6 2.8

第3学年 第4学年 第5学年

6.0

硬　筆
順位 第 3 学年 順位 第 4 学年 順位 第 5 学年

1 4 本目 1 4 本目 1 4 本目

2 5 本目 2 1 本目 2 5 本目

3 6 本目 3 2 本目 3 6 本目

4 1 本目 4 3 本目 4 1 本目

5 3 本目 5 5 本目 5 2 本目

6 2 本目 6 6 本目 6 3 本目

【表3】横画の角度が上がっている順

毛　筆
順位 第 3 学年 順位 第 4 学年 順位 第 5 学年

1 4 本目 1 4 本目 1 4 本目

2 5 本目 2 1 本目 2 5 本目

3 6 本目 3 2 本目 3 6 本目

4 1 本目 4 3 本目 4 1 本目

5 3 本目 5 5 本目 5 2 本目

6 2 本目 6 6 本目 6 3 本目

※第 4 学年の硬筆・毛筆の 4 番目が同じ角度だったため、
2 つを 4 位とした。

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年

単　体 4.0 4.3 4.3

硬　筆 縦書き 6.8 5.9 4.8

横書き 6.8 5.9 5.2

毛　筆 2.6 2.5 2.4

【表4】各「星」字の平均角度

高
く
、
四
年
生
と
五
年
生
の
平
均
角
度
は
同
一
で
あ
る
。
単
体
で
書
く
「
星
」
字
以
外
の
硬
筆
縦
書
き
、
硬

筆
横
書
き
、
毛
筆
の
「
星
」
字
の
平
均
角
度
は
三
年
生
が
最
も
高
く
、
第
五
学
年
が
最
も
低
い
値
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
横
画
が
上
が
ら
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

横
画
の
実
態
調
査
に
よ
り
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

•

最
も
右
上
が
り
に
な
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
。

•

最
も
右
に
上
が
ら
な
い
横
画
は
、
三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
。

•

四
、五
本
目
の
横
画
は
比
較
的
右
に
上
が
り
や
す
く
、
二
、三
本
目
は
右
に
上
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

•

硬
筆
・
毛
筆
で
横
画
が
右
上
が
り
に
な
る
角
度
の
順
番
が
一
致
す
る
。

•

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
横
画
は
上
が
ら
な
く
な
っ
て
い
く
。

　

以
上
が
実
態
調
査
か
ら
得
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
授
業
実
践
を
行
う
。
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Ⅳ
　
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
傾
向
と
規
則
性

　

実
態
調
査
を
も
と
に
、
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
原
因
を
あ
げ
る
。
本
研
究
の

調
査
か
ら
三
つ
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
一
つ
目
に
、
顔
と
机
の
距
離
に
あ
る
。
学
年

が
上
が
る
ご
と
に
、
顔
と
机
の
距
離
が
近
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
机
の
高

さ
が
あ
っ
て
い
な
い
の
か
、
高
学
年
の
児
童
は
腰
を
丸
め
て
書
い
て
い
る
様
子
が

み
ら
れ
た
（【
図
3
】）。
顔
と
机
の
距
離
が
近
い
こ
と
に
よ
り
、
腕
の
可
動
範
囲
が

狭
ま
る
。
ま
た
近
く
で
書
字
す
る
文
字
を
み
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
一
本
一
本
の

線
に
気
を
と
ら
れ
て
全
体
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
字
形
が
整
わ
な
い
。

　

二
つ
目
に
鉛
筆
の
持
ち
方
に
あ
る
と
考
え
る
。
鉛
筆
を
抱
え
込
む
よ
う
に
書
く

児
童
は
、
横
画
が
上
が
っ
て
い
な
い
（【
図
4
】）。
ま
た
、
鉛
筆
を
適
切
な
持
ち
方

で
持
つ
と
、
書
字
者
の
右
肩
方
向
に
鉛
筆
の
軸
が
倒
れ
る
が
、
鉛
筆
の
軸
が
書
字

者
と
逆
側
に
倒
れ
て
い
る
児
童
、
ま
た
紙
に
対
し
て
垂
直
に
鉛
筆
を
立
て
て
書
く

児
童
が
、
各
ク
ラ
ス
に
半
数
近
く
み
ら
れ
た
（【
図
5
】）。
ま
た
学
年
が
上
が
る
ご

と
に
鉛
筆
の
軸
が
倒
れ
る
方
向
が
書
字
者
の
逆
側
の
児
童
や
、
垂
直
に
立
て
る
児

童
の
数
が
増
え
て
い
た
。

　

こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
日
常
筆
記
具
が
考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
調
査
を
実
施
し

た
学
校
で
は
、
学
校
内
で
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
た
め
、
全
て
の
授
業
で
鉛
筆
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
宅
や
塾
な
ど

で
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
し
て
い
る
か
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
学
年
が
上
が

る
に
つ
れ
て
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
し
て
い
る
児
童
の
割
合
が
上
が
っ
て

い
っ
た
。
三
年
生
は
三
十
五
％
、
四
年
生
は
六
十
％
、
五
年
生
は
九
十
一
％
の
児

【図3】机と顔の距離が近い例【図4】鉛筆の持ち方が不適切な例【図5】鉛筆の倒れる方向が書字者
と逆側の例

【図6】紙が曲がっている例
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童
が
学
校
以
外
で
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
し
て
い
た
。
五
年
生
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
日
常
的
に
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

•

芯
を
削
ら
ず
使
用
で
き
る
た
め
楽
。

•

太
さ
が
一
定
で
書
き
や
す
い
。

•

細
か
い
字
が
書
き
や
す
い
。

と
い
う
の
が
多
く
あ
が
っ
た
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
書
く
文
字
数
が
増
え
て
い
き
、
書
字
す
る
文
字
の
大
き
さ
も
小

さ
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
芯
を
削
ら
ず
に
す
む
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
す
る
児
童
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
芯
を
折
ら
な
い
よ
う
に
書

く
こ
と
で
あ
る
。
芯
を
折
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
軸
を
立
て
て
書
く
よ
う
に
な
る
。
シ
ャ
ー

プ
ペ
ン
シ
ル
の
持
ち
方
が
軸
を
立
て
て
書
く
鉛
筆
の
持
ち
方
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
つ
目
に
親
指
の
使
い
方
が
考
え
ら
れ
る
。
硬
筆
で
横
画
を
書
く
時
、
始
筆
か
ら
終
筆
に
向
か
う
際
に
、
手
首
を
動
か
し

て
横
画
を
書
く
こ
と
が
適
切
な
書
き
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
字
し
て
い
る
児
童
の
様
子
は
、
親
指
に
グ
ッ
と
力
を
入
れ
て
、

終
筆
の
方
向
に
押
し
て
い
る
様
子
が
多
く
見
ら
れ
た
（【
図
7
】）。

　

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
親
指
で
鉛
筆
を
押
し
な
が
ら
横
画
を
書
い
て
い
る
児
童
が
増
え
て
い
く
。
親
指
で
押
し
な
が

ら
送
筆
を
書
く
際
、
第
一
関
節
を
曲
げ
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
始
筆
か
ら
終
筆
に
向
か
う
横
画
は

下
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

Ⅴ
　
横
画
を
安
定
し
て
右
に
上
げ
る
た
め
の
授
業
実
践

　

本
授
業
実
践
で
は
、
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
、
最
終
画
以
外
の
横
画
の
角
度
を
五
度
か
ら
六
度
の
間
に
安
定
し
て
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
効
果
的
な
授
業
を
実
践
す
る
。
硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
授
業
は
一
回
ず
つ
と
す
る
。
毛
筆
、
硬
筆
の
順
で
授
業
を

行
う
。
授
業
計
画
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
図
7
】横
画
を
書
く
と
き
の
児
童
の
親
指
の

使
い
方
が
不
適
切
な
例

➡➡
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1
．
日
時
【
第
一
時
限
】

　
　
　
　

 

第
三
学
年　

平
成
三
十
年　

十
一
月
十
四
日
（
水
）

　
　
　
　

 

一
組
（
二
五
名
）　

二
組
（
二
九
名
）　

計
五
四
名

　
　
　
　

 

第
四
学
年　

平
成
三
十
年　

十
一
月
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　

 

一
組
（
三
三
名
）　

二
組
（
三
一
名
）　

三
組
（
三
三
名
）　

計
九
七
名

　
　
　

 　

第
五
学
年　

平
成
三
十
一
年
一
月　

十
六
日
（
水
）

　
　
　
　

 

一
組
（
三
〇
名
）　

二
組
（
三
二
名
）　

三
組
（
三
三
名
）　

計
九
五
名

　
　
　
　

 【
第
二
時
限
】

　
　
　
　

 

第
三
学
年　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
（
水
）

　
　
　
　

 

一
組
（
二
五
名
）　

二
組
（
二
九
名
）　

計
五
四
名

　
　
　
　

 

第
四
学
年　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日
（
金
）

　
　
　
　

 
一
組
（
三
三
名
）　

二
組
（
三
一
名
）　

三
組
（
三
三
名
）　

計
九
七
名

　
　
　
　

 
第
五
学
年　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日
（
水
）

　
　
　
　

 

一
組
（
三
〇
名
）　

二
組
（
三
二
名
）　

三
組
（
三
三
名
）　

計
九
五
名

2
．
学
年

　
　
　
　

 

三
学
年
（
計
五
四
名
）　

四
学
年
（
計
九
七
名
）　

五
学
年
（
計
九
五
名
）　

総
計
二
四
六
名

3
．
単
元
名

　
　
　
　

 【
第
一
時
限
】
毛
筆
で
正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書
こ
う
！

　
　
　
　

 【
第
二
時
限
】
硬
筆
で
正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書
こ
う
！

4
．
単
元
目
標

　

本
単
元
で
は
、
児
童
が
硬
筆
・
毛
筆
で
書
く
横
画
の
角
度
を
六
度
前
後
に
安
定
し
て
書
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。
児
童
が
硬
筆
で
書
く
横
画
は
、
左
払
い
に
接
す
る
横
画
は
上
が
り
や
す
く
、
囲
む
形
の
中
の
横
画
と
囲
い
を
閉
じ
る

横
画
は
右
に
上
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
、
授
業
を
実
践
す
る
。
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5
．
単
元
に
つ
い
て

　

① 

題
材
観

　

横
画
を
安
定
し
て
右
に
あ
げ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
毛
筆
で
は
、
六
度
の
罫
線
を
印
刷
し
た
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
の
上
に
半

紙
を
置
き
練
習
す
る
方
法
を
と
る
（【
図
8
】）。
硬
筆
で
の
実
践
は
、
六
度
の
罫
線
を
印
刷
し
た
紙
に
文
字
を
書
い
て
い
く
。

ま
た
、
硬
筆
で
は
持
ち
方
も
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
適
切
な
持
ち
方
に
変
え
る
た
め
、

輪
ゴ
ム
を
使
用
す
る
。
輪
ゴ
ム
の
使
用
方
法
は
【
図
9
】
の
通
り
で
あ
る
。

　

児
童
の
様
子
か
ら
、
文
字
の
横
画
が
右
上
が
り
に
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
児
童
自
身
が
書

く
横
画
が
上
が
っ
て
い
な
い
、
角
度
が
様
々
な
方
向
に
向
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
横
画
は
右

に
上
が
ら
な
い
と
文
字
の
均
衡
が
保
た
れ
な
い
こ
と
、
角
度
が
お
お
よ
そ
等
し
い
値
で
な
い
と
整
っ
た
文
字
が
書
け
な
い
こ

と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
導
く
。
最
終
的
に
横
画
が
六
度
に
近
い
角
度
で
右
に
上
が
り
、
角
度
が
安
定
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
授
業
を
実
践
し
た
い
。

　

② 
児
童
観

　

授
業
に
対
し
意
欲
的
で
あ
り
、
毛
筆
で
は
筆
を
持
っ
て
楽
し
く
書
い
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
硬
筆
で
も
課
題
に

対
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
が
見
え
、「
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」
な
ど
意
欲
的
な
意
見
を
頻
繁
に
聞
く
。
授
業
中
は
質

問
に
対
し
て
積
極
的
に
発
言
を
す
る
児
童
が
多
い
。
文
字
を
整
え
て
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
と
、
多
く
の
児
童
が
理
解

し
真
剣
に
書
字
活
動
に
取
り
組
む
。

　

一
方
で
筆
を
適
切
な
持
ち
方
で
持
つ
こ
と
に
三
年
生
は
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
児
童
が
多
い
。
硬
筆
も
同
様
で
あ
る
。
四
、五

年
生
は
毛
筆
の
持
ち
方
は
概
ね
正
し
い
持
ち
方
で
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、
鉛
筆
に
な
る
と
適
切
な
持
ち
方
が
で
き
る

児
童
は
数
名
で
あ
る
。

　

ま
た
、書
い
て
い
る
途
中
で
姿
勢
が
崩
れ
て
く
る
児
童
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。「
姿
勢
は
ど
う
か
な
」
と
注
意
を
促
す
と

姿
勢
が
崩
れ
て
い
る
児
童
は
自
ら
気
づ
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ま
た
時
間
が
経
つ
と
姿
勢
が
崩
れ
て
し
ま
う
児

童
が
大
半
を
占
め
る
。

　

③ 

指
導
観

【
図
8
】
6
度
の
罫
線
を
印
刷
し
た
Ｏ
Ｈ
Ｐ

シ
ー
ト

【
図
9
】鉛
筆
に
輪
ゴ
ム
を
つ
け
て
書
く
書
き
方
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横
画
の
角
度
が
平
均
し
て
六
度
近
く
上
が
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
ま
ず
、
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
と
正
し
く
整
っ
た
文

字
が
書
け
な
い
こ
と
を
児
童
に
理
解
さ
せ
た
上
で
授
業
を
進
め
て
い
く
。
授
業
実
践
で
、
硬
筆
・
毛
筆
で
横
画
を
右
に
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
ま
た
さ
ら
に
、
日
常
生
活
で
書
字
す
る
文
字
が
安
定
し
た
角
度
で
右
上
が
り
に
書
け

る
と
こ
ろ
ま
で
繋
げ
た
い
。

　

硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
姿
勢
・
持
ち
方
も
横
画
の
右
上
が
り
の
角
度
に
影
響
し
て
い
る
た
め
、
正
し
い
姿
勢
・
持
ち
方
に
な

る
よ
う
に
指
導
を
行
う
。

6
．
本
時
の
展
開

【
第
一
時
限
　
毛
筆
の
授
業
実
践
】

　
⑴
本
時
の
目
標

○
横
画
が
六
度
近
く
右
に
上
が
る
こ
と
を
理
解
す
る
。（
知
識
・
理
解
）

○
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
印
刷
さ
れ
た
罫
線
に
沿
っ
て
横
画
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
。（
技
能
）

○
課
題
文
字
を
横
画
が
六
度
前
後
の
角
度
に
な
る
よ
う
に
、
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。（
技
能
）

○
児
童
自
ら
が
自
分
の
書
く
横
画
の
角
度
を
理
解
し
、
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

　

⑵
学
習
の
展
開

時
間

主
な
学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

具
体
的
な
評
価
規
準

導
　
入

五
分

○
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

○
毛
筆
課
題（
三
年「
馬
」、四
年「
白

馬
」、
五
年
「
白
鳥
」）
の
見
本
を
配

布
す
る
。

○
道
具
の
準
備
が
で
き
て
い
る
か
確

認
す
る
。

展
　
開

二
十
五
分

○
試
し
書
き
を
一
枚
す
る
。

○
正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書
く
に
は

横
画
を
安
定
し
て
六
度
に
あ
げ
る
と

丁
度
良
い
こ
と
を
伝
え
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ

シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。

○
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
の
上
に
半
紙
を
載

せ
て
横
画
の
み
を
練
習
す
る
。

○
横
画
の
角
度
に
気
を
つ
け
て
課
題

○
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
い
方

を
教
師
が
実
践
し
な
が
ら
教
え
る
。

○
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
の
罫
線
に
合
わ
せ

て
横
画
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
机
間
指
導
す
る
。

○
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
を
使
用
し
、
主
体

的
に
練
習
し
て
い
る
か
。

○
横
画
の
角
度
に
気
を
つ
け
て
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
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⑶
本
時
の
評
価
基
準

○
横
画
が
六
度
近
く
右
に
上
が
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
か
。（
知
識
・
理
解
）

○
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
印
刷
さ
れ
た
罫
線
に
沿
っ
て
横
画
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
か
。（
技
能
）

○
課
題
文
字
を
横
画
が
六
度
前
後
の
角
度
に
な
る
よ
う
に
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
か
。（
技
能
）

○
児
童
自
ら
が
自
分
の
書
く
横
画
の
角
度
を
理
解
し
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

 【
第
二
時
限
　
硬
筆
の
授
業
実
践
】

　

⑷
本
時
の
目
標

○
毛
筆
と
同
じ
よ
う
に
硬
筆
で
も
、
横
画
が
六
度
近
く
右
に
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
正
し
く
整
っ
た
文
字
が
書
け
る
こ
と
を

理
解
す
る
。（
知
識
・
理
解
）

○
六
度
の
罫
線
が
印
刷
さ
れ
た
補
助
プ
リ
ン
ト
に
沿
っ
て
、
横
画
を
右
に
上
げ
て
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。（
技
能
）

○
正
し
い
姿
勢
・
持
ち
方
で
書
字
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
技
能
）

○
児
童
自
ら
が
自
分
の
書
く
横
画
の
角
度
を
理
解
し
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

　

⑸
学
習
の
展
開

時
間

主
な
学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

具
体
的
な
評
価
規
準

導
　
入

五
分

○
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。

○
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
硬
筆
で
試

書
す
る
（
自
分
の
名
前
）。

○
鉛
筆
で
書
い
て
い
る
か
確
認
す

る
。

展
　
開

二
十
五
分

を
書
く
。

○
姿
勢
、
持
ち
方
の
確
認
を
し
、
ま

と
め
書
き
を
お
こ
な
う
。

○
正
し
い
姿
勢
、
持
ち
方
が
で
き
て

い
な
い
児
童
に
指
導
す
る
。

○
姿
勢
、
持
ち
方
に
気
を
つ
け
な
が

ら
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

ま
と
め

十
分

○
半
紙
に
本
時
の
毛
筆
課
題
を
書
き

提
出
す
る
。

○
片
付
け

○
ま
と
め
書
き
で
提
出
し
た
課
題
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⑹
本
時
の
評
価
基
準

○
横
画
が
六
度
近
く
右
に
上
が
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
か
。（
知
識
・
理
解
）

○
横
画
を
六
度
近
く
右
に
上
げ
て
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
か
。（
技
能
）

○
正
し
い
姿
勢
・
持
ち
方
で
書
字
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。（
技
能
）

○
児
童
自
ら
が
自
分
の
書
く
横
画
の
角
度
を
理
解
し
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

7
．
毛
筆
の
授
業
実
践
の
様
子
と
結
果

　

毛
筆
の
授
業
実
践
で
は
、Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
六
度
に
上
げ
た
罫
線
を
印
刷
し
た
も
の
を
配
布
し
た
。罫
線
の
色
を
黒
色
で
印

刷
し
た
た
め
、
黒
い
下
敷
き
の
上
に
置
く
と
罫
線
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
の
下
に
コ
ピ
ー

用
紙
を
つ
け
て
、
半
紙
を
上
に
置
い
て
も
見
え
る
よ
う
に
し
た
。

　

児
童
の
書
い
て
い
る
様
子
を
み
て
、
今
回
の
実
践
結
果
の
効
果
と
問
題
点
を
整
理
す
る
。

展
　
開

二
十
五
分

○
自
分
が
書
い
た
横
画
の
角
度
に
目

を
向
け
る
。

○
六
度
の
罫
線
を
印
刷
し
た
補
助
プ

リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。

○
横
画
は
六
度
前
後
に
上
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
文
字
が
正
し
く
整
う
こ
と

を
伝
え
、
正
し
い
姿
勢
、
正
し
い
持

ち
方
で
習
っ
た
漢
字
を
横
画
の
角
度

に
気
を
つ
け
て
練
習
す
る
。

○
輪
ゴ
ム
を
配
布
し
、
使
い
方
を
説

明
す
る
。

○
輪
ゴ
ム
を
つ
け
た
状
態
で
短
い
文

章
を
書
く
。

○
最
初
に
書
い
た
自
分
の
名
前
を
書

く
。

○
横
画
が
上
が
っ
て
い
る
か
、
ま
た

角
度
が
安
定
し
て
い
る
か
見
る
よ
う

に
指
示
す
る
。

○
姿
勢
、
持
ち
方
が
適
切
で
は
な
い

児
童
に
指
導
す
る
。

○
輪
ゴ
ム
の
付
け
方
が
適
切
で
あ
る

か
机
間
指
導
す
る
。

○
腰
が
丸
ま
っ
て
い
る
児
童
、
顔
と

机
の
距
離
が
近
い
児
童
が
い
た
ら
指

導
す
る
。

○
自
分
が
書
い
た
字
を
客
観
的
に
み

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

○
横
画
の
角
度
に
気
を
つ
け
て
主
体

的
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

○
横
画
の
角
度
に
気
を
つ
け
て
名
前

を
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

ま
と
め

十
分

○
実
態
調
査
を
取
っ
た
時
と
同
様
の

プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
ま
と
め
書
き

を
す
る
。

○
輪
ゴ
ム
は
外
し
て
、
持
ち
方
に
気

を
つ
け
な
が
ら
書
く
こ
と
を
指
示
す

る
。

○
横
画
の
角
度
、
姿
勢
、
持
ち
方
に

気
を
つ
け
て
文
字
を
書
く
こ
と
で
き

て
い
る
か
。
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【
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
効
果
】

•

罫
線
が
印
刷
し
て
あ
る
上
に
半
紙
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
六
度
の
角
度
が
明
確
で
あ
り
、
横
画
を
容
易
に
右
上
が
り
に
書

く
こ
と
が
で
き
る
。

•

Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
は
墨
が
入
ら
な
い
素
材
で
あ
る
た
め
、
何
度
も
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

•

同
じ
間
隔
で
罫
線
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文
字
の
横
画
の
間
隔
を
等
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

【
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
問
題
点
】

•

一
度
書
く
と
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
墨
が
つ
い
て
い
る
た
め
、
一
回
ず
つ
布
や
テ
ィ
ッ
シ
で
拭
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•

Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
印
刷
し
て
あ
る
横
画
が
全
て
六
度
の
罫
線
の
た
め
、
最
終
画
の
横
画
も
他
の
横
画
と
同
じ
よ
う
に
六
度

右
に
上
が
っ
て
し
ま
う
。

　

以
上
が
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
効
果
と
反
省
点
で
あ
る
。
横
画
の
角
度
を
ど
の
程
度
上
げ
た
ら
良
い
か
が
児
童
に
は

難
し
い
た
め
、
一
目
で
角
度
が
明
確
で
あ
る
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
は
効
果
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
罫
線
に
気
を
取
ら
れ
す
ぎ
て
、

半
紙
に
対
し
て
文
字
が
大
き
く
な
る
、
文
字
が
い
つ
も
よ
り
も
正
し
い
字
形
で
書
け
て
い
な
い
児
童
も
み
ら
れ
た
。
Ｏ
Ｈ
Ｐ

シ
ー
ト
の
使
用
は
、
三
年
生
の
毛
筆
が
始
ま
っ
た
時
期
に
横
画
で
練
習
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

授
業
実
践
を
終
え
た
児
童
か
ら
、「
横
画
の
角
度
が
わ
か
り
や
す
い
」、「
横
画
の
間
隔
が
等
し
く
書
け
る
」
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
反
対
に
、「
印
刷
し
て
あ
る
線
が
気
に
な
り
、
上
手
く
書
け
な
い
」、「
い
ち
い
ち
拭
く
の
が
面
倒
く
さ
い
」
と
い
う

意
見
が
上
が
っ
た
。

　

本
授
業
実
践
で
は
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
練
習
の
段
階
で
角
度
を
確
認
す
る
た
め
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

と
め
書
き
で
は
使
用
し
て
い
な
い
。
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
練
習
段
階
で
横
画
の
角
度
は
右
上
が
り
で
あ
る
こ
と
、
六

度
前
後
に
上
げ
る
こ
と
が
丁
度
良
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

8
．
硬
筆
の
授
業
実
践
の
様
子
と
結
果

　

硬
筆
の
授
業
実
践
で
は
、
六
度
右
に
上
げ
た
罫
線
を
印
刷
し
た
補
助
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
た
。
今
回
、
横
画
を
右
に
上
げ

る
こ
と
を
理
解
し
、
角
度
を
確
認
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
た
か
っ
た
た
め
、
文
字
の
見
本
は
用
意
し
て
い
な
い
。
罫
線
を

印
刷
し
た
用
紙
に
横
画
の
角
度
に
気
を
つ
け
な
が
ら
練
習
を
し
た
。
児
童
の
様
子
か
ら
、
補
助
プ
リ
ン
ト
を
使
用
し
て
文
字
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を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
横
画
の
角
度
が
安
定
す
る
た
め
、
普
段
よ
り
上
手
に
書
け
て
い
る
と
い
う
児
童
が
多
か
っ
た
。

　

硬
筆
の
実
践
で
の
反
省
点
は
、
最
終
画
の
横
画
も
上
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
授
業
実
践
の
以
前
に
実
施
し
た
授
業

で
、
最
終
画
の
横
画
は
上
げ
る
か
上
げ
な
い
か
を
児
童
と
一
緒
に
考
え
、
結
果
上
げ
な
い
方
が
良
い
と
い
う
結
論
に
い
た
っ

た
が
、
や
は
り
六
度
の
罫
線
が
印
刷
し
て
あ
る
と
、
釣
ら
れ
て
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
最
終
画
が
横
画
で
は
な
い
文
字

で
あ
れ
ば
、
六
度
の
斜
角
を
印
刷
し
た
プ
リ
ン
ト
は
効
果
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
輪
ゴ
ム
を
使
用
し
て
鉛
筆
の
持
ち
方
の
改
善
を
試
み
た
。
児
童
に
多
い
鉛
筆
の
持
ち
方
の
問
題
点
は
、【
図
4
、
5
】

の
よ
う
な
持
ち
方
で
あ
る
。
鉛
筆
を
抱
え
込
む
よ
う
に
し
て
持
つ
児
童
、鉛
筆
を
書
字
者
と
逆
側
に
倒
し
て
書
く
児
童
な
ど
、

半
数
以
上
の
児
童
が
不
適
切
な
持
ち
方
で
書
い
て
い
る
。
こ
の
不
適
切
な
持
ち
方
は
、
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
こ
と
や
横

画
の
角
度
が
安
定
し
な
い
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
と
判
断
し
、
本
研
究
で
は
持
ち
方
の
改
善
を
行
っ
た
。
輪
ゴ
ム
を
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
不
適
切
な
持
ち
方
の
児
童
は
、
手
が
痛
く
な
る
た
め
、
自
然
と
適
切
な
持
ち
方
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

輪
ゴ
ム
を
外
し
て
文
字
を
書
く
と
、
だ
ん
だ
ん
と
持
ち
方
が
不
適
切
な
持
ち
方
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

硬
筆
の
授
業
実
践
で
横
画
の
角
度
を
六
度
近
く
ま
で
上
げ
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
と
、
輪
ゴ
ム
を
使
用
し
て
持
ち
方
の
改
善

を
試
み
た
が
、
ど
ち
ら
も
一
度
の
実
践
だ
け
で
改
善
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
低
学
年
の
早
い
段
階
か
ら
鉛
筆
の
適
切
な
持

ち
方
の
指
導
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
後
に
横
画
の
角
度
に
つ
い
て
実
践
し
、
中
学
年
ま
で
に
自
然
と
横
画
が
上
が
っ
て
い
る

状
態
で
あ
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
。

　
　
　

Ⅵ
　
授
業
実
践
後
の
横
画
の
調
査

　

授
業
実
践
後
に
児
童
が
書
く
「
星
」
字
の
横
画
の
角
度
の
変
化
が
あ
っ
た
か
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
方
法
は
、
授
業

実
践
前
と
同
様
に
「
星
」
字
で
の
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
で
使
用
し
た
硬
筆
の
補
助
プ
リ
ン
ト
も
授
業
実
践
前
に
使
用
し
た

プ
リ
ン
ト
と
同
じ
も
の
で
調
査
を
行
っ
た
。
毛
筆
も
半
紙
に
「
星
」
字
を
単
体
で
一
文
字
書
く
調
査
を
行
っ
た
。

【
図
10
】
授
業
実
践
の
様
子
①

【
図
11
】
授
業
実
践
の
様
子
②
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1
．
授
業
実
践
後
に
児
童
が
硬
筆
で
書
く
横
画
の
調
査

　

実
態
調
査
で
の
結
果
を
踏
ま
え
、
横
画
の
角
度
が
安
定
し
て
六
度
に
近
く
な
る
よ
う
に
児
童
に
指
導
し
た
。
ま
た
、
硬
筆

で
は
持
ち
方
、
姿
勢
、
机
に
置
く
紙
の
位
置
な
ど
を
指
導
し
授
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
実
践
後
に
児
童
の
硬
筆
文
字
が

変
化
し
た
か
み
て
い
く
。
調
査
結
果
を
【
グ
ラ
フ
7
】【
グ
ラ
フ
8
】【
グ
ラ
フ
9
】
に
ま
と
め
た
。

　
（
1
）
第
三
学
年
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

単
体
の
「
星
」
字
か
ら
み
て
い
く
と
、
最
も
右
上
が
り
に
な
る
横
画
は
、
五
本
目
の
縦
画
に
交
わ
る
横
画
で
あ
る
。
逆
に

最
も
右
上
が
り
の
角
度
が
弱
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
で
あ
る
。
書
写
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
星
」
字

の
横
画
の
角
度
の
調
査
結
果
（【
グ
ラ
フ
1
、
2
】）
と
比
較
す
る
と
、
四
、五
本
目
が
や
や
上
が
り
す
ぎ
た
よ
う
だ
。
他
、
一

本
目
か
ら
三
本
目
の
横
画
は
安
定
し
ほ
ぼ
等
し
い
角
度
と
な
っ
た
。

　

縦
書
き
の
「
星
」
字
は
、
最
も
右
上
が
り
に
な
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
反
対
に
最
も
右

上
が
り
の
角
度
が
弱
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
で
あ
る
。
縦
書
き
は
、
単
体
の
書
き
方
よ
り
も
全
体
の
横
画
の

角
度
が
比
較
的
同
じ
角
度
に
な
り
安
定
し
た
。

　

横
書
き
の
「
星
」
字
は
、
最
も
右
上
が
り
に
な
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最
も
右
上
が
り

の
角
度
が
弱
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
縦
書
き
の
書
き
方
と
同
じ
結
果
で
あ
り
、

六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
以
外
、
全
体
的
に
角
度
が
近
い
値
に
な
り
安
定
し
た
。

　

三
つ
の
書
き
方
と
も
に
、
最
も
右
上
が
り
の
角
度
が
弱
い
横
画
は
、
最
終
画
の
六
本
目
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
単
体
の

六
本
の
横
画
の
平
均
角
度
は
、
六
・
六
度
、
縦
書
き
の
平
均
角
度
は
七
・
五
度
、
横
書
き
の
平
均
角
度
は
、
七
・
一
度
で
あ
る
。

三
つ
の
書
き
方
と
も
六
度
以
上
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
（
2
）
第
四
学
年
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

単
体
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
次
に
五
本
目
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の
縦
画
と
交
わ
る
横
画
が
右
に
上
が
っ
て
い
る
。
反
対
に
最
も
右
上
が
り
の
角
度
が
弱
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横

画
で
あ
る
。
一
本
目
か
ら
三
本
目
ま
で
の
横
画
の
角
度
に
差
は
ほ
ぼ
な
い
。

　

縦
書
き
の
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最
も
右
上
が
り

の
角
度
が
弱
い
横
画
は
六
本
目
の
最
終
画
で
あ
る
。
単
体
で
書
く
横
画
と
同
じ
結
果
と
な
っ
た
。
四
、五
本
目
の
横
画
の
平
均

角
度
は
大
き
く
上
が
っ
て
い
る
。

　

横
書
き
の
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最
も
右
に
上
が
っ

て
い
な
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
と
な
っ
た
。
一
本
目
か
ら
三
本
目
ま
で
の
横
画
の
平
均
角
度
に
差
が
ほ
ぼ
な
い
。

　

三
つ
の
書
き
方
と
も
に
、
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
、
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
な
い
横
画
は
六
本
目
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。
単
体
の
六
本
の
横
画
の
平
均
角
度
は
、
五
・
四
度
、
縦
書
き
の
平
均
角
度
は
七
・
二
度
、
横
書
き
の
平

均
角
度
は
、
六
・
二
度
で
あ
る
。
三
つ
の
書
き
方
の
中
で
、
縦
書
き
に
書
く
横
画
が
最
も
上
が
っ
て
い
る
。

　
（
3
）
第
五
学
年
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

単
体
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最
も
角
度
が

右
に
上
が
っ
て
い
な
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
で
あ
る
。
四
本
目
、
六
本
目
以
外
の
横
画
は
、
一
度
以
上
の
差

は
な
く
、
平
均
角
度
が
近
い
値
と
な
っ
た
（【
表
5
】）。

　

縦
書
き
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
横
画
で
あ
る
。
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
な
い

横
画
は
、
六
本
目
の
横
画
で
あ
り
、
単
体
と
同
じ
結
果
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
本
目
か
ら
三
本
目
ま
で
の
横
画
の
角
度
に
差

は
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
い
。

　

横
書
き
で
書
く
「
星
」
字
も
、
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
で
あ
り
、
最
も
角
度
が
右
に
上
が
っ
て
い
な

い
横
画
は
、
六
本
目
で
あ
る
。

　

三
つ
の
書
き
方
と
も
、
四
本
目
の
横
画
が
最
も
右
上
が
り
に
な
り
、
六
本
目
の
横
画
の
角
度
が
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
な

い
。
単
体
の
横
画
の
平
均
角
度
は
、
四
・
八
度
、
縦
書
き
の
平
均
角
度
は
、
四
・
四
度
、
横
書
き
の
平
均
角
度
は
、
四
・
六
度
で

あ
り
、
三
つ
の
書
き
方
の
全
て
で
、
平
均
角
度
が
五
度
以
下
と
な
っ
た
。
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（
4
）
全
学
年
の
硬
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
の
比
較

　

第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
が
硬
筆
で
書
く
横
画
の
角
度
を
比
較
す
る
。

「
星
」
字
の
一
本
目
か
ら
六
本
目
ま
で
の
全
学
年
で
の
平
均
角
度
を
に
ま

と
め
た
。
全
体
で
最
も
右
上
が
り
に
書
い
て
い
た
横
画
は
、
縦
書
き
の
四

本
目
の
横
画
だ
っ
た
。
反
対
に
最
も
右
に
上
が
ら
な
か
っ
た
横
画
は
、
単

体
の
六
本
目
の
横
画
だ
っ
た
。
六
本
目
の
横
画
は
、
教
科
書
の
文
字
か
ら

計
測
し
た
【
グ
ラ
フ
1
】
よ
り
、
三
度
に
近
い
横
画
が
適
切
で
あ
る
た
め
、

単
体
、
横
書
き
の
六
本
目
は
適
切
な
角
度
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
本
目
か
ら
五
本
目
ま
で
を
み
る
と
、
単
体
の
三
本
目
以
外
の

全
て
の
横
画
で
五
度
以
上
、
上
が
っ
て
い
る
。
四
本
目
は
実
態
調
査
で
も

最
も
上
が
っ
て
い
た
横
画
だ
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
に
最
も
右
に
上
が
っ
て

い
て
、
他
の
横
画
よ
り
も
右
上
が
り
の
平
均
角
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

単
体
、
縦
書
き
、
横
書
き
の
横
画
の
平
均
角
度
は
、
高
い
順
か
ら
、

　
　

①
縦
書
き　

②
横
書
き　

③
単
体

の
順
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
実
態
調
査
と
同
じ
結
果
で
あ
る
。
や
は
り
、

単
体
で
書
く
「
星
」
字
の
横
画
は
右
に
上
が
り
く
い
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

2
．
授
業
実
践
後
に
児
童
が
毛
筆
で
書
く
横
画
の
調
査

　

授
業
実
践
後
に
毛
筆
で
も
児
童
が
書
く
「
星
」
字
の
調
査
を
行
っ
た

（【
グ
ラ
フ
10
】）。
調
査
方
法
は
、
実
態
調
査
と
同
じ
方
法
で
授
業
実
践
後
に
「
星
」
字
を
半
紙
に
書
か
せ
た
。
実
態
調
査
と

同
じ
見
本
を
も
う
一
度
配
布
し
調
査
を
行
っ
た
。

　
（
1
）
第
三
学
年
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

【
グ
ラ
フ
7
】

各学年年硬筆単体「星」（授業実践後）
（角度） 246名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.5 6.4
4.3

7.9 7.2
8.3

5.3 4.8 4.8 4.7 5.7 4.6
6.4 6.8

5.3 5.2
3.8 3.2

第3学年 第4学年 第5学年

【
グ
ラ
フ
8
】

各学年年硬筆縦書き「星」（授業実践後）
（角度） 246名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.6 7.1

4.6

9.1 8.9 8.57.3

4.8
6.5

4.7

7.0 6.4 6.6
8.6

5.9 6.5
5.6

3.6

第3学年 第4学年 第5学年

【
グ
ラ
フ
9
】

各学年年硬筆横書き「星」（授業実践後）
（角度） 246名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

7.5 7.0

3.9

7.9
8.1

7.6
6.3

4.5
5.4 4.6

6.9
5.6 6.1

7.2
5.5 5.4 4.6

2.9

第3学年 第4学年 第5学年

平均角度

1 本目 4.5

2 本目 4.4

3 本目 4.0

4 本目 4.8

5 本目 4.6

6 本目 2.8

【表5】   第3学年〜第5
学年硬筆   全体の横画
平均角度
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三
年
生
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最

も
横
画
の
角
度
が
右
に
上
が
ら
な
い
横
画
は
、
六
本
目
の
横
画
で
あ
る
。
六
本
目
の
横
画
は
二
・
七
度
と
平
均
角
度
が
低
く

な
っ
て
い
る
が
、
他
は
グ
ラ
フ
の
ご
と
く
、
ほ
ぼ
近
い
値
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
2
）
第
四
学
年
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

四
年
生
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
で
あ
る
。
最

も
横
画
の
角
度
が
右
に
上
が
ら
な
い
横
画
は
、
六
本
目
の
横
画
で
あ
る
。
四
本
目
の
横
画
が
最
も
上
が
っ
て
は
い
る
が
、
一
、

二
、三
、五
本
目
の
横
画
も
平
均
角
度
が
四
度
以
上
で
あ
り
、
四
本
目
の
横
画
と
大
き
な
差
は
な
い
。

　
（
3
）
第
五
学
年
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
調
査
結
果

　

五
年
生
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
五
本
目
の
縦
画
と
交
わ
る
横
画
で
あ
る
。
最
も

横
画
の
角
度
が
右
に
上
が
ら
な
い
横
画
は
、
六
本
目
の
横
画
で
あ
る
。
五
本
目
の
横
画
の
平
均
角
度
は
四
・
八
度
で
あ
り
、
一

本
目
か
ら
四
本
目
ま
で
の
横
画
の
平
均
角
度
も
四
度
以
上
で
あ
る
た
め
、
差
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
（
4
）
全
学
年
の
毛
筆
「
星
」
字
の
各
横
画
平
均
角
度
の
比
較

　

第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
が
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
横
画
の
角
度
を
比
較
す
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

最
も
右
上
が
り
に
な
る
横
画
は
、
五
度
の
四
年
生
が
書
く
四
本
目
の
横
画
だ
っ
た
。
反
対
に
、
最
も
右
に
上
が
ら
な
い
横
画

は
、
二
・
七
度
の
三
年
生
と
五
年
生
の
六
本
目
の
横
画
で
あ
る
。
六
本
目
の
横
画
は
、
四
年
生
が
書
く
横
画
も
三
・
一
度
で
三
、

五
年
生
と
ほ
と
ん
ど
差
は
な
く
上
が
っ
て
い
な
い
。
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
一
本
目
か
ら
五
本
目
ま
で
全
て
の
横
画
の
平
均
角

度
が
四
度
の
中
に
収
ま
っ
て
お
り
、
大
き
く
差
が
あ
る
こ
と
も
な
く
、
ど
の
画
も
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

3
．
硬
筆
・
毛
筆
で
書
く
双
方
の
横
画
の
比
較

　

硬
筆
・
毛
筆
で
書
く
双
方
の
「
星
」
字
を
比
較
し
て
い
く
。
実
態
調
査
同
様
に
、
毛
筆
の
「
星
」
字
は
、
単
体
で
半
紙
に
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書
き
調
査
デ
ー
タ
と
し
て
取
っ
た
た
め
、
硬

筆
も
単
体
で
書
く
「
星
」
字
の
み
比
較
し
て

い
く
。

　

学
年
ご
と
に
硬
筆
で
書
く「
星
」字
の
角
度

が
上
が
っ
て
い
る
順
に
整
理
し
て
い
く
と
、

【
表
6
】
の
通
り
に
な
る
。

　

硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
最
も
横
画
の
角
度
が

右
に
上
が
ら
な
い
の
は
、
最
終
画
の
六
本
目

だ
っ
た
。
ま
た
、
実
態
調
査
で
三
本
目
の
囲

い
を
閉
じ
る
横
画
は
、
硬
筆
・
毛
筆
と
も
に

全
て
の
横
画
で
四
番
目
以
下
だ
っ
た
が
、
授

業
実
践
後
の
結
果
も
同
じ
よ
う
に
、
三
本
目

の
横
画
は
四
番
目
以
下
に
な
っ
た
。

　

硬
筆
・
毛
筆
の
「
星
」
字
そ
れ
ぞ
れ
の
横
画
の
平
均
角
度
を
出
す
と
【
表
7
】
の
よ
う
に
な
る
。

　

硬
筆
の
単
体
、
縦
書
き
、
横
書
き
で
書
く
平
均
角
度
は
、
三
年
生
が
最
も
高
く
、
四
年
生
、
五
年
生
の
順

に
平
均
角
度
が
下
が
っ
て
い
く
。
毛
筆
で
書
く
平
均
角
度
は
、
四
年
生
が
最
も
高
く
、
五
年
生
、
三
年
生
の

順
に
平
均
角
度
が
下
が
っ
て
い
く
。
硬
筆
に
お
い
て
は
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
横
画
の
平
均
角
度
が

下
が
っ
て
い
く
結
果
と
な
っ
た
。

　

授
業
実
践
後
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

•

最
も
右
に
上
が
っ
て
い
る
横
画
は
、
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
。

•

最
も
右
に
上
が
っ
て
い
な
い
横
画
は
、
六
本
目
の
最
終
画
の
横
画
。

•

三
本
目
の
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
は
右
に
上
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

•

硬
筆
は
、
学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て
横
画
の
平
均
角
度
が
下
が
っ
て
い
く
。

【
グ
ラ
フ
10
】

各学年年毛筆「星」（授業実践後）
（角度） 246名

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

3.6 4.0 4.1
4.8 5.0

4.24.7 4.5 4.6 4.7
3.9 4.0

4.7 4.7 4.8

2.7 3.1 2.7

第3学年 第4学年 第5学年

6.0

硬　筆
順位 第 3 学年 順位 第 4 学年 順位 第 5 学年

1 5 本目 1 4 本目 1 4 本目

2 4 本目 2 5 本目 2 5 本目

3 1 本目 3 1 本目 3 1 本目

4 2 本目 4 2 本目 4 2 本目

5 3 本目 5 3 本目 5 3 本目

6 6 本目 6 6 本目 6 6 本目

【表6】硬筆で書く「星」字の角度が上がっている順

毛　筆
順位 第 3 学年 順位 第 4 学年 順位 第 5 学年

1 4 本目 1 4 本目 1 4 本目

2 5 本目 2 1 本目 2 5 本目

3 2 本目 3 5 本目 3 6 本目

4 3 本目 4 2 本目 4 1 本目

5 1 本目 5 3 本目 5 2 本目

6 6 本目 6 6 本目 6 3 本目

※第 4 学年の硬筆・毛筆の 4 番目が同じ角度だったため、
2 つを 2 位とした。

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年

単　体 6.6 5.4 4.8

硬　筆 縦書き 7.5 7.2 5.0

横書き 7.1 6.2 4.6

毛　筆 3.9 4.4 4.2

【表7】硬筆・毛筆の「星」字平均角度
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以
上
が
授
業
実
践
後
に
調
査
を
し
た
デ
ー
タ
か
ら
得
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
実
態
調
査
の
デ
ー
タ
と
比
較
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ⅶ
　
授
業
実
践
前
と
授
業
実
践
後
の
比
較

　

児
童
が
書
く
横
画
の
角
度
の
実
態
調
査
を
と
り
、
調
査
か
ら
得
た
結
果
を
も
と
に
横
画
が
平
均
的
に
右
に
上
が
る
よ
う
に

実
践
を
行
っ
た
。
授
業
実
践
後
に
実
態
調
査
で
取
っ
た
調
査
デ
ー
タ
と
同
じ
内
容
を
児
童
に
書
か
せ
た
。
本
稿
で
は
、
授
業

実
践
前
後
の
比
較
を
行
う
。

　
　
　
　
　

1
．
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

こ
こ
で
は
学
年
ご
と
に
硬
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
横
画
を

比
較
す
る
。「
星
」字
の
一
本
目
か
ら
六
本
目
ま
で
の
各
横
画
の
平
均
角
度
を
出

し
た
グ
ラ
フ
を
参
考
に
比
較
し
て
い
く
（【
グ
ラ
フ
11
〜
19
】）。

　
（
1
）
第
三
学
年
が
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

授
業
実
践
前
の
調
査
で
、
第
三
学
年
が
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ

て
い
た
横
画
は
、
単
体
は
五
本
目
の
縦
画
と
交
わ
る
横
画
、
縦
書
き
は
四
本
目

の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
、
横
書
き
は
四
本
目
の
左
は
左
払
い
に
接
す
る
横
画

だ
っ
た
。
授
業
実
践
後
に
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
は
、
単
体
で
は
五
本

目
、
縦
書
き
・
横
書
き
で
は
四
本
目
で
あ
る
。
授
業
実
践
前
後
を
比
較
す
る
と
、

ど
ち
ら
も
最
も
右
に
上
が
る
横
画
は
四
本
目
も
し
く
は
五
本
目
に
な
っ
た
。

　

反
対
に
最
も
角
度
が
右
に
上
が
ら
な
い
横
画
を
み
て
い
く
。授
業
実
践
前
は
、

3 年硬筆単体「星」授業実践前後比較
（角度） 54名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

3.6

6.5

3.1

5.7

7.9 8.3

【
グ
ラ
フ
11
】

授業実践前 授業実践後

3.8

6.1 6.0
3.9 3.5

5.2

3 年硬筆縦書き「星」授業実践前後比較
（角度） 54名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.1 6.5
6.0

7.0
9.1 8.5

【
グ
ラ
フ
12
】

授業実践前 授業実践後

5.9
7.1

8.6 8.1
6.3 6.5

3 年硬筆横書き「星」授業実践前後比較
（角度） 54名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.7 7.5 6.9 6.9 7.9 7.6

【
グ
ラ
フ
13
】

授業実践前 授業実践後

6.4 7.0
8.9

7.2
4.9 5.4
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単
体
は
三
本
目
、
縦
書
き
は
二
本
目
、
横
書
き
は
六
本
目
だ
っ
た
。
授
業
実

践
後
は
、
単
体
・
縦
書
き
・
横
書
き
全
て
の
書
き
方
で
六
本
目
の
最
終
画
の

横
画
が
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

実
態
調
査
で
は
、
右
に
上
が
り
に
く
か
っ
た
横
画
は
、
二
本
目
も
し
く
は

三
本
目
だ
っ
た
が
、
実
践
後
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
他
の
横
画
の
平
均
角
度

よ
り
も
多
少
低
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
他
の
横
画
と
大
き
な
差
は
な
い
。

　

全
体
で
み
る
と
、
縦
書
き
・
横
書
き
の
グ
ラ
フ
は
実
践
前
後
で
あ
ま
り
大

き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
単
体
の
書
き
方
を
み
る
と
、
実
践
前
は
平
均
角

度
が
四
本
目
以
外
低
い
値
だ
っ
た
が
、
実
践
後
は
一
本
目
か
ら
五
本
目
の
横

画
は
ど
の
横
画
も
六
度
に
近
い
平
均
角
度
と
な
り
、
安
定
し
て
い
る
。

　
（
2
）
第
四
学
年
が
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

授
業
実
践
前
に
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
は
、
単
体
・
縦
書
き
・
横

書
き
と
も
に
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
だ
っ
た
。
授
業
実
践
後
に
最

も
右
に
上
が
っ
た
横
画
も
単
体
・
縦
書
き
・
横
書
き
と
も
に
四
本
目
が
最
も

右
に
上
が
る
横
画
だ
っ
た
。

　

最
も
角
度
が
右
に
上
が
ら
な
か
っ
た
横
画
は
、実
践
前
は
単
体
で
は
、六
本

目
、
縦
書
き
は
二
本
目
、
横
書
き
は
六
本
目
だ
っ
た
。
実
践
後
は
単
体
・
縦

書
き
・
横
書
き
の
三
つ
の
書
き
方
と
も
六
本
目
が
最
も
上
が
っ
て
い
な
か
っ

た
。

　

四
年
生
が
書
く
「
星
」
字
の
単
体
は
、
実
践
前
、
全
て
の
横
画
の
平
均
角

度
が
低
く
、
特
に
一
本
目
か
ら
三
本
目
が
低
か
っ
た
が
、
実
践
後
に
一
、二
本

目
は
一
度
上
が
り
、
三
本
目
は
〇
・
七
度
上
が
っ
て
い
た
。
縦
書
き
・
横
書
き

4 年硬筆単体「星」授業実践前後比較
（角度） 97名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

4.3
5.3

3.9 4.6
7.2 6.8

【
グ
ラ
フ
14
】

授業実践前 授業実践後

3.8
4.8 5.5 4.9

3.3 3.8

4 年硬筆縦書き「星」授業実践前後比較
（角度） 97名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

5.3
7.3

5.4
6.4

8.9 8.6

【
グ
ラ
フ
15
】

授業実践前 授業実践後

4.9
6.5

7.8
6.6

5.2 5.6

4 年硬筆横書き「星」授業実践前後比較
（角度） 97名

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目

6.3 6.3
5.3

6.6
8.1

7.2

【
グ
ラ
フ
16
】

授業実践前 授業実践後

5.7 5.4
7.4 6.8

4.0 4.6

5 年硬筆単体「星」授業実践前後比較
（角度） 95名
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に
お
い
て
も
実
践
前
よ
り
平
均
角
度
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

全
体
で
み
る
と
、
ど
の
横
画
も
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
単
体
で
書
く
場
合
で
は
平
均
角
度

が
ま
だ
低
い
結
果
と
な
っ
た
。

　
（
3
）
第
五
学
年
が
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

授
業
実
践
前
に
五
年
生
が
書
く
「
星
」
字
で
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
は
、
単
体
・
縦
書
き
・
横
書
き
と
も
に
四
本

目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
だ
っ
た
。
実
践
後
に
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
た
横
画
も
単
体
・
縦
書
き
・
横
書
き
と
も
に
四
本

目
の
横
画
で
最
も
右
に
上
が
る
横
画
は
、
実
践
前
後
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

反
対
に
最
も
角
度
が
右
に
上
が
ら
な
か
っ
た
横
画
は
、
実
践
前
は
、
単
体
・
縦
書
き
は
六
本
目
、
横
書
き
は
二
本
目
だ
っ

た
。
ど
の
書
き
方
で
も
平
均
し
て
一
、二
、三
本
目
は
平
均
角
度
が
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
る
。
実
践
後
は
、
三
つ
の
書
き
方

と
も
六
本
目
が
最
も
右
に
上
が
っ
て
い
な
い
横
画
と
な
っ
た
。

　

五
年
生
が
書
く
横
画
は
、
授
業
実
践
前
後
で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
一
度
以
上
の
誤
差
が
出
た
横
画
は
、
単
体
の
二
本
目
、

横
書
き
の
三
本
目
、
六
本
目
の
み
だ
っ
た
。
横
書
き
の
三
本
目
に
関
し
て
は
、
実
践
前
よ
り
実
践
後
の
方
が
下
が
る
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

2
．
毛
筆
で
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

授
業
実
践
前
に
調
査
し
た
デ
ー
タ
と
授
業
実
践
後
に
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
【
グ
ラ
フ
20
、
21
、
22
】
を
作
成
し
た
。

こ
の
グ
ラ
フ
を
も
と
に
実
践
前
後
の
横
画
の
角
度
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。

　
（
1
）
第
三
学
年
が
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

授
業
実
践
前
に
三
年
生
が
書
く
横
画
は
、
二
本
目
、
三
本
目
の
横
画
の
平
均
角
度
が
二
度
以
下
と
非
常
に
低
い
結
果
だ
っ

た
。
他
の
横
画
も
四
本
目
の
左
払
い
に
接
す
る
横
画
以
外
は
平
均
角
度
が
低
か
っ
た
。
実
践
後
に
は
二
本
目
、
三
本
目
の
平

均
角
度
が
低
か
っ
た
横
画
が
二
度
以
上
上
が
っ
た
。
ま
た
、
六
本
目
以
外
の
横
画
の
平
均
角
度
が
比
較
的
近
い
値
に
な
り
安
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定
し
た
。

　
（
2
）
第
四
学
年
が
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

実
践
前
に
四
年
生
が
書
く
「
星
」
字
の
平
均
角
度
は
高
い
値
で
も

四
本
目
の
三
・
六
度
で
あ
り
、
他
の
横
画
は
三
度
以
下
と
な
っ
て
い

る
。
全
体
的
に
平
均
角
度
が
低
か
っ
た
。
実
践
後
に
は
、
六
本
目
以

外
の
横
画
が
全
て
四
度
以
上
に
な
り
、角
度
に
も
大
き
な
差
は
な
い
。

　
（
3
）
第
五
学
年
が
書
く
「
星
」
字
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

　

五
年
生
が
書
く
「
星
」
字
の
実
践
前
の
調
査
結
果
で
は
、
他
学
年

と
比
較
す
る
と
最
も
平
均
角
度
が
低
い
値
に
な
っ
て
い
た
。
実
践
前

の
平
均
角
度
を
み
る
と
、二
、三
本
目
の
平
均
角
度
は
一
度
台
で
あ
り

極
め
て
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
実
践
後
に
は
、
一
本
目
か
ら
五
本

目
ま
で
の
横
画
が
全
て
四
度
以
上
と
な
り
安
定
し
た
。
六
本
目
に
関

し
て
は
、
実
践
前
よ
り
〇
・
一
度
低
く
な
っ
た
。

　

以
上
が
硬
筆
と
毛
筆
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
で
の
変
化
も
【
表
9
】
に
ま
と
め
た
。
こ
の
表
は
、

児
童
が
書
く
「
星
」
字
の
横
画
の
六
本
の
角
度
を
す
べ
て
足
し
た
数
字
を
基
に
作
成
し
た
。
六
本
の
横
画
を
全
て
足
し
て
〇

度
以
下
が
「
一
」、
一
か
ら
六
度
の
間
が
「
二
」、
七
か
ら
一
三
度
の
間
が
「
三
」、
一
四
か
ら
二
〇
度
の
間
が
「
四
」、
二
一

〜
二
七
度
の
間
が
「
五
」、
二
八
〜
三
四
度
の
間
が
「
六
」、
三
五
〜
四
一
度
の
間
が
「
七
」、
四
二
〜
四
八
度
の
間
が
「
八
」、

四
九
〜
五
五
度
の
間
が
「
九
」、
五
六
度
以
上
が
「
一
〇
」
と
し
た
。

　

書
写
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
星
」
字
の
横
画
の
デ
ー
タ
よ
り
、
足
す
と
「
六
」
の
二
八
〜
三
四
度
が
適
切
な
値
と

な
る
。
中
に
は
、
角
度
が
安
定
せ
ず
に
横
画
が
右
下
が
り
の
角
度
と
右
上
が
り
の
角
度
を
合
わ
せ
て
「
六
」
の
値
に
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
安
定
し
た
横
画
を
引
い
て
い
る
「
星
」
字
は
、「
六
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
、

3 年毛筆「星」授業実践前後比較
（角度） 54名

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

1本目 2本目 3本目 4本目 5本目 6本目
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【
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4 年毛筆「星」授業実践前後比較
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2.4

4.6
3.6

2.2

1.6
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5 年毛筆「星」授業実践前後比較
（角度） 95名
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【
図
12
】
毛
筆
の「
星
」字
の
授
業
実
践
前
と
実
践
後
の
比
較

授業実践前 授業実践後

角度が安定した

横画が右に上がった

横画が右に上がった

横画が下がってしまった

角度が安定しない

横画の角度が上がっていない

➡

➡

➡

➡

➡

➡

授業実践前 授業実践後

角度が右に上がった

角度が安定した

角度が右に上がりすぎてしまった

角度が右に上がった

角度が右に上がった

角度が右に上がりすぎてしまった

角度が安定した

角度が安定した

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

【
図
13
】
硬
筆
の「
星
」字
の
授
業
実
践
前
と
実
践
後
の
比
較

角度が上がらなかった
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六
〇
％
の
児
童
が
、
実
践
前
よ
り
も
実
践
後
の
角
度
が
安
定
し
て
い
る
。
上
が
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
児
童
や
中
に
は
数
名
、

下
が
っ
て
し
ま
っ
た
児
童
も
い
る
が
、
こ
の
表
よ
り
、
全
体
の
平
均
の
横
画
が
安
定
し
た
だ
け
で
な
く
、
児
童
個
々
で
も
横

画
が
安
定
し
て
上
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
研
究
は
、
小
学
校
第
三
学
年
か
ら
第
五
学
年
が
書
く
横
画
の
角
度
の
実
態
調
査
を
も
と
に
授
業
実
践
を
行
い
、
そ
の
効

果
を
授
業
実
践
前
後
の
文
字
と
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
。
今
回
は
、「
星
」
字
の
み
を
比
較
の
対
象
と
し
て
調
査
を

行
っ
た
。
実
態
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

•

単
体
・
縦
書
き
・
横
書
き
の
書
き
方
の
中
で
、
横
画
が
最
も
上
が
ら
な
か
っ
た
書
き
方
は
、
単
体
で
書
く
「
星
」
字
。

•
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
く
な
っ
て
い
く
。

•
囲
い
の
中
に
書
く
横
画
と
囲
い
を
閉
じ
る
横
画
は
他
の
画
に
比
べ
て
右
に
上
が
り
に
く
い
。

•

左
払
い
に
接
す
る
横
画
、
縦
画
と
交
わ
る
横
画
は
右
に
上
が
り
や
す
い
。

•

横
画
の
角
度
が
安
定
し
て
い
な
い
。

　

実
態
調
査
の
結
果
を
も
と
に
授
業
実
践
を
し
た
。
横
画
の
角
度
が
安
定
し
て
上
が
ら
な
い
児
童
の
文
字
が
多
く
み
ら
れ
た

た
め
、
最
終
画
の
横
画
以
外
が
全
て
六
度
に
近
い
角
度
で
上
が
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
授
業
を
考
案
し
た
。
毛
筆
で
は
Ｏ
Ｈ

Ｐ
シ
ー
ト
に
罫
線
を
印
刷
し
、
そ
の
上
に
半
紙
を
載
せ
て
書
く
実
践
を
行
っ
た
。
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
の
利
点
は
、
何
度
も
書
く

こ
と
が
で
き
、
六
度
の
角
度
が
容
易
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
書
く
と
Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
に
墨
が
つ
い
て

し
ま
う
た
め
、
一
回
ず
つ
拭
き
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拭
き
取
る
作
業
に
時
間
を
と
ら
れ
る
た
め
、
短
い
授
業
時
間
の

中
で
行
う
に
は
、
一
考
が
必
要
で
あ
る
。

　

硬
筆
は
、
六
度
の
罫
線
を
印
刷
し
た
紙
に
書
字
を
し
た
。
硬
筆
で
は
、
紙
に
直
接
書
く
た
め
、
横
画
の
角
度
が
わ
か
り
や

す
く
書
き
や
す
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
く
上
が
っ
た
。

　

硬
筆
・
毛
筆
と
も
に
授
業
実
践
の
結
果
、
横
画
が
安
定
し
て
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
が
増
え
た
。
一
方
で
、
最
終
画



123 児童の書字活動における安定した運筆力の習得を目指した実践研究

の
横
画
も
罫
線
に
つ
ら
れ
て
上
が
っ
て
し
ま
う
児
童
や
、
横
画
が
右
上
が
り
に
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
児
童
も
み
ら
れ
た
。

　

書
写
教
科
書
の
横
画
の
角
度
の
平
均
は
、
五
度
か
ら
六
度
の
間
が
平
均
の
角
度
で
あ
る
が
、
実
践
前
の
児
童
が
書
く
「
星
」

字
の
横
画
は
、
六
本
の
横
画
の
角
度
が
安
定
せ
ず
、
二
度
以
下
か
ら
八
度
以
上
と
い
う
横
画
の
角
度
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。

実
践
後
は
、
ど
の
学
年
も
横
画
の
角
度
が
安
定
し
た
。
特
に
毛
筆
で
は
、
授
業
実
践
の
効
果
を
大
き
く
感
じ
た
。
筆
で
大
き

く
書
く
こ
と
に
よ
り
、
字
形
を
考
え
、
横
画
を
安
定
し
て
右
に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
、
安
定
し
な
い
原
因
と
し
て
、
姿
勢
や
持
ち
方
、
ま
た
児
童
自
身
が
正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書

く
た
め
に
横
画
が
右
に
上
が
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
児
童
自
身
が

正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書
く
た
め
に
横
画
は
同
じ
角
度
に
安
定
し
て
上
げ
な
け
れ
ば
、
文
字
は
整
わ
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
実
態
調
査
で
、
姿
勢
や
持
ち
方
が
適
切
で
な
い
児
童
が
多
く
み
ら
れ
た
。
正
し
い
姿
勢
や
適
切
な
持
ち
方
は
、

正
し
く
整
っ
た
文
字
を
書
く
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
姿
勢
・
持
ち
方
を
改
善
す
る
実
践
を
行
い
、
児
童
が

書
字
す
る
文
字
の
向
上
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
実
態
調
査
で
書
字
し
た
文
字
に
目
を
向
け
る
と
、
横
画
だ
け
で
な

く
、
縦
画
の
傾
き
に
も
文
字
が
整
わ
な
い
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
横
画
だ
け
で
な
く
縦
画
の
問
題
点
も
調
査
し
て
い
き
た

い
。〈

先
行
研
究
〉

1　

諸
井
春
畦
『
楷
書
恰
好
論
』
博
文
館
、
一
九
一
五
年

2　

森
郷
水
『
楷
書
の
造
形
論
─
書
美
の
原
質
を
探
る
─
』
日
本
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年

3　

落
合
一
郎
「
児
童
の
書
写
の
実
態
に
関
す
る
発
達
的
研
究
─
硬
筆
か
な
文
字
の
計
量
的
分
析
を
通
し
て
─
」『
書
写
書
道
教
育
研
究　

第
十
五

号
』
二
〇
〇
一
年
、
全
国
書
写
書
道
教
育
学
会

4　

落
合
一
郎
「
児
童
の
書
写
の
実
態
に
関
す
る
発
達
的
研
究
Ⅱ
─
硬
筆
か
な
文
字
の
計
量
的
分
析
を
通
し
て
─
」『
書
写
書
道
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【
表
8
―
1
】
第
3
学
年「
星
」字
の
硬
筆
の
授
業
実
践
前
後
の
比
較

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 0 1 1 3 4 3 0 4 3 5 4 4 0 1 2 3 2 -5 1 7 7 6 3 4 1 2 4 4 6 9 0 6 4 4 5 3 3
2 10 12 10 9 9 7 6 3 12 5 8 9 6 6 6 10 8 6 2 4 7 5 8 10 7 0 3 5 10 6 9 3 3 4 3 6 2
3 6 8 6 8 9 4 5 4 5 5 5 2 9 10 8 8 7 4 3 7 6 6 7 6 5 4 5 5 11 9 5 10 9 7 7 1 1
4 7 6 1 6 -4 -5 14 5 8 6 3 7 10 -1 8 7 4 4 4 7 5 4 8 10 1 9 6 5 11 9 9 15 9 13 9 8 8
5 4 0 1 5 4 -3 3 1 2 6 3 5 4 10 12 20 15 10 5 5 5 5 9 7 6 11 10 9 11 9 7 0 9 10 9 -6 2
6 -4 3 -3 3 3 1 4 5 7 11 5 3 3 -3 0 3 3 0 6 8 6 9 7 7 6 5 4 8 11 10 6 4 0 7 1 3 0
7 6 6 6 6 6 6 1 2 1 8 3 0 11 7 4 5 4 8 7 2 3 4 6 5 5 3 7 6 7 5 4 10 9 11 9 9 1
8 3 -1 8 6 -6 -3 4 3 6 4 4 3 6 -2 4 0 4 -2 8 3 12 13 6 12 9 -5 1 2 6 -1 0 -2 7 6 -20 7 1
9 -1 0 5 1 3 1 7 8 7 7 6 7 12 12 12 13 11 8 9 -4 -4 0 5 6 0 0 1 2 1 0 1 3 3 3 2 1 -4
10 3 4 5 7 7 5 9 7 6 11 5 -1 9 6 12 4 5 6 10 7 15 11 9 9 6 17 25 17 15 12 12 13 15 12 13 12 14
11 0 -1 3 4 4 3 3 5 6 7 3 2 7 5 2 3 3 4 11 4 1 3 2 5 2 -1 2 5 5 4 4 3 8 3 3 4 1
12 1 5 5 7 12 6 14 14 12 14 14 14 10 7 10 12 20 10 12 6 5 5 5 6 -2 9 8 5 8 10 -5 9 6 5 11 10 7
13 8 3 3 7 2 5 6 7 3 13 6 8 0 5 10 6 0 2 13 12 13 12 13 15 5 1 5 15 14 11 9 10 11 15 14 9 4
14 -3 -3 0 6 -5 3 3 0 3 8 10 2 1 2 0 6 -2 0 14 9 8 6 7 9 9 8 7 5 6 14 9 -7 7 4 3 5 6
15 1 4 4 13 10 10 4 7 7 7 4 5 7 4 26 10 7 6 15 4 1 5 11 7 1 19 8 8 9 10 11 4 7 8 12 12 3
16 7 7 3 5 4 6 9 11 12 7 11 3 7 10 8 8 10 3 16 8 5 6 9 10 1 5 5 4 11 10 4 5 6 5 4 5 6
17 0 4 -1 1 1 0 0 2 2 6 5 4 3 4 4 6 4 4 17 5 0 0 2 1 2 -1 0 -1 -1 -1 0 0 0 -5 0 2 6
18 2 1 1 7 9 7 -2 0 3 0 3 -4 13 6 10 5 4 3 18 5 3 6 4 6 7 6 4 7 5 6 8 7 3 0 3 -6 9
19 0 -1 3 3 3 1 3 10 9 11 7 7 11 11 7 6 10 5 19 4 4 3 2 4 1 7 7 8 9 9 7 5 4 4 7 5 4
20 0 0 0 7 3 -3 4 4 6 9 4 4 4 6 7 12 3 2 20 7 8 6 10 15 8 13 12 8 9 7 0 3 11 -1 0 3 3
21 11 7 5 9 3 3 11 14 13 17 13 8 12 13 14 15 5 5 21 3 3 4 2 3 6 1 3 4 5 3 5 7 6 6 5 5 1
22 3 1 1 1 3 2 12 6 7 6 4 7 9 2 1 10 7 8 22 3 3 1 1 4 1 6 5 4 2 2 3 7 3 1 4 2 2
23 9 8 5 7 14 3 6 7 7 7 7 8 5 7 10 7 10 6 23 5 4 0 4 11 6 2 3 3 5 10 9 -3 0 1 10 9 4
24 2 3 0 4 -2 0 3 0 2 7 4 3 0 3 1 2 1 4 24 9 10 10 15 14 10 7 9 9 10 12 10 15 10 10 13 15 15
25 2 2 2 6 4 6 6 2 10 11 10 9 5 3 3 11 5 4 25 13 14 7 12 9 9 7 13 7 12 10 14 13 11 9 10 7 5
26 -2 2 4 9 10 6 10 12 10 13 15 14 1 4 5 4 4 4 26 10 8 4 7 7 5 12 11 11 8 8 5 17 12 11 12 10 6
27 4 4 5 3 9 6 8 8 5 15 13 12 10 14 6 19 13 20 27 0 1 -1 4 5 4 4 3 5 11 10 12 5 6 6 7 13 12
28 4 7 3 10 8 2 1 3 4 4 4 6 5 7 7 9 8 6 28 9 14 7 12 7 7 7 7 11 10 10 10 8 8 15 13 15 12
29 3 2 1 5 5 5 9 8 7 12 20 9 10 10 6 13 14 8 29 8 5 7 7 7 6 1 15 7 11 17 15 15 10 9 10 7 9
30 9 6 5 7 7 1 8 7 6 12 7 4 7 10 11 11 3 3 30 5 6 6 4 5 3 9 8 8 8 6 4 11 10 11 9 8 6
31 2 10 5 6 5 2 9 9 8 7 8 4 6 6 6 4 8 3 31 7 7 7 8 8 5 10 5 10 13 6 7 4 5 4 6 6 1
32 5 6 5 5 5 5 12 10 6 10 9 9 -2 0 3 5 4 -1 32 14 10 9 9 6 5 9 8 -2 9 9 -3 9 6 14 5 4 1
33 7 5 5 5 11 9 8 8 6 10 18 15 9 9 10 10 10 15 33 15 12 10 20 21 20 15 11 20 12 19 12 10 9 7 18 11 10
34 5 5 9 6 5 3 2 1 10 10 5 5 3 4 6 6 6 3 34 3 4 5 8 2 0 3 5 5 5 4 2 4 6 5 6 9 -3
35 10 10 -1 6 3 1 15 12 11 10 15 9 9 8 -4 10 5 5 35 4 -1 -5 13 10 8 13 9 14 10 12 9 2 5 5 10 4 -3
36 1 0 2 5 5 5 3 3 3 7 6 5 9 7 3 10 5 6 36 10 13 16 23 25 13 10 12 11 13 23 10 16 15 15 16 17 10
37 5 9 4 5 10 3 4 4 4 5 11 5 5 3 1 5 5 1 37 7 7 4 10 15 5 15 13 15 14 12 13 0 1 3 15 23 7
38 1 1 3 5 4 5 6 3 8 4 10 5 5 12 12 6 6 6 38 9 7 12 10 5 10 5 9 3 7 10 10 7 14 12 20 2 10
39 -1 -1 0 -1 3 0 -4 0 0 0 4 3 -1 0 -1 0 -2 -1 39 2 4 5 2 3 5 -4 -1 -2 5 -3 1 -1 -6 -5 -2 1 -4
40 7 5 3 8 6 3 9 10 8 11 10 10 5 4 3 15 9 10 40 10 7 4 12 11 2 8 7 6 11 10 6 5 4 3 3 5 4
41 -4 -5 0 0 0 1 -1 -3 -1 5 5 4 -1 1 5 5 5 4 41 0 -2 1 1 4 -1 5 5 4 9 1 7 4 -1 2 -1 -1 5
42 4 9 5 11 10 9 5 7 10 9 10 7 5 5 5 10 7 7 42 13 11 8 20 15 13 11 15 20 12 7 6 20 16 15 15 21 11
43 1 1 -1 2 3 -1 10 5 5 9 7 6 10 10 9 10 12 5 43 5 5 4 9 7 2 6 5 5 9 6 2 16 4 3 6 7 3
44 14 15 10 20 20 9 17 15 10 25 21 13 21 22 26 35 25 10 44 12 10 23 10 16 11 18 18 27 20 12 7 22 16 13 24 14 17
45 5 0 0 12 10 9 10 11 10 12 12 11 10 10 11 14 13 5 45 5 0 6 4 11 6 2 2 5 6 4 8 12 6 10 10 7 6
46 -1 0 5 4 10 4 4 3 4 3 5 5 5 -3 0 6 7 -2 46 0 3 4 5 9 5 -3 5 5 10 10 9 10 5 8 7 9 6
47 -2 7 -5 0 2 3 10 12 5 8 7 8 3 8 9 4 6 4 47 6 11 5 13 11 6 10 10 6 4 7 10 7 9 8 15 14 11
48 9 9 12 10 10 5 10 10 6 15 12 6 10 9 5 5 9 5 48 5 7 5 10 13 5 13 10 3 14 16 5 7 6 6 10 12 6
49 0 4 2 10 11 2 10 7 5 10 7 6 5 4 6 8 5 5 49 8 13 6 13 6 4 3 7 4 12 9 4 -2 4 1 2 10 -1
50 5 0 2 5 3 6 4 6 5 11 9 9 5 8 4 10 9 5 50 3 2 2 5 5 3 4 3 5 7 6 3 10 6 14 10 11 5
51 -3 -8 -7 0 0 0 -2 -1 1 10 12 10 15 15 9 20 15 10 51 10 3 3 2 0 6 3 0 -4 12 10 10 13 6 3 10 11 16
52 10 9 7 6 7 6 7 7 5 7 7 8 5 5 4 9 5 -2 52 11 7 2 3 7 3 0 1 2 1 2 1 3 3 5 5 7 5
53 8 7 5 12 10 6 6 6 5 7 8 9 15 5 15 14 13 8 53 10 9 9 10 5 5 20 13 11 20 15 15 23 25 17 15 15 9
54 14 8 5 8 5 5 4 4 4 8 8 6 10 14 12 12 10 6 54 5 4 2 6 5 5 10 10 10 11 15 11 10 7 9 16 10 11

3.6 3.8 3.1 6.0 3.9 3.5 6.1 5.9 6.0 8.6 8.1 6.3 6.7 6.4 6.9 8.9 7.2 4.9 6.5 6.1 5.7 7.9 8.3 5.2 6.6 7.1 7.0 9.1 8.5 6.5 7.5 7.0 6.9 7.9 7.6 5.4

第３学年「星」硬筆
授業実践前 授業実践後

単体 縦書き 横書き 単体 縦書き 横書き
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【
表
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】
第
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学
年「
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の
硬
筆
の
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 -2 0 2 4 3 4 3 1 0 3 3 3 5 6 5 10 6 3 1 2 0 3 5 1 0 2 3 4 8 6 5 4 4 6 7 6 5
2 1 0 0 1 0 0 -1 0 0 14 6 3 3 2 1 9 5 1 2 5 3 2 5 3 4 6 5 9 10 10 6 5 4 3 5 9 5
3 0 0 0 8 2 2 -1 0 -1 8 2 0 5 5 5 15 9 1 3 -2 0 2 3 0 -4 5 -5 -1 0 -2 -5 5 7 7 7 6 4
4 3 4 3 -1 -3 3 3 0 -1 3 6 4 9 4 -2 5 5 5 4 1 -1 -1 -2 -3 -6 5 0 3 5 4 3 -4 5 5 5 5 5
5 4 4 6 3 3 -1 9 5 4 5 5 5 9 5 4 1 7 0 5 5 2 2 4 2 3 13 9 8 12 15 5 13 10 9 10 9 4
6 6 4 10 5 2 8 0 4 2 4 5 4 5 3 5 5 5 0 6 6 2 0 10 5 6 5 3 0 5 4 6 9 10 9 10 8 5
7 0 0 5 7 3 1 8 13 14 12 12 9 5 10 10 9 10 6 7 15 8 6 8 15 10 13 13 13 13 25 12 17 15 13 10 13 9
8 1 4 6 4 4 3 -3 -1 0 2 2 2 -1 2 2 2 2 -3 8 5 3 2 2 4 0 7 7 7 6 7 -1 3 5 5 4 4 3
9 6 5 7 4 4 5 7 6 5 9 7 5 13 9 5 9 8 3 9 4 6 3 2 11 0 5 12 8 6 15 7 6 5 9 12 14 2
10 5 4 4 4 4 4 4 4 4 6 7 4 9 5 5 4 13 0 10 9 7 3 10 6 3 3 8 2 10 10 -3 8 6 5 9 6 2
11 7 3 5 5 6 3 2 4 5 4 6 4 3 3 4 4 7 2 11 19 12 5 6 10 6 19 17 11 15 12 13 7 6 6 9 10 7
12 2 3 0 3 3 5 2 2 3 8 7 5 3 3 3 5 5 4 12 10 7 8 10 20 8 8 8 6 25 9 11 -1 3 10 11 16 5
13 0 3 4 5 3 2 5 4 6 9 5 3 5 5 5 7 7 2 13 8 7 3 9 5 4 6 7 5 8 5 1 11 7 5 10 6 3
14 0 6 3 10 1 2 4 3 5 12 7 5 5 7 7 4 3 -2 14 5 9 6 7 8 3 5 5 7 10 9 5 12 10 7 12 9 10
15 5 0 0 8 0 2 5 5 3 3 6 4 5 4 4 7 5 3 15 5 5 5 8 5 -2 7 6 3 7 7 3 1 3 3 5 3 1
16 5 4 4 4 5 2 0 -1 0 1 2 3 -1 0 0 4 0 -1 16 6 5 4 10 6 0 10 5 6 6 6 6 7 4 -2 13 8 2
17 8 9 6 4 12 5 5 8 9 9 18 20 9 10 12 12 13 15 17 2 3 5 11 14 11 6 8 8 12 11 9 13 13 10 14 15 14
18 4 1 2 3 4 4 7 7 6 9 10 9 3 5 0 5 5 6 18 5 7 8 7 10 3 9 10 10 5 15 9 13 14 13 13 9 10
19 7 8 5 8 6 5 3 4 5 7 7 5 5 5 5 10 12 7 19 6 6 3 7 10 8 11 10 13 11 15 9 13 14 11 14 11 5
20 10 10 10 10 16 11 14 5 21 -3 10 6 7 10 9 15 8 1 20 7 5 5 8 8 -1 5 5 0 10 15 0 12 8 5 13 9 0
21 9 8 9 9 12 4 8 6 13 12 10 8 5 5 5 6 9 6 21 9 14 9 13 11 6 15 19 21 17 15 10 19 15 15 17 15 5
22 0 6 4 8 8 5 7 4 5 9 9 4 -1 1 3 5 5 6 22 3 3 4 9 10 6 1 3 5 16 15 7 4 3 3 9 8 7
23 12 2 2 5 8 10 7 6 13 10 12 16 3 7 5 4 12 11 23 7 8 9 7 20 9 9 8 20 9 16 18 5 7 9 7 10 14
24 6 7 5 7 9 10 15 10 8 13 14 15 5 10 13 10 12 10 24 9 11 10 12 9 10 1 11 9 11 11 7 8 10 12 13 13 9
25 4 7 5 5 0 4 -1 1 3 5 1 1 1 2 2 2 5 2 25 6 7 9 8 9 0 8 7 6 11 13 8 5 7 0 9 7 4
26 4 0 8 5 0 0 5 5 7 7 5 4 9 6 5 9 11 5 26 4 4 3 4 4 -1 9 5 5 9 12 8 9 3 2 9 6 0
27 9 5 7 7 8 6 10 11 12 14 15 11 12 12 10 7 10 3 27 8 5 3 10 11 -1 14 12 10 15 13 6 14 15 10 13 19 3
28 0 1 0 0 3 -2 3 -4 0 2 4 2 2 1 -4 0 0 -2 28 6 6 5 13 0 5 5 4 5 5 5 6 -3 2 3 5 4 -3
29 2 1 2 3 3 4 -1 0 0 2 2 3 -1 -2 -2 0 -10 -5 29 5 3 4 8 11 3 2 -1 -2 6 5 1 9 5 5 4 -3 5
30 0 2 3 5 5 2 2 4 4 4 4 2 0 1 2 2 3 2 30 -1 2 1 7 6 0 5 4 6 6 8 0 9 10 10 11 9 3
31 7 5 5 6 6 3 9 6 7 7 5 3 8 10 14 9 9 4 31 3 3 2 4 5 0 12 -1 5 10 5 5 2 0 0 5 1 1
32 6 5 3 7 7 0 3 5 5 5 5 -1 5 5 5 12 7 -1 32 9 9 6 19 15 5 10 11 11 15 10 3 5 5 5 10 5 3
33 9 7 4 10 6 0 10 10 10 13 13 6 5 15 6 22 20 12 33 10 7 10 18 12 10 1 3 9 12 10 6 6 8 10 10 9 5
34 3 3 5 5 5 0 15 13 12 12 12 7 2 3 4 5 5 -3 34 6 7 8 9 9 1 14 18 15 18 16 16 8 11 10 12 13 9
35 4 4 5 4 5 3 5 5 5 4 3 3 8 1 2 10 5 1 35 4 1 -2 3 0 4 5 4 4 3 4 2 5 5 5 5 5 3
36 4 5 5 4 4 1 5 5 7 9 8 0 10 0 5 9 5 0 36 6 8 6 5 8 0 7 6 5 6 7 1 1 2 3 5 6 0
37 -5 -4 -1 0 2 2 3 5 5 10 7 7 -4 0 -2 7 4 5 37 0 1 8 6 6 5 4 3 5 5 8 9 -2 -1 0 1 3 2
38 6 7 10 10 8 6 15 15 12 15 14 12 12 11 13 13 12 12 38 8 5 5 3 1 4 9 10 11 12 5 8 4 4 3 4 4 1
39 2 3 10 8 9 6 -2 1 5 7 7 7 5 9 7 4 5 2 39 5 4 10 8 1 4 8 9 10 5 14 6 8 -2 4 4 4 6
40 10 10 15 14 14 7 12 5 5 18 10 5 10 8 10 12 10 8 40 13 12 13 18 16 15 14 10 12 13 12 10 10 10 10 15 9 5
41 -2 3 -1 0 -1 -1 5 7 7 5 -7 0 4 5 7 7 6 5 41 6 5 8 5 7 10 7 5 3 8 4 5 0 0 -1 3 4 4
42 4 3 6 6 5 6 0 10 5 7 0 3 6 2 3 2 1 0 42 5 5 3 4 5 0 3 6 8 8 8 5 10 7 7 8 8 0
43 7 2 3 5 4 2 20 13 13 23 13 11 14 11 9 10 11 8 43 10 9 8 7 5 5 5 6 5 6 5 3 9 10 10 10 11 9
44 4 3 1 5 1 8 9 6 8 10 10 7 5 5 5 7 7 3 44 -1 2 4 4 4 5 3 2 3 6 1 -1 -1 -1 0 4 3 2
45 4 1 3 7 5 3 5 5 5 5 6 4 3 5 5 5 5 3 45 6 4 5 5 5 5 6 5 2 5 5 4 5 5 3 4 3 3
46 -5 -2 -5 -1 -2 -4 -1 -3 5 5 4 2 0 -5 -5 0 -2 0 46 4 4 -6 5 0 0 7 4 1 6 5 3 7 -1 3 4 4 -1
47 3 3 1 5 4 0 7 6 6 5 5 4 12 10 9 7 8 4 47 10 5 4 8 5 -1 13 12 11 11 10 5 13 12 10 14 13 9
48 9 8 5 12 6 4 8 8 3 17 10 5 18 10 8 19 10 6 48 4 4 5 6 5 1 10 11 7 15 10 10 8 6 5 6 5 0
49 -2 -2 1 1 2 4 3 6 5 6 6 6 3 5 5 5 8 3 49 2 2 2 10 -1 -4 2 2 2 14 4 5 4 5 5 7 5 3
50 5 3 3 6 9 2 5 5 5 10 6 5 6 9 10 10 7 3 50 7 8 6 5 4 4 5 5 4 4 2 1 5 4 4 5 3 1
51 4 4 0 11 5 4 0 0 12 11 8 7 -1 2 2 3 3 0 51 12 10 6 8 9 5 7 5 5 6 9 0 7 8 10 7 6 4
52 7 2 3 5 10 5 9 6 3 9 7 7 10 5 12 7 5 4 52 -2 -1 0 0 4 0 7 5 5 8 6 5 5 4 3 4 7 6
53 6 5 -4 5 2 0 5 4 4 9 4 3 2 -1 -3 0 0 -4 53 7 6 4 8 12 3 6 5 5 8 7 5 3 6 3 10 5 3
54 6 5 8 6 6 3 4 5 4 5 6 4 5 7 4 6 6 -5 54 3 1 2 4 5 3 9 7 5 5 11 4 5 5 0 10 12 5
55 -2 -1 2 3 4 -2 1 0 4 10 8 5 2 1 2 3 4 -1 55 5 5 4 5 4 1 8 7 5 9 10 5 15 14 17 17 19 9
56 9 0 -3 7 0 -2 14 5 -1 8 -1 -2 23 9 9 13 12 9 56 5 5 3 5 5 0 10 4 7 10 3 0 1 3 2 6 5 4
57 12 10 5 15 11 4 12 10 7 14 12 10 5 5 5 7 7 4 57 9 10 8 5 11 10 6 10 9 20 14 11 9 10 8 10 12 7
58 6 0 0 2 3 3 -1 -2 0 0 0 -1 -5 -3 -2 5 5 4 58 3 5 6 3 0 3 1 0 0 1 0 0 -2 0 0 -5 -3 2
59 10 6 7 6 8 4 7 8 6 9 11 6 5 5 7 5 5 5 59 3 3 4 5 5 8 7 5 5 9 8 5 8 9 5 9 8 9
60 10 7 7 12 9 3 12 10 9 8 9 1 12 10 8 8 7 8 60 4 5 5 9 5 1 10 10 10 12 10 10 15 14 12 19 16 15
61 0 0 3 5 3 0 0 0 1 5 5 1 7 5 6 6 6 1 61 2 1 -3 2 3 3 4 3 2 5 5 2 5 5 5 7 7 6
62 -4 -2 2 2 2 3 3 3 3 3 2 3 -1 0 0 1 1 0 62 -2 -1 0 4 2 1 -1 -1 0 1 1 1 0 3 3 4 5 5
63 5 0 3 5 10 4 5 5 5 11 10 10 10 4 5 5 5 5 63 3 1 4 2 4 5 3 4 4 5 6 6 6 9 6 10 9 6
64 1 4 4 1 -2 3 5 10 6 3 5 6 14 7 8 7 6 3 64 -1 2 0 0 0 3 -4 2 2 3 5 2 0 3 2 10 3 3
65 2 4 3 2 -1 -1 0 -1 -1 -3 -2 -1 3 0 -1 0 0 -7 65 7 10 6 9 10 3 9 9 6 5 8 0 9 5 10 15 4 6
66 3 4 5 3 1 2 0 1 5 4 1 -1 1 0 -1 0 -2 -3 66 0 5 2 3 6 0 9 6 12 5 7 7 -1 -1 1 0 0 1
67 15 11 10 14 13 8 10 8 5 14 11 8 15 14 11 13 10 9 67 10 7 5 11 10 7 13 5 7 10 10 4 4 -1 3 9 -1 4
68 3 2 3 5 5 4 10 10 10 6 10 8 5 3 3 3 2 5 68 5 10 5 2 5 0 9 6 3 2 9 9 9 3 3 4 10 6
69 -2 2 5 2 11 5 5 7 13 12 9 8 13 10 12 13 13 20 69 0 0 0 3 7 2 3 5 8 9 8 8 7 3 10 9 11 9
70 5 3 1 2 3 -2 8 7 5 5 3 2 11 10 9 9 10 7 70 4 2 5 3 8 4 5 4 2 5 4 1 5 4 7 8 3 5
71 4 0 0 10 4 11 7 3 3 12 3 11 1 10 15 13 13 12 71 5 2 5 7 5 5 6 3 0 9 5 9 2 -7 3 7 3 9
72 3 3 3 6 3 -4 3 2 1 8 3 6 -1 -1 3 12 6 4 72 12 9 26 26 17 20 16 13 13 20 12 15 5 12 15 20 11 14
73 -4 -3 8 10 13 13 -3 13 12 13 12 10 3 3 5 10 11 8 73 0 0 7 13 13 6 12 13 17 17 18 3 5 13 7 9 9 10
74 3 5 6 7 8 8 10 6 3 4 4 5 3 9 11 9 13 9 74 4 7 4 8 12 8 7 11 3 10 12 14 5 5 16 12 9 5
75 1 3 -4 2 8 2 3 3 5 6 7 5 15 7 7 9 8 9 75 3 1 -1 4 3 1 6 6 5 5 12 5 8 5 4 4 5 3
76 6 5 3 4 5 2 5 6 7 8 11 3 10 9 10 11 5 5 76 2 1 -2 0 3 -4 5 5 5 4 2 2 9 4 4 5 4 2
77 -4 -3 -5 -5 -5 -4 -6 -4 -5 -4 1 -2 7 3 -7 -1 0 -7 77 -12 -5 5 4 7 8 0 0 3 3 -5 -3 1 -23 3 2 0 -3
78 9 9 8 15 14 12 9 11 12 10 17 6 15 14 -2 12 20 10 78 5 2 -3 18 13 6 6 4 0 17 20 11 7 1 -1 5 5 0
79 1 6 3 12 14 9 8 4 7 10 10 3 14 19 16 16 15 18 79 10 13 10 13 10 11 10 10 11 11 10 12 5 5 4 6 7 6
80 2 2 2 1 2 1 3 -1 -1 4 2 4 4 0 2 9 5 6 80 5 4 1 5 3 2 4 5 10 4 5 3 5 -4 -2 3 1 1
81 10 10 5 6 3 1 -1 3 -1 8 6 5 10 10 11 16 15 7 81 13 14 12 17 19 10 15 12 7 12 23 15 14 9 5 12 17 4
82 -1 1 4 -1 -2 -3 0 2 2 8 3 1 4 5 3 8 3 2 82 3 3 3 4 4 3 11 9 11 7 11 9 10 9 11 5 7 5
83 5 10 10 11 8 12 6 12 12 15 8 6 8 7 6 8 10 6 83 6 5 5 5 8 4 13 6 9 13 16 9 12 7 4 10 11 5
84 5 5 8 3 0 3 0 0 3 4 -2 0 4 1 5 4 1 4 84 6 1 0 3 -2 -1 13 7 9 13 10 4 10 8 6 12 7 3
85 3 2 2 6 3 -1 7 10 8 10 5 6 2 5 5 5 6 -3 85 12 8 8 9 9 6 15 14 10 20 15 13 7 9 5 20 5 5
86 6 5 7 2 2 6 3 3 0 6 4 2 10 10 10 22 17 16 86 -1 2 5 6 15 9 0 3 3 7 -1 0 -5 0 -3 0 7 1
87 5 1 0 7 5 3 -4 -3 0 4 -1 1 0 2 1 1 2 2 87 8 2 -1 18 3 5 6 4 1 6 3 4 2 6 -1 -2 2 2
88 8 8 10 4 7 3 4 8 6 15 10 10 9 8 5 7 9 6 88 15 12 6 7 11 6 16 16 15 15 14 2 8 14 7 10 9 9
89 8 7 8 5 5 3 15 7 10 7 11 9 15 13 10 5 6 7 89 13 10 10 12 15 10 12 12 8 9 8 13 13 10 9 18 22 21
90 5 2 3 5 4 4 5 4 6 9 10 7 5 8 4 2 1 1 90 -2 -1 3 2 3 4 -2 -1 -2 3 4 2 0 0 3 4 4 3
91 9 3 3 7 6 7 13 4 1 6 8 3 11 10 5 11 5 5 91 4 3 10 9 7 5 5 5 4 7 5 3 10 9 7 8 9 9
92 6 4 2 9 6 3 15 15 14 19 12 13 15 13 14 18 15 15 92 8 8 12 13 11 4 19 9 18 15 13 18 13 6 8 11 11 1
93 8 8 11 10 10 5 10 3 3 14 13 9 16 11 10 13 11 6 93 -1 -2 3 2 0 1 4 3 2 5 3 4 6 0 1 2 5 0
94 8 8 7 12 6 4 9 8 9 11 10 9 11 10 10 13 10 4 94 8 6 7 9 7 3 9 11 4 8 5 3 6 4 5 7 4 3
95 3 9 3 3 5 4 0 4 5 -2 1 0 6 4 4 3 2 2 95 1 -4 3 0 0 3 0 -3 3 2 2 0 -5 -3 -3 -1 0 -3
96 9 6 5 2 5 0 6 6 5 7 5 10 0 9 5 10 11 9 96 3 3 -1 9 3 4 6 6 7 9 7 10 0 0 1 4 3 1
97 10 7 1 4 1 2 8 6 5 6 3 10 0 -5 2 -3 4 -2 97 9 9 3 12 7 4 6 5 4 4 4 4 5 3 9 5 2 7

4.3 3.8 3.9 5.5 4.9 3.3 5.3 4.9 5.4 7.8 6.6 5.2 6.2 5.7 5.3 7.4 6.8 4.0 5.3 4.8 4.6 7.2 6.8 3.8 7.3 6.5 6.4 8.9 8.6 5.6 6.3 5.4 5.6 8.1 7.2 4.6

第４学年「星」硬筆
授業実践前 授業実践後

単体 縦書き 横書き 単体 縦書き 横書き
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 6 5 0 5 5 3 7 5 3 5 6 4 7 7 6 9 8 7 1 4 4 5 5 4 3 5 5 7 9 8 5 1 9 9 9 10 4
2 1 1 5 8 5 3 5 3 4 10 5 6 4 5 6 7 9 7 2 7 3 3 11 6 6 -1 3 4 7 4 4 -1 1 2 3 3 3
3 6 10 13 15 7 5 16 16 15 20 14 15 16 14 10 18 25 15 3 5 9 5 15 9 5 14 15 10 15 16 11 13 13 10 12 17 10
4 10 9 7 5 10 3 14 10 12 13 15 10 7 11 10 12 9 7 4 9 5 4 4 4 4 8 12 6 7 16 10 5 7 3 3 6 2
5 3 12 5 8 9 10 5 4 5 7 5 8 8 5 5 5 4 2 5 4 1 0 2 0 2 3 7 5 6 7 5 6 4 3 9 0 6
6 10 8 9 13 11 9 8 9 10 8 9 11 14 9 9 13 15 7 6 0 10 6 8 6 -3 13 10 5 7 20 5 12 11 10 15 18 7
7 7 3 4 3 4 0 5 0 1 7 5 2 10 10 8 8 7 3 7 5 5 4 6 5 5 8 8 10 12 12 7 4 4 2 11 5 -4
8 5 5 6 9 5 2 5 0 0 10 5 2 7 7 6 7 5 2 8 5 3 4 5 3 0 2 0 7 1 2 0 3 2 1 3 1 0
9 0 2 5 8 5 1 2 0 0 12 9 3 1 3 3 4 4 6 9 6 7 4 5 10 5 4 8 10 9 10 5 5 10 10 7 8 2
10 5 3 7 6 7 5 5 5 5 6 5 3 6 6 7 7 6 3 10 6 5 5 9 8 6 -1 2 4 2 2 3 0 -1 0 0 1 2
11 3 -5 4 5 -8 0 6 0 3 5 1 2 4 0 12 7 -2 4 11 9 8 10 9 6 2 11 5 6 10 10 4 8 12 6 5 9 0
12 3 3 5 7 5 2 0 -1 -1 8 8 6 8 5 5 7 4 4 12 4 6 4 3 1 0 3 10 6 6 7 5 0 4 2 5 3 0
13 0 0 -3 6 5 3 5 0 0 -1 0 1 12 7 8 9 2 4 13 7 4 5 5 3 0 9 10 6 9 10 7 3 5 5 5 7 5
14 9 5 3 4 4 4 12 7 3 5 10 0 7 4 2 8 8 4 14 10 5 7 7 10 4 2 3 12 12 11 0 11 10 8 15 14 1
15 10 8 9 10 7 3 5 1 3 7 3 0 1 4 5 4 4 4 15 7 3 1 3 5 3 5 -1 3 5 5 3 3 0 1 1 4 1
16 4 3 3 2 0 0 -3 3 4 4 5 0 11 5 5 6 6 3 16 -4 0 1 3 5 4 4 3 -1 4 4 2 -1 4 3 3 3 0
17 13 5 9 5 5 4 7 7 -1 6 10 7 9 5 20 11 11 10 17 5 7 6 5 10 6 4 6 10 6 14 4 11 11 10 0 11 6
18 8 10 4 10 9 10 16 11 12 5 3 7 9 6 13 8 6 8 18 9 3 2 8 10 7 10 10 9 8 3 13 3 10 3 3 8 5
19 5 5 10 7 7 10 9 9 12 14 10 13 11 10 15 14 17 17 19 6 6 7 7 7 8 9 13 16 10 7 10 9 12 11 12 10 3
20 9 8 9 9 9 4 12 9 10 12 9 9 8 12 15 8 10 7 20 14 7 7 9 5 4 3 4 5 10 3 3 0 8 6 6 6 1
21 7 6 3 3 7 7 8 6 5 5 11 4 6 7 6 5 5 6 21 5 5 4 7 10 0 8 8 8 10 9 5 6 6 5 6 5 0
22 12 12 13 17 15 13 22 20 22 20 19 12 4 12 7 15 13 15 22 11 9 11 14 12 8 9 11 9 16 13 10 9 9 10 12 12 14
23 7 1 5 11 10 10 0 2 2 5 5 4 10 11 12 17 7 16 23 5 4 0 5 4 4 4 0 -3 -2 1 1 3 2 3 9 5 10
24 7 5 3 5 8 3 -1 0 -3 3 1 -1 9 6 6 8 8 1 24 5 6 5 6 4 0 6 4 1 5 5 1 1 2 1 5 3 0
25 8 6 5 6 7 3 6 5 6 7 6 0 12 8 7 6 9 7 25 3 1 0 0 -4 0 7 7 0 0 8 4 5 1 0 1 4 1
26 11 12 13 11 8 2 5 4 4 7 5 3 3 0 1 3 3 -3 26 -2 2 8 1 2 -4 -23 -24 -25 -8 -15 -10 6 -5 -7 1 0 -1
27 2 11 7 5 7 1 6 10 10 6 9 2 6 6 6 11 5 5 27 11 8 11 8 8 5 16 13 10 14 5 4 13 10 9 10 10 15
28 3 0 4 -1 5 0 0 0 0 5 2 2 4 5 3 5 5 2 28 2 6 5 9 7 6 5 2 5 4 5 -1 5 4 3 3 11 8
29 3 1 1 7 4 1 -1 1 0 1 3 1 -1 2 3 -1 3 -2 29 5 5 4 6 7 6 5 2 2 2 3 4 4 5 3 1 5 3
30 6 9 5 8 9 5 12 11 7 12 12 10 18 13 9 15 9 7 30 2 5 3 6 1 1 11 10 8 10 6 4 9 7 7 10 10 5
31 6 6 8 9 11 11 5 11 10 10 9 7 11 9 12 11 10 13 31 22 10 12 20 21 21 15 20 15 14 26 19 10 14 15 13 13 10
32 0 0 4 5 0 6 -2 1 1 6 0 2 3 0 4 4 -2 7 32 5 5 10 9 5 5 5 5 0 10 -1 2 7 4 5 8 5 6
33 5 0 -1 2 5 0 -1 0 0 2 4 5 0 1 3 2 -1 5 33 5 5 1 1 -2 -4 -2 0 0 2 1 -3 -4 0 0 0 0 -1
34 6 2 0 5 0 3 6 5 5 7 -3 4 4 3 3 6 5 3 34 5 4 5 5 5 -5 6 6 7 8 4 1 8 3 5 9 5 4
35 0 0 -2 3 -3 0 -5 -5 -3 1 1 -2 -8 -9 -3 4 -4 -2 35 -5 -3 -3 -3 2 3 -2 -2 0 4 3 2 -6 -5 -3 -1 -5 -4
36 4 2 0 5 1 1 0 5 4 7 1 0 3 2 5 9 3 5 36 0 7 5 5 9 1 5 6 3 2 7 6 5 5 5 7 6 3
37 8 6 7 2 5 4 -2 -1 0 5 20 3 4 4 8 7 6 3 37 3 -1 -3 0 -5 2 5 6 1 10 10 6 3 7 3 5 5 1
38 5 5 9 8 10 9 6 12 5 15 14 11 10 3 12 14 13 14 38 8 9 7 10 6 3 4 5 9 11 11 7 2 13 8 12 11 9
39 6 4 4 5 2 4 9 10 9 7 2 2 7 8 9 6 6 5 39 6 0 5 1 -4 1 -2 -2 -4 -5 -8 -5 -1 -4 -2 -5 -4 -5
40 4 1 5 0 0 1 -8 6 -2 -4 -1 0 3 5 8 6 6 4 40 10 2 4 2 5 2 6 5 13 4 0 3 7 4 2 3 5 6
41 3 1 4 7 5 0 0 5 5 10 3 4 1 5 4 4 -1 -1 41 5 2 1 4 5 2 0 5 3 5 4 0 -1 1 5 3 3 0
42 -1 -2 -2 1 -3 -2 -5 -5 -6 -5 -5 1 0 1 -3 -1 0 -1 42 -1 -1 -3 0 -1 0 1 -1 -1 0 0 -5 -4 -5 -2 -3 -4 -3
43 2 1 3 6 6 5 5 3 -2 2 1 8 2 2 4 4 4 6 43 3 10 1 10 6 5 11 2 2 10 10 4 8 10 8 16 8 -1
44 8 2 7 7 3 -3 5 6 5 10 8 8 6 6 9 19 8 9 44 6 4 3 9 1 5 2 1 1 6 2 1 13 2 7 6 5 5
45 -3 1 -1 -1 -1 -1 0 -1 -2 -1 -1 -2 -3 -2 -4 -2 0 -3 45 -2 -1 0 0 -2 -1 -3 -5 -2 0 -2 -1 -4 -3 -1 0 0 -1
46 3 2 0 2 5 -1 3 3 3 4 3 1 2 2 2 5 6 3 46 9 7 8 7 7 3 4 6 7 6 5 4 4 -2 2 3 3 2
47 -3 -3 0 2 -4 1 -5 -5 2 1 -4 -5 -4 0 -2 -1 -2 0 47 6 7 3 -3 10 5 -8 0 -2 1 0 0 -2 -3 -5 -2 -1 0
48 0 -3 2 7 10 5 4 1 4 5 7 2 3 3 1 1 1 2 48 3 5 4 11 9 5 6 5 5 6 6 -1 9 5 4 3 8 -1
49 10 8 4 5 4 4 0 0 -2 -1 0 4 0 -1 -3 1 2 2 49 7 5 5 11 9 10 -1 2 1 5 5 6 4 5 3 5 2 6
50 5 -2 -1 -4 -2 -1 4 3 0 0 0 3 -1 -1 1 5 4 4 50 1 1 0 4 -1 1 -1 0 1 3 2 0 -4 -4 -3 2 0 0
51 5 7 -2 8 5 3 0 5 4 6 4 2 -1 2 6 4 3 4 51 4 4 13 7 5 1 9 5 5 7 7 3 1 5 6 6 4 2
52 4 9 14 13 13 15 5 5 5 4 11 6 3 5 2 11 0 7 52 5 13 12 3 10 3 9 9 19 11 15 3 3 4 5 3 5 2
53 7 5 7 13 4 4 -1 2 2 10 5 5 2 0 2 4 0 8 53 5 4 4 6 0 2 1 -2 -1 5 3 3 0 4 2 5 4 6
54 0 2 3 5 3 -1 7 6 6 8 10 3 9 5 8 12 8 2 54 6 9 6 10 8 5 5 10 8 12 9 6 10 8 9 14 8 4
55 4 9 4 10 4 6 15 7 10 8 12 6 -1 0 8 7 6 6 55 8 5 7 10 10 6 11 0 6 7 6 6 9 5 4 20 13 9
56 6 6 5 6 5 3 6 4 4 5 5 5 2 9 7 4 1 4 56 4 1 0 5 4 2 -4 0 2 3 1 1 -3 -2 0 0 0 -4
57 3 1 1 1 4 2 6 2 9 7 5 4 8 6 6 5 10 3 57 6 3 4 6 5 1 7 3 5 6 5 3 8 2 3 7 5 7
58 8 4 4 12 9 4 1 8 1 11 10 7 -1 7 4 5 5 2 58 -1 8 2 10 7 5 6 5 5 8 13 6 3 5 5 4 3 -2
59 2 1 1 3 5 3 9 0 5 5 3 1 6 1 6 2 0 1 59 3 3 2 8 1 2 3 8 11 -7 3 3 5 4 3 5 3 4
60 5 2 2 8 4 4 0 1 0 5 2 2 -6 0 3 -2 -1 -3 60 -3 0 0 2 3 -1 5 3 6 7 5 4 0 0 0 2 0 1
61 4 -1 -1 4 1 -3 4 5 9 6 6 2 1 2 0 5 6 4 61 2 4 9 4 0 0 8 6 5 12 3 2 16 7 5 5 2 -4
62 4 2 5 2 -1 0 9 6 6 5 0 1 3 5 5 10 2 1 62 1 5 2 5 6 0 4 4 5 6 5 -1 1 4 7 10 5 -2
63 6 7 6 8 6 8 10 13 14 17 16 10 7 5 0 4 11 6 63 6 1 3 4 5 8 10 13 16 10 10 10 12 11 -3 8 9 10
64 -2 -2 1 4 1 5 4 4 1 1 0 5 -1 -2 7 7 2 8 64 1 0 1 1 -4 2 -5 -2 -2 -3 -3 -3 -4 -1 -1 1 0 0
65 5 3 1 1 2 1 0 0 0 9 1 3 -3 -3 6 7 3 2 65 9 10 10 10 6 6 10 7 5 5 4 1 8 5 3 5 4 0
66 1 2 0 7 0 -1 0 -1 -1 1 3 0 -3 -3 -4 -2 -3 -3 66 -1 -1 2 4 3 -1 -2 -1 -2 2 0 0 0 -4 0 1 1 -2
67 -5 0 -1 3 6 2 9 7 9 10 10 6 14 11 10 5 10 8 67 10 9 11 14 10 9 9 9 9 13 10 10 9 8 5 7 9 7
68 5 4 6 5 8 6 9 7 9 10 10 10 0 3 12 6 6 5 68 3 5 3 8 8 7 4 5 5 9 7 4 5 8 7 7 10 5
69 7 2 5 4 3 -1 0 2 3 3 3 2 -5 -1 1 5 3 -2 69 -2 -1 1 5 4 0 9 6 10 13 11 4 7 8 7 10 9 2
70 7 10 5 10 6 5 3 4 5 6 5 5 9 5 5 4 5 4 70 2 5 5 5 4 3 5 5 10 6 4 5 3 5 4 6 6 4
71 4 1 1 4 0 -2 6 3 2 5 4 -2 -1 4 4 4 5 3 71 3 1 5 4 3 3 3 -1 -2 2 4 2 0 0 2 3 0 -2
72 2 1 3 -3 1 -3 4 0 1 -2 -2 -4 11 -5 -1 0 0 -2 72 6 0 0 3 6 1 3 -1 0 4 3 3 5 -3 0 2 0 0
73 10 5 7 9 6 0 5 2 8 5 4 5 2 5 3 1 -1 -1 73 3 2 3 10 8 1 7 4 4 6 6 5 0 0 1 10 10 5
74 0 -1 0 9 6 4 2 6 10 7 3 6 8 7 7 15 10 19 74 10 18 10 18 17 5 20 17 6 15 19 6 6 15 10 20 13 3
75 -1 -2 4 5 5 5 0 0 2 6 5 4 0 1 9 6 2 9 75 3 2 1 9 1 0 0 0 0 5 4 0 3 3 0 10 7 3
76 7 4 5 6 6 7 5 6 5 11 9 7 4 3 5 6 7 5 76 6 6 6 6 6 3 5 5 3 9 6 4 10 7 5 7 5 4
77 0 9 7 10 5 5 5 2 3 7 6 4 3 6 6 6 1 3 77 2 5 -5 15 6 4 0 3 1 10 4 3 5 5 5 9 12 13
78 0 -2 0 0 0 3 2 2 -6 0 10 5 12 12 4 5 13 3 78 -1 -1 8 5 6 8 -2 12 2 6 5 3 0 4 0 2 3 1
79 3 -2 3 6 6 3 6 6 6 10 12 9 3 3 6 9 13 10 79 3 4 4 7 5 1 2 2 5 8 8 10 -2 -3 -4 0 0 2
80 7 10 15 9 2 9 15 13 13 10 10 5 12 16 13 16 20 17 80 6 2 3 10 9 3 8 3 3 10 7 5 8 7 7 15 14 8
81 9 11 10 12 10 5 12 11 10 23 18 15 14 6 5 10 6 3 81 19 20 11 15 16 14 21 20 18 21 16 15 20 30 22 14 8 7
82 3 3 5 3 2 3 -1 1 0 2 5 -2 3 5 14 7 12 -1 82 5 0 5 3 9 3 6 5 5 6 6 2 5 4 5 7 5 5
83 5 4 8 6 4 12 5 5 12 5 5 3 7 10 12 10 10 3 83 9 10 10 6 7 6 0 1 6 5 4 4 9 7 8 10 7 5
84 -3 1 -3 0 0 -1 -4 -2 -1 0 -3 -4 -6 -1 -2 -3 -2 -2 84 1 5 0 4 4 0 -5 5 2 1 1 0 -3 2 0 0 0 0
85 0 -5 2 2 -4 1 7 8 7 9 5 5 0 -2 3 7 4 1 85 3 4 0 10 4 1 14 5 4 10 3 5 10 6 4 10 6 1
86 -2 0 3 2 -2 2 3 3 5 5 4 1 0 2 4 2 2 -1 86 4 6 6 0 5 3 2 -2 -3 5 0 0 -1 -1 0 2 1 0
87 8 3 4 5 4 5 -1 0 2 1 0 3 3 -1 5 2 2 4 87 -1 5 5 8 3 2 5 4 6 3 3 -1 0 -1 9 5 0 3
88 6 5 4 2 -4 -4 6 6 8 7 1 3 -3 2 6 18 5 1 88 10 10 8 9 7 6 5 5 5 15 7 6 8 10 9 14 10 2
89 11 6 5 13 5 4 7 3 3 5 2 4 13 12 12 8 3 3 89 6 2 1 7 6 7 10 6 4 7 5 1 13 9 7 10 6 11
90 1 6 4 7 9 5 0 10 8 18 20 5 11 5 10 15 14 12 90 4 11 10 5 10 8 15 15 10 13 14 11 10 9 8 15 15 11
91 3 4 5 6 3 -1 4 5 9 6 7 5 9 5 5 13 6 5 91 6 5 4 1 2 -4 7 3 1 2 4 0 6 5 3 -1 5 3
92 5 6 6 8 9 7 5 3 4 10 9 6 2 9 9 8 7 6 92 7 7 5 8 10 1 5 4 5 9 10 5 1 7 0 10 8 1
93 4 4 1 10 5 4 6 5 5 6 5 5 0 3 5 3 3 -1 93 0 0 -1 10 0 2 -1 0 1 -1 -3 3 1 1 1 1 7 2
94 4 0 -2 2 2 3 1 1 2 1 1 0 5 -1 -7 9 0 1 94 3 -3 -3 0 0 -2 -2 0 2 1 1 -1 -1 -1 -1 2 5 -4
95 3 -1 0 3 4 3 6 0 4 4 3 0 8 10 6 8 9 4 95 6 6 8 10 10 6 12 9 4 12 11 8 13 7 3 5 5 2

4.4 3.5 4.1 5.9 4.4 3.3 4.4 4.2 4.3 6.5 5.6 3.9 4.6 4.4 5.7 6.8 5.4 4.5 4.8 4.7 4.3 6.4 5.3 3.2 4.8 4.7 4.6 6.6 5.9 3.6 4.5 4.6 3.9 6.1 5.5 2.9

第５学年「星」硬筆
授業実践前 授業実践後

単体 縦書き 横書き 単体 縦書き 横書き
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127 児童の書字活動における安定した運筆力の習得を目指した実践研究

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 -3 0 -3 0 -3 -3 1 3 3 0 0 0 0 1 3 3 3 3 -6 0 1 3 -3 3 6 9 3 1 3 6 3 9 6 3 1 6 6 6 3 6 3
2 9 3 3 9 15 0 2 3 3 -3 3 3 0 2 0 0 -3 3 3 -3 2 3 3 6 3 6 6 2 3 3 0 6 6 3 2 6 6 3 3 6 3
3 3 6 0 6 3 6 3 6 3 3 9 6 3 3 -6 -9 -3 -3 -3 -3 3 -3 -3 -6 3 -3 -3 3 0 0 3 3 0 0 3 6 3 6 6 3 6
4 -15 0 3 -9 -9 0 4 -3 3 6 6 -3 0 4 3 3 3 -3 3 -3 4 6 6 3 6 6 3 4 6 6 6 6 6 6 4 9 9 6 9 9 6
5 0 0 0 3 6 3 5 -3 -3 -3 0 0 3 5 3 0 0 3 0 -3 5 6 6 0 6 3 0 5 3 3 3 6 3 6 5 6 6 6 9 9 6
6 -12 -9 -6 -3 0 6 6 0 6 6 6 6 0 6 6 -3 3 3 -3 0 6 6 6 3 6 3 3 6 3 3 3 6 6 3 6 6 3 3 6 6 3
7 0 9 3 6 3 3 7 0 3 6 0 0 0 7 0 0 3 3 -3 -3 7 6 3 6 6 3 3 7 3 3 3 6 6 6 7 6 6 6 6 6 3
8 -6 -6 -6 -3 -15 -9 8 3 3 3 6 6 3 8 0 -3 -3 0 -3 -3 8 3 3 3 3 3 0 8 3 0 0 0 6 3 8 6 3 3 3 6 0
9 6 -6 -3 0 3 3 9 3 3 3 0 3 0 9 6 6 3 6 6 3 9 3 0 0 6 6 3 9 6 6 3 6 3 6 9 6 6 6 6 3 0
10 0 12 0 3 9 0 10 3 3 0 0 0 0 10 3 0 6 6 0 -3 10 9 12 12 6 6 -3 10 9 9 9 9 12 9 10 12 6 12 12 6 6
11 6 6 6 9 9 3 11 3 6 3 9 6 0 11 3 6 6 6 6 -3 11 6 6 6 6 9 3 11 0 0 3 6 6 6 11 9 6 6 6 6 6
12 3 0 3 -3 -3 -3 12 6 6 3 3 0 0 12 9 6 6 3 6 3 12 6 6 6 9 9 6 12 0 6 3 6 0 3 12 3 3 0 6 6 3
13 -6 -6 -6 18 15 0 13 3 6 3 6 3 0 13 3 3 6 9 9 6 13 3 6 3 9 3 3 13 6 0 0 3 0 0 13 6 6 6 3 3 0
14 6 0 0 3 3 3 14 0 3 6 6 6 3 14 6 0 -3 -3 0 3 14 6 6 6 3 3 0 14 0 3 3 3 3 0 14 6 6 0 6 6 3
15 0 0 6 9 9 3 15 6 6 3 3 6 3 15 3 3 0 0 0 0 15 6 6 6 6 9 3 15 3 3 3 6 6 0 15 6 6 6 6 6 0
16 12 -3 6 6 0 6 16 3 3 6 6 0 0 16 3 0 0 0 0 -6 16 3 6 0 6 6 3 16 9 6 6 6 6 6 16 6 6 6 6 6 3
17 3 0 0 9 -3 3 17 6 6 6 3 6 0 17 -3 6 6 0 -9 0 17 3 0 3 3 3 3 17 0 0 0 6 3 3 17 3 3 -3 6 3 3
18 -3 -3 3 0 3 -3 18 9 12 6 6 6 6 18 12 12 6 6 3 -3 18 3 6 6 6 6 3 18 0 0 0 6 6 6 18 6 3 0 9 6 6
19 -6 -9 -6 0 -3 -6 19 0 0 0 3 3 0 19 0 3 0 0 -9 -3 19 0 -3 -3 -3 0 -3 19 -3 0 0 3 3 6 19 3 6 6 3 3 3
20 9 15 9 18 15 15 20 0 0 0 3 0 0 20 6 6 6 6 3 6 20 6 3 3 9 6 3 20 0 0 3 3 3 6 20 0 3 6 3 3 3
21 6 0 0 6 9 9 21 0 0 3 0 0 0 21 6 3 3 6 6 9 21 12 6 3 6 6 9 21 3 3 3 6 9 6 21 6 6 6 6 6 6
22 -6 -3 -6 0 -9 0 22 3 3 0 3 0 0 22 3 3 0 6 6 6 22 6 9 3 9 15 6 22 0 -3 3 6 0 0 22 6 6 0 6 6 3
23 18 15 15 15 15 12 23 3 3 3 3 3 0 23 3 3 -3 0 0 0 23 3 -6 -3 3 3 3 23 -3 -3 0 6 3 6 23 6 6 6 6 3 6
24 3 6 3 3 3 0 24 0 0 0 0 0 0 24 -6 0 -3 0 6 15 24 6 9 6 9 6 6 24 3 6 0 3 0 3 24 6 6 6 3 3 0
25 6 6 3 6 12 9 25 3 3 3 6 6 3 25 9 3 -3 3 3 0 25 9 9 6 15 9 9 25 -3 0 0 0 3 3 25 0 3 0 0 3 3
26 0 -3 0 0 -3 3 26 3 3 0 3 3 0 26 3 3 3 6 3 6 26 3 6 6 3 3 3 26 0 3 0 3 0 0 26 3 6 3 3 0 0
27 6 3 3 3 3 0 27 9 6 3 6 3 6 27 0 3 0 6 6 0 27 0 -3 3 3 6 3 27 0 3 3 -9 0 3 27 -3 -3 0 3 3 3
28 -3 0 3 3 3 -3 28 3 3 0 6 6 3 28 3 0 6 3 0 0 28 6 3 0 6 6 3 28 6 0 3 3 0 3 28 6 3 12 9 12 3
29 3 0 3 3 0 0 29 3 0 3 9 6 3 29 -9 -3 -9 -6 -3 0 29 -3 -3 -3 3 0 0 29 0 3 3 0 -6 -3 29 6 6 3 3 6 6
30 0 3 3 6 3 0 30 0 0 3 0 3 6 30 6 3 3 6 0 -9 30 3 0 0 3 6 0 30 3 6 0 6 3 3 30 6 6 6 6 3 3
31 6 0 3 6 3 0 31 6 6 6 6 9 0 31 3 3 3 -3 3 3 31 3 6 6 3 3 3 31 3 0 0 6 3 3 31 6 6 6 3 3 0
32 6 3 3 0 9 15 32 3 0 12 6 18 3 32 0 6 3 3 -6 -3 32 3 3 3 6 0 3 32 3 3 0 6 6 6 32 6 6 3 3 6 6
33 3 3 3 6 6 15 33 6 6 6 6 6 9 33 3 0 0 3 -6 -3 33 3 6 0 3 0 0 33 6 3 0 6 3 6 33 6 6 3 3 6 3
34 0 0 0 3 3 3 34 3 6 3 6 6 6 34 6 3 6 3 6 6 34 3 3 3 6 3 0 34 0 2 0 6 6 6 34 6 6 3 6 6 0
35 6 3 6 3 3 6 35 3 6 6 6 3 -3 35 0 0 0 3 3 -3 35 6 6 6 6 6 3 35 6 9 6 6 6 6 35 3 3 0 3 0 -3
36 0 -6 0 0 -3 -3 36 0 0 6 6 6 6 36 -3 -3 0 3 6 3 36 6 6 3 0 0 0 36 3 -3 6 3 3 3 36 6 6 6 3 3 3
37 0 0 0 6 3 3 37 6 6 6 6 3 6 37 3 3 3 6 6 6 37 6 3 3 3 6 3 37 3 3 3 6 3 3 37 6 6 3 6 3 0
38 9 6 6 6 6 3 38 9 6 6 6 6 3 38 3 0 0 6 9 3 38 3 6 6 6 3 3 38 0 3 3 3 3 0 38 3 3 3 3 3 3
39 9 9 6 9 9 6 39 6 6 6 9 6 6 39 3 0 3 0 3 3 39 6 6 6 6 12 0 39 3 0 0 9 9 6 39 6 6 6 9 9 3
40 3 3 6 6 6 6 40 6 9 6 12 9 6 40 3 0 0 6 3 -3 40 3 6 3 3 0 0 40 0 0 -3 -3 -6 0 40 6 3 0 3 3 3
41 6 9 6 9 12 9 41 6 6 6 9 9 6 41 -6 -3 6 3 3 0 41 -3 -3 0 0 0 3 41 -3 -3 0 0 9 6 41 3 3 0 3 3 3
42 0 3 3 6 3 6 42 3 3 3 0 -3 -3 42 3 3 3 3 -6 3 42 3 3 3 3 3 3 42 6 9 6 6 6 6 42 6 6 6 6 6 3
43 0 0 0 9 15 3 43 3 0 3 -3 9 3 43 6 6 -3 3 -3 9 43 3 3 9 6 0 0 43 6 0 0 6 3 3 43 3 6 3 6 6 3
44 3 3 3 6 -6 -3 44 6 6 6 6 0 3 44 3 -3 -3 3 0 0 44 6 6 0 3 -3 0 44 0 -3 0 3 0 3 44 0 0 3 9 6 3
45 3 3 0 0 0 -6 45 3 0 3 3 0 3 45 6 9 9 9 9 6 45 6 6 6 6 6 3 45 3 3 0 3 3 6 45 0 3 3 0 3 3
46 3 3 0 6 0 0 46 6 6 6 6 3 3 46 3 3 0 6 6 3 46 6 6 6 6 6 6 46 3 3 0 6 6 6 46 3 6 3 0 0 0
47 0 -3 0 3 3 -3 47 3 3 6 6 6 3 47 6 3 6 6 6 3 47 3 3 6 3 6 3 47 3 -3 0 3 0 -6 47 6 3 6 9 6 3
48 6 6 9 18 9 9 48 6 3 3 6 6 6 48 3 -6 -6 3 -3 -3 48 6 6 6 6 6 3 48 6 6 0 6 3 6 48 3 6 6 6 6 3
49 3 0 0 3 3 3 49 6 6 6 9 6 3 49 3 -3 -3 -3 0 0 49 6 0 0 3 3 3 49 6 6 3 3 6 6 49 12 12 12 12 12 3
50 0 0 0 3 0 0 50 3 3 3 6 0 6 50 3 6 0 6 6 3 50 6 6 3 3 6 6 50 -3 -6 0 -3 -6 -3 50 0 3 3 3 3 0
51 12 9 6 6 6 0 51 6 6 6 6 6 3 51 3 3 3 3 3 0 51 3 3 6 6 3 3 51 0 3 3 6 6 6 51 3 3 -6 6 6 3
52 0 3 3 6 3 6 52 3 6 6 6 6 9 52 9 9 6 12 12 9 52 6 9 6 0 12 6 52 -3 3 0 -3 -3 0 52 3 3 3 6 3 3
53 0 -3 0 -3 -3 -3 53 6 6 6 6 6 3 53 9 9 9 6 3 0 53 6 6 6 3 0 0 53 3 3 3 0 6 6 53 3 3 3 6 6 0
54 -3 -6 -6 -3 -3 -3 54 6 6 3 3 6 6 54 3 0 3 0 -3 -3 54 6 6 6 9 9 6 54 3 3 6 6 3 3 54 6 6 6 9 3 3
2.1 1.6 1.8 4.4 3.3 2.4 3.6 3.8 3.8 4.7 4.1 2.6 55 3 3 3 3 0 3 55 6 3 0 3 0 0 55 3 3 0 -3 3 -3 55 6 6 6 3 3 0

56 6 9 6 9 6 6 56 6 3 6 6 3 3 56 0 0 3 9 12 9 56 3 3 0 6 6 6
57 6 0 -3 0 -3 0 57 0 0 0 3 3 0 57 3 0 0 6 3 3 57 6 6 6 6 9 6
58 3 0 3 6 3 0 58 6 6 6 9 3 3 58 0 0 0 6 6 3 58 6 6 6 3 0 0
59 6 12 12 9 15 9 59 3 9 6 6 9 3 59 0 0 0 0 3 3 59 6 6 6 6 6 6
60 3 0 0 3 -3 0 60 6 6 3 0 6 3 60 -3 -3 0 3 -3 0 60 0 0 0 3 0 0
61 0 0 3 6 0 3 61 3 6 0 6 3 0 61 3 0 -3 0 3 0 61 0 3 3 3 3 0
62 0 0 -3 3 3 3 62 3 0 0 0 3 0 62 3 3 3 6 6 3 62 3 3 3 3 6 3
63 6 6 3 6 3 6 63 3 3 0 0 0 0 63 3 -3 3 6 3 3 63 6 6 6 6 6 3
64 3 3 3 6 6 6 64 3 3 3 3 3 0 64 3 3 -3 -3 0 -3 64 0 0 0 3 3 0
65 0 -3 -3 3 3 0 65 3 0 3 6 3 3 65 3 6 0 3 6 0 65 3 3 6 0 3 3
66 6 6 0 0 -6 -3 66 3 3 0 3 0 3 66 6 3 3 3 3 3 66 3 3 3 6 3 3
67 0 0 3 6 6 3 67 6 9 6 6 6 3 67 3 0 0 0 3 3 67 3 3 0 0 0 0
68 6 6 3 6 3 3 68 3 6 6 3 6 6 68 3 3 3 3 6 6 68 6 6 6 -3 6 3
69 12 12 12 12 12 6 69 9 9 6 6 6 3 69 -3 -3 3 3 3 0 69 3 6 6 0 3 3
70 -3 0 0 -3 -3 0 70 0 0 3 0 0 0 70 0 3 0 0 -3 6 70 0 3 6 9 9 9
71 0 -3 -3 6 0 -3 71 0 0 0 3 3 3 71 -3 -3 -3 -3 -6 3 71 0 -3 3 0 3 3
72 3 -3 -3 6 3 3 72 3 3 6 6 6 3 72 3 3 0 -3 -3 3 72 3 6 3 3 0 0
73 3 6 12 12 12 12 73 12 9 9 12 12 18 73 -3 -3 -3 0 -3 -3 73 3 6 6 3 3 0
74 -6 -3 0 -6 -6 -6 74 -3 3 3 6 6 9 74 3 3 3 6 6 3 74 6 3 3 0 9 3
75 3 3 3 6 9 6 75 3 9 6 9 3 3 75 6 3 3 6 3 3 75 6 6 6 6 6 3
76 0 0 -3 0 -3 0 76 18 12 9 3 6 0 76 0 -3 0 3 0 -3 76 6 6 0 3 3 0
77 6 6 3 6 6 0 77 9 0 6 3 9 3 77 3 3 0 3 -3 0 77 0 3 0 6 6 6
78 0 6 6 6 0 0 78 3 3 3 3 9 18 78 0 -3 0 0 3 0 78 6 6 3 3 6 0
79 3 3 6 3 3 3 79 0 0 3 3 0 0 79 3 3 3 3 3 3 79 9 9 9 6 3 0
80 -3 -3 0 0 -3 3 80 6 6 6 6 6 9 80 3 0 3 3 3 0 80 3 3 6 3 3 0
81 9 6 3 6 3 3 81 9 9 6 6 3 6 81 0 3 0 3 6 3 81 6 6 9 6 6 3
82 -3 6 3 0 0 -3 82 6 6 3 0 3 0 82 6 3 3 0 -3 -6 82 6 6 6 9 12 -3
83 6 3 0 6 3 -3 83 12 6 6 6 6 3 83 0 0 0 -3 -6 -9 83 3 3 0 6 3 0
84 6 6 3 6 6 0 84 3 3 -3 3 3 0 84 3 0 0 3 0 0 84 6 3 6 6 -6 0
85 9 12 12 12 18 15 85 6 9 6 9 12 3 85 3 6 3 3 3 3 85 6 9 6 6 3 6
86 -3 -3 -3 0 3 3 86 12 15 15 12 9 18 86 6 3 3 6 6 9 86 3 6 3 3 3 0
87 3 0 3 3 -3 3 87 6 6 6 6 3 0 87 3 0 0 3 6 0 87 6 6 6 9 9 6
88 6 3 3 0 3 3 88 6 6 3 3 0 3 88 0 0 0 3 3 0 88 3 6 3 9 9 6
89 9 12 12 0 0 6 89 3 6 6 6 3 0 89 6 6 3 3 3 6 89 6 6 3 3 6 3
90 6 3 3 6 3 0 90 6 6 3 3 9 3 90 0 3 3 3 -6 3 90 6 6 6 6 9 12
91 9 6 9 6 6 3 91 6 6 6 9 6 6 91 -3 6 6 9 9 6 91 0 6 6 6 15 6
92 0 -3 6 0 -3 -6 92 3 3 9 6 0 0 92 3 3 0 3 3 3 92 6 3 3 0 3 3
93 3 3 3 6 6 6 93 6 6 6 6 6 6 93 6 6 3 3 0 6 93 3 6 6 3 6 3
94 3 0 -3 3 3 0 94 3 9 12 9 12 6 94 0 -3 0 3 3 0 94 0 0 0 3 6 6
95 3 3 0 3 6 9 95 15 15 12 12 12 6 95 0 0 0 6 3 3 95 3 6 6 6 6 0
96 0 0 0 3 3 3 96 6 6 6 6 6 3 2.1 1.8 1.5 3.4 2.8 2.8 4.5 4.7 4.1 4.8 4.9 2.7
97 3 3 0 6 0 3 97 0 3 3 6 3 3
3.0 2.4 2.1 3.6 2.2 1.7 4.7 4.6 4.1 5.0 4.7 3.1

第５学年「星」毛筆

第５学年「星」毛筆 授業実践後

第３学年「星」毛筆

授業実践前 授業実践後

第４学年「星」毛筆

授業実践前 授業実践後
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の
児
童
個
人
の
「
星
」
字
の
角
度
比
較

硬筆 毛筆 硬筆 毛筆 硬筆 毛筆 硬筆 毛筆 硬筆 毛筆 硬筆 毛筆

1 3 1 6 2 1 3 2 3 5 1 5 6 5 6
2 10 7 7 3 2 2 1 5 5 2 5 5 7 5
3 7 5 7 6 3 3 1 1 1 3 9 2 8 6
4 3 1 7 3 4 3 2 1 6 4 8 7 6 8
5 3 3 7 1 5 4 2 4 5 5 8 5 3 8
6 2 1 8 5 6 7 2 6 5 6 10 5 5 5
7 7 5 5 3 7 4 1 10 5 7 5 5 6 6
8 3 1 9 5 8 5 1 4 4 8 6 3 4 5
9 3 2 2 3 9 6 6 5 4 9 5 6 7 5
10 6 5 10 2 10 5 3 7 8 10 6 10 7 9
11 3 7 4 5 11 6 5 10 7 11 1 5 8 7
12 7 1 5 4 12 4 6 10 8 12 5 4 4 5
13 6 3 10 5 13 4 7 7 5 13 3 3 5 5
14 1 3 8 5 14 5 2 7 5 14 6 3 8 5
15 8 5 6 5 15 4 2 5 7 15 8 5 5 6
16 6 5 7 4 16 5 1 6 5 16 3 7 3 6
17 2 3 3 5 17 8 1 8 4 17 7 3 7 4
18 5 1 6 8 18 4 7 7 6 18 9 4 7 6
19 3 0 4 2 19 7 1 7 1 19 8 3 7 5
20 3 10 9 2 20 10 6 6 6 20 8 4 8 4
21 7 6 5 2 21 9 6 10 8 21 6 6 6 7
22 3 1 3 3 22 6 5 7 8 22 10 2 10 5
23 8 10 6 4 23 7 2 10 2 23 8 3 5 6
24 3 4 10 1 24 8 3 10 8 24 6 4 5 5
25 5 8 10 5 25 8 4 7 10 25 7 2 1 3
26 6 1 7 3 26 4 5 4 5 26 10 2 3 4
27 6 4 3 6 27 8 4 7 3 27 6 1 9 2
28 6 2 10 5 28 2 3 7 5 28 3 4 7 8
29 5 3 7 5 29 4 1 6 1 29 4 1 6 6
30 7 4 6 3 30 4 3 4 3 30 8 5 4 6
31 6 4 8 6 31 6 3 4 5 31 9 4 10 5
32 6 7 9 8 32 6 2 10 4 32 4 5 7 6
33 8 7 10 7 33 7 1 10 3 33 3 5 2 5
34 6 3 5 6 34 5 6 7 4 34 4 4 4 5
35 6 5 6 5 35 5 2 3 6 35 1 7 1 2
36 4 1 10 5 36 5 2 6 4 36 3 4 5 5
37 7 3 8 6 37 1 5 5 5 37 6 5 1 5
38 4 7 9 7 38 8 5 5 5 38 8 3 8 4
39 1 8 5 7 39 7 3 6 7 39 5 5 3 7
40 6 6 8 8 40 10 3 10 4 40 3 1 5 4
41 1 9 2 8 41 1 2 7 1 41 4 3 4 4
42 8 5 10 2 42 6 3 5 4 42 1 7 1 6
43 2 5 6 4 43 5 4 8 5 43 5 4 7 5
44 10 2 10 5 44 5 1 4 3 44 5 2 6 5
45 7 1 6 3 45 5 8 6 6 45 1 4 1 3
46 5 3 5 6 46 1 5 3 7 46 3 5 7 3
47 2 1 9 5 47 4 6 6 5 47 1 1 6 6
48 9 10 8 6 48 8 1 5 6 48 5 5 7 6
49 6 3 9 7 49 2 1 3 4 49 7 6 8 10
50 5 2 4 5 50 6 5 6 6 50 1 1 2 4
51 1 7 5 6 51 6 4 9 5 51 5 5 6 4
52 8 5 6 7 52 6 10 2 7 52 10 1 8 5
53 8 1 8 6 53 4 7 7 5 53 7 5 5 5
54 8 1 5 6 54 6 1 4 8 54 3 5 8 6

55 2 4 5 3 55 7 2 8 5
56 3 8 5 5 56 6 6 4 5
57 10 1 9 2 57 3 4 5 7
58 4 4 4 6 58 7 4 6 5
59 7 10 6 7 59 4 2 4 7
60 8 2 6 5 60 5 1 2 2
61 3 3 3 4 61 2 2 4 3
62 2 2 2 2 62 3 5 4 5
63 5 6 4 2 63 7 4 5 6
64 3 5 2 4 64 3 1 2 2
65 3 1 8 4 65 3 4 9 4
66 4 2 4 3 66 3 5 2 5
67 10 4 9 7 67 2 3 10 2
68 5 5 5 6 68 6 5 6 5
69 5 10 3 7 69 4 2 3 5
70 3 1 5 2 70 8 2 5 7
71 6 1 6 3 71 3 1 4 2
72 4 3 10 5 72 2 2 4 4
73 7 10 7 10 73 7 1 5 5
74 7 1 8 5 74 4 5 10 5
75 3 6 3 6 75 4 5 4 6
76 5 1 1 8 76 7 1 6 4
77 1 5 3 6 77 7 2 5 5
78 10 4 7 7 78 2 1 5 5
79 8 5 10 2 79 4 4 5 7
80 3 1 4 7 80 9 3 6 4
81 7 6 10 7 81 10 4 10 7
82 1 2 4 4 82 4 2 5 7
83 10 4 6 7 83 7 1 8 4
84 5 5 3 3 84 1 2 4 4
85 4 10 9 8 85 1 5 5 7
86 6 1 7 10 86 2 6 5 4
87 5 3 7 5 87 6 3 5 8
88 7 4 10 5 88 3 2 9 7
89 7 7 10 5 89 8 5 6 5
90 5 5 3 6 90 6 2 8 8
91 7 7 7 7 91 4 6 4 7
92 6 1 9 5 92 7 4 7 4
93 9 5 2 7 93 6 5 3 5
94 8 2 7 9 94 3 2 1 4
95 5 5 2 10 95 3 3 8 5
96 5 3 5 6
97 5 4 8 4

　　0 以下　　　　　　　1

３年 ４年 ５年
授業実践前 授業実践後 授業実践前 授業実践後 授業実践前 授業実践後

　　35〜41　　　　　　　7

角度の合計の値

　　56 以上　　　　　　10

　　49〜55　　　　　　　9　

　　42〜48　　　　　　　8

　　　1〜6　　　　　　　　2

　　28〜34　　　　　　　6

　　21〜27　　　　　　　5

　　14〜20　　　　　　　4

　　  7〜13　　　　　　　3
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は
じ
め
に

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
わ
た
り
、
書
壇
印
壇
に
傑
出
し
た
存
在
で
あ
っ
た
河
井
荃
廬
の
篆
刻
芸
術
と
中
国
書
画
や

書
籍
の
舶
載
に
お
け
る
高
い
業
績
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
実
像
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
河
井
荃
廬
（
一
八
七
一
～
一
九
四
五
）
は
、
初
め
名
を
得
、
字
を
子
得
と
い
っ
た
が
、
の
ち
に
名
を
仙
郎
と
改
め
、
荃
楼
、

荃
廔
そ
し
て
荃
廬
と
号
し
た
。
別
に
萇
生
、
九
節
丈
人
、
知
幻
道
人
、
幻
道
人
な
ど
と
号
し
、
堂
号
を
忘
荃
楼
、
今
是
艸
堂
、

宝
書
龕
、
継
述
堂
な
ど
と
い
っ
た
。
匿
名
と
し
て
、
趙
且
雪
、
何
蟫
巣
（
叟
）、
管
楷
甫
を
使
用
し
た
。
京
都
の
人
。

　
篆
刻
は
、
初
め
篠
田
芥
津
に
就
い
て
浙
派
の
風
を
学
び
、
つ
い
で
呉
昌
碩
を
慕
い
、
明
治
三
三
年
初
め
て
清
国
に
渡
り
教

え
を
受
け
る
。
以
後
泰
漢
の
古
典
を
は
じ
め
、
鄧
石
如
、
呉
譲
之
、
徐
三
庚
、
趙
之
謙
、
呉
昌
碩
の
近
代
的
な
様
式
を
融
合

し
高
古
で
独
自
な
作
風
を
樹
立
し
た
。

　
金
石
学
、
文
字
学
、
書
画
の
鑑
識
に
優
れ
、
戦
前
の
『
書
道
全
集
』（
平
凡
社
）、『
書
菀
』（
三
省
堂
）、『
支
那
墨
蹟
大
成
』

（
興
文
社
）、『
增
訂
寰
宇
貞
石
圖
』（
興
文
社
）
等
の
監
修
に
携
わ
り
、
林
泰
輔
と
の
共
著
『
亀
甲
獣
骨
文
字
』（
商
周
遺
文

會
）
は
甲
骨
研
究
の
嚆
矢
と
し
て
名
高
い
。
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
三
月
一
〇
日
、
東
京
大
空
襲
に
よ
り
自
宅
お
よ
び

多
年
蒐
集
す
る
万
巻
の
書
籍
、
稀
覯
の
書
画
は
焼
失
し
、
荃
廬
の
死
も
確
認
さ
れ
る
。

　
印
譜
に
『
荃
廬
印
存
』（
植
松
香
城
編
）、『
継
述
堂
印
存
』（
尚
友
会
編
）、『
荃
廬
先
生
印
存
』（
二
玄
社
）、『
河
井
荃
廬
の

篆
刻
』（
二
玄
杜
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
河
井
荃
廬
研
究
年
表
　
附
河
井
荃
廬
著
作
目
録

権
田
瞬
一

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
の
河
井
荃
廬
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本
稿
は
、
戦
前
の
書
画
雑
誌
や
新
聞
、
荃
廬
と
交
流
の
あ
っ
た
知
識
人
た
ち
の
日
記
等
を
可
能
な
限
り
探
索
し
、
事
績
を

抽
出
、
そ
の
実
像
を
探
る
べ
く
年
譜
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
編
ま
れ
た
年
譜
は
野
中
穎
僊
の
「
河
井
荃
廬
年
譜
」（『
河
井
荃
廬
展
』
一
九
九
五
年
・
古
河
市
篆
刻
美
術
館
）

く
ら
い
で
あ
る
。
小
稿
作
成
の
際
は
、
こ
の
先
行
年
譜
を
参
照
し
つ
つ
、
す
べ
て
の
事
績
の
典
拠
を
明
示
し
、
今
後
の
荃
廬

研
究
に
資
す
る
よ
う
心
掛
け
た
。

　
今
日
ま
で
の
荃
廬
研
究
は
、
西
川
寧
、
小
林
斗
盦
、
松
丸
東
魚
、
藤
原
楚
水
と
い
っ
た
、
謦
咳
に
接
し
た
人
物
た
ち
に
よ

る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
著
述
に
は
神
格
化
し
た
も
の
や
時
に
感
情
的
に
見
た
も
の
な
ど
や
や
偏
っ
た
印
象
が
見
ら
れ
、

荃
廬
の
実
像
と
業
績
を
表
し
き
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
自
身
の
著
述
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
し
、
在
世
中
の
諸

資
料
を
活
用
し
た
客
観
的
な
考
証
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
荃
廬
と
直
接
的
な
接
点
の
な
い
人

物
に
よ
る
著
述
は
、
刻
印
に
つ
い
て
の
作
品
論
に
終
始
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
小
稿
は
、
戦
前
の
一
次
資
料
を
も
と
に
そ
の
動
静
を
整
理
し
、
年
譜
作
成
を
通
し
て
荃
廬
の
足
跡
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。

凡
　
例

一
、
本
年
表
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
二
）
の
生
誕
か
ら
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
逝
去
、
こ
れ
に
加
え
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
の
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
の
天
徳
寺
に
お
け
る
河
井
荃
廬
墓
と
高
芙
蓉
墓
の
併
置
ま
で
を
扱
う
。

一
、
年
齢
は
数
え
年
に
て
表
記
し
た
。

一
、
各
年
の
事
績
に
は
可
能
な
限
り
月
日
や
季
節
等
を
記
し
、
そ
れ
に
従
い
配
列
し
た
。

一
、
事
績
の
典
拠
が
記
述
中
に
含
ま
れ
な
い
場
合
は
、
終
わ
り
に
（
　
）
で
そ
れ
を
示
し
た
。

一
、
荃
廬
研
究
に
有
用
だ
と
思
わ
れ
る
文
言
は
引
用
し
、「
　
」
に
て
表
記
し
た
。
た
だ
し
、
見
出
し
以
外
に
お
け
る
明
ら

か
な
間
違
い
に
つ
い
て
は
訂
正
し
引
用
し
た
。

一
、
出
版
年
の
記
載
の
な
い
典
拠
は
、
事
績
に
記
さ
れ
た
年
月
日
を
出
版
年
と
し
た
。

一
、
典
拠
が
多
数
の
場
合
は
、
代
表
的
な
文
献
の
み
を
示
し
た
。

一
、
典
拠
は
次
の
原
則
に
よ
り
表
記
し
た
。
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①
典
拠
と
し
た
出
版
物
（
書
籍
・
雑
誌
・
図
録
・
印
譜
等
）
で
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
、
頻
出
す
る
も
の
、
原
典
記
述

を
示
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
事
績
記
述
後
の
（
　
）
内
に
番
号
を
附
し
そ
の
番
号
順
に
年

表
の
後
に
別
途
掲
出
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

②
雑
誌
の
表
記
は
、
煩
雑
さ
を
避
け
適
宜
に
巻
数
・
号
数
・
刊
行
年
等
を
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

（
例
）『
○
○
』
第
○
巻
第
○
号
・
○
○
○
○
年
・
○
○
○
社  

→
『
○
○
』
○
―
○
・
○
○
○
○
・
○
○
○
社

③
同
一
の
雑
誌
に
関
し
て
は
、
初
出
の
み
刊
行
年
、
出
版
社
を
示
す
が
、
以
降
の
表
記
は
雑
誌
名
・
巻
数
・
号
数
の
み

と
し
、
同
年
の
刊
行
で
あ
れ
ば
刊
行
年
を
省
略
し
た
。

（
例
）『
×
×
』
×
×
―
×
×

一
、『
荃
廬
先
生
印
存
』
よ
り
選
ん
だ
制
昨
年
の
判
明
し
て
い
る
刻
印
は
、
煩
雑
を
避
け
年
表
中
に
は
掲
出
せ
ず
、
別
途

【
附
表
1
】
に
示
し
た
。

一
、
荃
廬
が
公
募
篆
刻
の
選
者
と
な
り
選
出
と
短
評
を
行
っ
た
新
聞
・
雑
誌
は
、【
附
表
2
】
に
示
し
た
。

一
、
出
版
物
（
雑
誌
・
書
籍
等
）
に
掲
載
さ
れ
た
荃
廬
収
蔵
品
の
主
要
な
も
の
は
、
参
考
と
し
て
【
附
表
3
】
に
掲
出
し

た
。

一
、
表
記
は
新
漢
字
を
用
い
た
が
雑
誌
名
・
人
名
等
に
は
一
部
の
例
外
が
あ
る
。

　
　
　
河
井
荃
廬
研
究
年
表

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
辛
未
　
一
歳

四
月
二
八
日
　
京
都
寺
町
二
条
南
角
の
印
判
師
、
河
井
仙
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
幼
名
を
徳
松
と
い
い
、
篠
田
芥
津
へ

の
入
門
後
は
そ
の
諱
の
徳
を
避
け
、
得
松
、
ま
た
は
得
と
し
、
の
ち
仙
郎
と
す
る
。
姓
は
先
世
川
井
氏
で
あ
っ
た
が
、
戸
籍
吏
が
記
帳

を
河
井
と
誤
っ
た
の
で
、
河
井
と
な
る
。（
1
）（
2
）（
3
）

一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
年
）
丁
丑
　
七
歳

春
　
京
都
上
京
の
第
三
十
組
小
学
校
（
後
の
柳
池
小
学
校
）
で
学
ぶ
。
こ
の
時
の
教
官
に
は
神
山
鳳
陽
（
一
八
二
四
～
八
九
）
が
迎
え

ら
れ
た
。（
1
）

一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
年
）
乙
酉
　
一
五
歳

荃
廬
の
生
ま
れ
た
京
都
上
京
の
略
図
、
荃
廬
の
生
家

は
①
妙
満
寺
町
に
あ
っ
た
。（
中
田
勇
次
郎『
日
本
の

篆
刻
』
一
九
六
六
年
　
二
玄
社
）
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卒
業
後
　
漢
学
者
・
詩
人
の
林
雙
橋
（
一
八
二
八
～
九
六
）
の
門
に
入
り
、
詩
文
を
修
め
る
。（
1
）

一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
己
丑
　
一
九
歳

こ
の
頃
　
篠
田
芥
津
（
一
八
二
七
～
一
九
〇
二
）
に
入
門
す
る
。（
1
）（
4
）

一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
）
庚
寅
　
二
〇
歳

こ
の
頃
　
師
の
篠
田
芥
津
は
荃
廬
と
同
門
の
杉
山
雲
津
の
二
人
に
篆
刻
の
頒
布
会
を
行
な
わ
せ
、
自
ら
推
薦
文
を
書
い
た
。（
1
）

一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
年
）
辛
卯
　
二
一
歳

〈
こ
の
年
の
刻
印
は
【
附
表
1
】
を
参
照
の
こ
と
〉

一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
年
）
壬
辰
　
二
二
歳

こ
の
頃
　
篆
刻
漫
遊
の
途
次
、
岐
阜
に
到
り
、
青
年
篆
刻
家
来
る
と
大
い
に
喧
伝
さ
れ
る
。
塩
谷
石
華
（
名
は
其
次
郎
、
別
号
は
石
泓
）

邸
に
半
年
程
滞
在
す
る
。（
1
）（
4
）

一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
癸
巳
　
二
三
歳

〈
こ
の
年
の
刻
印
は
【
附
表
1
】
を
参
照
の
こ
と
〉

一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
甲
午
　
二
四
歳

制
作
年
の
確
証
が
あ
る
刻
印
は
未
見
で
あ
る
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
乙
未
　
二
五
歳

一
〇
月
　
平
安
遷
都
一
千
百
年
大
祭
を
記
念
し
、
川
井
木
僊
の
名
で
朱
文
「
建
礼
門
」
を
刻
す
。（
1
）（
5
）

一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
丙
申
　
二
六
歳

〈
こ
の
年
の
刻
印
は
【
附
表
1
】
を
参
照
の
こ
と
〉

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
丁
酉
　
二
七
歳

年
末
頃
　
呉
昌
碩
へ
の
欽
慕
や
み
が
た
く
、
意
を
決
し
て
自
刻
の
印
影
等
を
同
封
し
一
書
を
送
呈
す
る
。（
1
）（
2
）

一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
年
）
戊
戌
　
二
八
歳

二
月
二
四
日
　
呉
昌
碩
か
ら
の
懇
切
な
復
書
、
送
上
し
た
自
作
印
影
に
対
す
る
賞
揚
に
感
動
し
、
早
い
機
会
に
渡
清
し
て
親
し
く
教
え
を

乞
い
た
い
等
、
綿
々
と
真
情
を
書
き
つ
ら
ね
た
手
紙
を
送
る
。（
2
）

嘉
平
　
篆
書
「
秋
盦
」
を
揮
毫
、
落
款
に
「
戊
戌
嘉
平
、
荃
廔
篆
」
と
あ
る
。（
6
）

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
己
亥
　
二
九
歳

五
月
吉
　
日
下
部
鳴
鶴
（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）
の
楷
書
住
所
印
を
刻
す
。
識
語
に
「
荃
廔
河
井
得
、
刻
贈
」
と
あ
る
。（
5
）

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
庚
子
　
三
〇
歳

七
月
二
八
日
　
父
・
仙
右
衛
門
歿
（
七
一
歳
）。
以
降
、
印
判
の
店
舗
を
継
い
だ
が
、
店
は
ほ
と
ん
ど
番
頭
の
野
田
盛
吉
や
弟
の
章
石
に
任

せ
、
自
身
は
篆
刻
に
精
進
し
た
。（
1
）

九
月
　
文
求
堂
主
人
の
田
中
慶
太
郎
（
一
八
八
〇
～
一
九
五
一
）
と
共
に
第
一
回
目
の
渡
清
。
初
め
て
呉
昌
碩
と
対
面
し
、
そ
の
門
に
入

荃
廬
が
呉
昌
碩
に
送
っ
た
手
紙
の
草
稿
（『
高
芙
蓉・

河
井
荃
廬
両
先
生
塋
城
完
成
記
念
冊
』一
八
八
九
年・

尚
友
会
）
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る
。
以
降
、
毎
年
の
よ
う
に
渡
清
す
る
。（
1
）

孟
冬
　「
荃
廬
先
生
刻
印
潤
例
」（
羅
振
玉
・
汪
康
年
同
訂
）
を
定
め
、
中
国
人
の
た
め
に
印
を
刻
す
。（
1
）（
2
）（
4
）（
7
）

こ
の
頃
　
杭
州
で
王
禔
（
福
盦
）
や
葉
銘
（
葉
舟
）、楼
欧
誥
（
欧
荻
）
ら
に
印
を
刻
す
。
こ
れ
ら
の
印
影
お
よ
び
側
款
拓
は
『
日
本
何
井

僊
郎
印
譜
』
と
し
て
成
譜
さ
れ
、
中
国
（
杭
州
の
図
書
館
）
に
現
存
す
る
。（
8
）

一
二
月
　
朱
白
相
関
印
「
丁
仁
友
」、
朱
文
「
鶴
廬
」
を
刻
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
款
に
「
輔
之
先
生
属
作
、
日
本
河
井
仙
郎
」、「
荃
廬
」
と

あ
る
。（
9
）

同
月
　
朱
文
「
古
杭
葉
銘
」
を
刻
す
。
辺
款
に
「
荃
廬
作
」
と
あ
る
。（
10
）

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
年
）
辛
丑
　
三
一
歳

〈
こ
の
年
の
刻
印
は
【
附
表
1
】
を
参
照
の
こ
と
〉

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
壬
寅
　
三
二
歳

二
月
一
〇
日
　
羅
振
玉
か
ら
電
報
を
受
け
る
。〔
原
文
の
旧
暦
表
記
を
便
宜
的
に
新
暦
表
記
に
改
め
る
〕（
11
）

一
一
日
　
京
都
に
て
羅
振
玉
を
迎
え
、
柊
家
に
客
寓
す
る
。（
11
）

一
三
日
　
京
都
に
滞
在
し
、
西
京
の
教
育
機
関
を
視
察
中
の
羅
振
玉
を
藤
田
某
と
と
も
に
奈
良
ま
で
案
内
し
、
羅
振
玉
、
小
村
某
、
藤
田

某
と
奈
良
観
光
を
楽
し
む
。（
11
）

一
五
日
　
大
阪
か
ら
神
戸
に
船
舶
で
向
か
う
羅
振
玉
を
小
村
某
と
と
も
に
送
り
届
け
る
。（
11
）

こ
の
頃
　
重
野
安
釋
博
士
等
と
相
計
り
、
狩
谷
棭
斎
創
始
の
「
説
文
会
」
を
再
興
し
、
高
田
忠
周
（
竹
山
）
と
と
も
に
講
義
に
あ
た
る
。

（
1
）

一
二
月
二
日
　「
晴
。
朝
蔡
君
来
訪
、
王
維
季
亦
来
訪
。
下
午
伊
藤
・
野
浦
諸
君
卜
五
山
ニ
遊
フ
。
杭
城
市
・
西
湖
・
銭
唐
江
皆
一
眸
ノ
下

ニ
ア
リ
、
勝
景
尤
妙
」。〔
以
下
、
翌
年
一
月
一
九
日
の
帰
国
ま
で
、
清
国
で
の
出
来
事
を
日
記
に
て
た
ど
る
〕（
12
）

三
日
　「
雨
。
下
午
王
維
季
ヲ
訪
問
シ
印
譜
数
部
ヲ
観
ル
。
方
君
根
石
印
存
尤
銘
心
。
帰
途
章
伯
綗
ヲ
養
正
書
院
ニ
訪
フ
」。

四
日
　「
晴
。
下
午
楼
欧
荻
ヲ
九
曲
巷
ノ
寓
ニ
訪
フ
」。

五
日
　「
晴
。
上
午
楼
・
王
二
君
、
葉
君
品
三
ヲ
伴
ヒ
来
ル
、
金
石
ヲ
談
シ
頗
妙
。
即
同
道
西
湖
ニ
游
ヒ
、
藕
香
居
ニ
喫
飯
シ
、
飛
来
峰

ニ
上
リ
、
霊
巌
寺
ニ
游
フ
、
磨
崖
ノ
刻
象
甚
妙
。
帰
途
已
ニ
夜
ニ
入
リ
、
不
期
湖
上
ノ
月
ヲ
観
ル
。
此
夜
楼
君
ノ
寓
ニ
晩
餐
ノ
饗
ヲ
享

ク
」。

六
日
　「
曇
。
朝
王
君
ヨ
リ
篆
書
一
幅
ヲ
送
リ
来
ル
」。

七
日
　「
午
後
葉
君
品
三
ヲ
元
福
巷
ノ
寓
ニ
訪
フ
。
葉
贈
ル
ニ
列
仙
印
玩
一
本
ヲ
以
テ
ス
」。

八
日
　「
下
午
丁
君
ヲ
訪
ヒ
、
其
蔵
書
数
万
巻
ヲ
観
ル
。
夕
刻
、
丁
善
之
、
王
維
季
来
訪
」。

九
日
　「
晴
。
朝
来
游
西
湖
・
玉
泉
・
清
漣
寺
、
寺
中
魚
楽
園
ニ
一
尺
有
余
ノ
魚
無
慮
数
百
尾
、
甚
壮
観
」。

一
〇
日
　「
晴
。
下
午
丁
君
来
訪
、
偶
出
テ
ヽ
曙
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」。

一
一
日
　「
晴
。
下
午
葉
君
来
訪
」。

「
秋
盦
」〔
二
八
歳
作
〕（『
高
芙
蓉・河
井
荃

廬
両
先
生
塋
域
完
成
記
念
冊
』
一
九
八
九

年
　
尚
友
会
）
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一
四
日
　「
晴
。
朱
輔
臣
卜
初
メ
テ
訂
交
ス
」。

一
五
日
　「
晴
。
朱
君
蔵
煙
及
照
相
ヲ
贈
ル
。
下
午
野
浦
氏
・
朱
君
等
卜
同
西
湖
ニ
游
ブ
。
王
君
来
訪
、
不
晤
」。

一
七
月
　「
晴
。
葉
君
来
訪
、
拓
款
ノ
法
ヲ
授
ク
」。

一
八
日
　「
晴
。
陳
恵
農
・
朱
輔
臣
卜
同
ク
高
君
ヲ
訪
フ
、
病
ア
リ
晤
セ
ズ
」。

一
九
日
　「
小
雨
。
王
君
ヲ
訪
フ
。
同
伯
二
面
ス
。
同
伯
、
唐
楼
志
一
部
ヲ
贈
ラ
ル
」。

二
一
日
　「
晴
。
王
君
、
葉
障
伯
卜
同
訪
、
障
伯
、
品
三
ノ
家
叔
也
。
此
夜
、
学
堂
忘
年
会
ヲ
開
ク
、
会
ス
ル
モ
ノ
林
琴
南
・
林
伯
穎
・
斎

藤
大
尉
・
山
崎
領
事
始
メ
無
慮
丗
人
」。

二
二
日
　「
晴
。
夜
、
陳
・
朱
二
君
ノ
招
飲
ニ
聚
豊
園
ニ
赴
ク
。
十
時
帰
寓
」。

二
三
日
　「
晴
。
午
、
褚
・
林
・
金
ノ
招
飲
ニ
呉
山
ニ
赴
ク
。
呪
文
達
公
ノ
祠
ア
リ
、
巌
石
起
伏
、
甚
景
二
富
ム
、
惜
ラ
ク
ハ
荒
廃
久
シ

ク
、
復
修
膳
ヲ
加
ヘ
ス
」。

一
二
月
八
日
　
師
の
篠
田
芥
津
歿
〔
七
六
歳
〕。（
13
）

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
癸
卯
　
三
三
歳

一
月
一
日
　「
曇
。
午
前
、
領
事
館
ニ
赴
キ
、
遥
拝
式
ヲ
行
フ
。
下
午
、
楼
君
来
訪
、
偶
出
門
曙
セ
ス
」。

二
日
　「
晴
。
山
崎
領
事
重
慶
ニ
赴
ク
、
新
旧
領
事
送
迎
会
ア
リ
、
余
微
恙
ノ
故
ヲ
以
テ
、
辞
シ
テ
往
カ
ス
」。

四
日
　「
蘇
州
王
元
常
ヨ
リ
五
十
元
ヲ
送
り
来
ル
、
送
費
三
角
余
」。

六
日
　「
晴
。
下
午
、
鈴
木
君
卜
呉
山
ニ
游
ブ
。
王
・
楼
二
君
来
訪
、
根
石
印
譜
ヲ
贈
ラ
ル
」。

七
日
　「
晴
。
朱
兄
ヨ
リ
茶
・
松
魚
・
藕
粉
・
麻
酥
糖
等
ヲ
送
リ
来
ル
。
使
給
四
角
」。

一
一
日
　「
晴
。
夜
大
ニ
飲
ム
。
此
日
葉
品
三
来
ル
、
云
不
出
三
日
、
往
滬
」。

一
五
日
　「
晴
。
鈴
木
・
野
浦
諸
君
卜
西
湖
ニ
游
ブ
」。

一
八
日
　「
曇
。
下
午
、
高
子
周
・
同
子
白
・
鮑
少
昆
来
訪
、
暢
談
。
夕
刻
、
孫
［
欠
字
ア
リ
］
来
訪
叙
話
。
廿
日
礼
拝
ノ
日
ヲ
以
テ
褚
・

金
二
君
卜
西
湖
二
游
フ
コ
ト
ヲ
約
ス
」。

二
一
日
　「
晴
。
下
午
、
王
福
盦
ヲ
訪
フ
。
沈
潤
香
ヨ
リ
藕
粉
及
家
鴨
一
羽
ヲ
贈
リ
来
ル
、
使
給
二
角
」。

二
七
日
　「
晴
。
下
午
、
王
維
季
ヲ
訪
ヒ
、
数
刻
暢
談
、
更
ニ
朱
ヲ
訪
フ
、
雨
ニ
遇
ヒ
テ
帰
ル
」。

二
九
日
　「
始
メ
テ
雪
ラ
シ
キ
雪
降
ル
。
金
九
如
ヨ
リ
藕
粉
及
扇
子
ヲ
贈
来
、
使
一
角
。
夜
、
伊
藤
・
野
浦
・
両
鈴
木
四
君
大
二
余
ヲ
窘

メ
、
令
余
復
不
能
留
杭
、
憤
悶
無
已
」。

三
〇
日
　「
晴
。
高
・
王
ヲ
訪
フ
、
均
シ
ク
不
在
」。

三
一
日
　「
雨
。
王
維
季
ヲ
詣
ヒ
、
聞
汪
君
先
妣
霊
柩
已
杭
ニ
来
ル
ト
」。

一
日
　「
雨
。
丁
・
高
・
王
・
孫
・
楼
・
三
宅
・
林
・
斎
藤
諸
君
ヲ
訪
ヒ
告
別
ス
。
汪
君
ヲ
華
蔵
寺
ニ
訪
ヒ
晤
ス
、
奠
儀
二
元
ヲ
送
ル
」。

二
日
　「
晴
。
朝
領
事
館
ニ
杉
本
・
邨
上
二
君
ヲ
訪
ヒ
告
別
ス
。
孫
藕
耕
余
力
行
ヲ
送
ラ
［
ん
］
ト
テ
特
ニ
来
リ
、
湖
筆
一
凾
、
銘
茶
二
鑵

ヲ
贐
セ
ラ
ル
。
教
習
等
午
飯
ヲ
受
ラ
ル
。
続
キ
テ
汪
燕
卿
ヲ
訪
フ
。
呉
常
熟
ヨ
リ
、
汪
宜
興
ヨ
リ
均
シ
ク
今
朝
帰
来
レ
リ
ト
云
フ
。
王

「
荃
廬
先
生
刻
印
潤
例
」（『
書
論
』第
三
二
号
　
二
〇

〇
一
年
　
書
論
編
集
室
）

「
河
井
荃
廬
訪
中
日
記
」（『
書
論
』第
三
〇
号
　
一
九

九
八
年
　
書
論
編
集
室
）
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淵
士
ヲ
訪
ヒ
逢
ハ
ス
、
王
元
常
ヲ
訪
ヒ
又
逢
ハ
ス
、
云
今
日
起
程
上
海
ニ
到
ル
。
夜
、
鶴
岡
君
経
歴
譚
ア
リ
、
甚
感
」。

七
日
　「
晴
。
下
午
一
点
着
申
、
直
二
本
願
寺
ニ
入
ル
。
野
浦
君
先
在
リ
。
夜
、
蔵
原
君
余
ヲ
挑
ミ
テ
友
永
ニ
赴
キ
、
宴
ヲ
張
ラ
シ
ム
」。

八
日
　「
晴
。
朝
、
羅
君
ヲ
訪
フ
、
羅
、
張
之
洞
ノ
聘
ニ
応
シ
、
武
昌
ニ
赴
キ
農
学
会
ノ
幹
事
タ
ル
ヨ
シ
。
羅
君
遠
送
ノ
拓
本
数
種
ヲ
収

ス
。
林
有
壬
卜
同
ク
経
世
書
院
ニ
葉
翰
君
ヲ
訪
ヒ
、
田
中
招
牌
揮
毫
ノ
依
属
ヲ
為
ス
。
王
元
常
ヨ
リ
土
産
物
数
種
ヲ
贈
リ
来
ル
。
元
常

在
泥
一
日
、
已
ニ
蘇
ニ
回
ル
、
晤
ス
ル
能
ハ
ス
、
遺
憾
無
涯
也
」。

九
日
　「
晴
。
朝
、
岡
本
監
輔
翁
ヲ
岸
田
ニ
訪
フ
。
下
午
、
野
浦
君
ヲ
送
リ
テ
埠
頭
ニ
到
ル
。
呉
石
潜
ヲ
訪
フ
、
葉
品
三
亦
在
リ
」。

一
〇
日
　「
晴
。
林
有
壬
、
周
月
山
ヲ
シ
テ
己
属
ノ
葉
澣
ノ
書
ヲ
齎
シ
来
ル
、
偶
不
在
ニ
テ
晤
セ
ス
」。

二
月
一
一
日
　「
晴
。
朱
伯
良
来
訪
、
云
王
君
信
ア
リ
特
二
往
テ
歉
仄
之
意
ヲ
言
ヘ
ト
。
午
後
、
張
常
惺
ヲ
仁
慶
里
ノ
寓
二
訪
フ
、
叙
談
数

刻
」。

一
二
日
　「
晴
。
張
常
惺
ヨ
リ
鐘
鼎
文
一
頁
ヲ
齎
シ
来
ル
。
昨
来
寒
気
殊
ニ
甚
シ
ク
、
殆
忍
フ
能
（
ス
）」。

一
三
日
　「
晴
。
汪
康
年
来
訪
、
其
弟
明
後
日
来
晤
ノ
事
ヲ
約
訂
ス
」。

一
五
日
　「
晴
。
朝
、
汪
君
其
弟
洛
年
卜
倶
ニ
来
訪
、
新
得
拓
本
及
竹
鎮
紙
・
墨
等
ヲ
贈
ラ
レ
、
洛
年
其
自
画
ノ
扇
ヲ
贈
ル
。
一
昨
水
躍
入

中
ス
ベ
キ
筈
ノ
西
京
丸
今
朝
始
メ
テ
入
ル
、
人
皆
日
曜
或
ハ
月
曜
日
ヲ
以
テ
解
纜
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
云
フ
、
我
亦
如
此
信
シ
タ
リ
キ
。
昼

飯
後
、
郵
船
会
社
二
到
リ
、
之
ヲ
確
ム
レ
ハ
、
曷
料
ラ
ン
、
明
未
明
出
発
ス
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
今
夜
八
時
乗
込
マ
レ
タ
シ
云
云
、
勿
迫
行

程
ノ
準
備
ニ
カ
ヽ
ル
。
四
時
、
張
子
簡
来
訪
叙
暢
。
山
根
立
庵
来
訪
。
山
根
切
ニ
次
便
了
マ
テ
延
セ
ト
云
フ
。
九
時
乗
込
ム
、
松
原
君

船
マ
テ
送
リ
来
リ
、
且
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
ヲ
贐
セ
ラ
ル
」。

一
六
日
　「
晴
。
我
ハ
三
等
室
二
乗
込
ミ
タ
リ
。
乗
客
日
本
人
十
一
名
、
西
洋
人
一
名
、
支
那
人
十
三
名
ノ
小
数
、
加
之
積
荷
甚
少
ク
殆
空

船
ノ
有
様
ナ
ル
ニ
、
波
浪
高
ク
甲
板
ヲ
浩
シ
水
船
内
ニ
入
ル
。
船
動
搖
甚
シ
ク
、
人
頭
ヲ
擡
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
貨
物
皆
顛
倒
ス
」。

一
七
日
　「
晴
。
終
日
臥
シ
テ
食
タ
モ
ナ
サ
ズ
」。

一
八
日
　「
晴
。
午
前
一
二
時
頃
着
長
崎
、
夜
明
ク
ル
ヲ
待
チ
テ
港
内
ニ
入
ル
。
上
陸
ス
。
山
顛
所
々
積
雪
ア
リ
、
道
路
泥
濘
、
之
ヲ
人
ニ

問
フ
、
曰
改
歳
以
来
連
日
雨
雪
、
雨
雪
降
ラ
サ
レ
ハ
風
、
殆
晴
天
ナ
シ
、
今
暁
四
時
尚
雪
フ
ル
、
日
出
ツ
ル
ニ
及
テ
始
メ
テ
霽
ル
ト
。

二
時
、
船
ニ
回
ル
。
長
崎
ニ
積
雪
ヲ
見
且
連
日
ノ
シ
ケ
ハ
実
ニ
廿
年
ブ
リ
ノ
事
ナ
リ
ト
云
」。

一
九
日
　「
晴
。
陰
暦
元
旦
。
旭
日
ヲ
馬
関
ニ
見
ル
。
朝
七
時
、
馬
関
ニ
着
ス
。
昨
長
崎
解
攬
後
、
海
上
海
上
頗
平
穏
、
四
面
峰
巒
皆
白
雪

ヲ
戴
キ
頗
絶
景
ナ
リ
」。

こ
の
頃
　
東
京
の
下
谷
に
転
居
。（
1
）

一
〇
月
　
三
井
源
右
衛
門
（
高
堅
、
一
八
六
七
～
一
九
四
五
）
の
招
き
に
応
じ
、
京
都
寺
町
通
り
の
家
屋
を
弟
の
章
石
に
譲
り
、
東
京
麹

町
区
富
士
見
町
の
三
井
邸
の
庭
に
面
し
た
三
畳
間
（
茶
席
）
に
独
居
す
る
。
の
ち
夫
人
の
幸
（
園
田
湖
城
の
母
の
姪
）
を
呼
び
よ
せ
、

三
井
邸
内
の
一
隅
に
簡
素
な
終
の
住
居
を
構
え
る
（
麹
町
区
富
士
見
町
一
丁
目
二
十
九
番
地
）。（
4
）

こ
の
頃
　
林
泰
輔
、
高
田
忠
周
、
川
合
孝
太
郎
等
と
「
吉
金
文
会
」
を
起
こ
す
。（
柳
井
寒
泉
「
吉
金
文
会
そ
の
他
」『
印
奴
』3

・1955

・

白
紅
社
）

継
述
堂
図
（
前
出
『
高
芙
蓉
・
河
井
荃
廬
両
先
生
塋

域
完
成
記
念
冊
』）
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一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
甲
辰
　
三
四
歳

二
月
　
白
文
「
戸
倉
稔
印
」、
朱
文
「
素
亭
」、
朱
文
引
首
印
「
某
室
主
人
」
を
刻
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
款
に
「
河
仙
郎
刻
」、「
荃
廬
」、「
荃

廬
作
、
甲
辰
二
月
」
と
あ
る
。（
10
）

こ
の
頃
　
西
泠
印
社
創
立
、
印
社
構
内
の
建
設
整
備
を
始
め
る
。（
14
）（
15
）

一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
年
）
乙
巳
　
三
五
歳

夏
　
杭
州
（
西
泠
印
社
）
か
ら
帰
っ
て
き
た
友
人
よ
り
西
泠
印
社
創
設
の
盛
挙
を
聞
き
、
渡
清
し
た
い
思
い
に
駆
ら
れ
る
。（
15
）（
16
）

六
月
一
七
月
　『
日
本
』（
日
本
新
聞
社
）
に
お
い
て
「
篆
刻
募
集
」
欄
を
開
始
す
る
。「
河
井
荃
廔
」
の
名
で
浜
村
蔵
六
（
五
世
）
と
と

も
に
選
者
を
担
当
す
る
。（
17
）

二
〇
～
二
七
日
　「
篆
刻
募
集
」
の
選
者
名
を
「
河
井
荃
瘻
」
と
や
ま
い
だ
れ
で
表
記
す
る
。（『
日
本
』5714

～5721

）

七
月
三
日
　「
募
集
篆
刻
当
選
」
一
五
名
を
紙
上
に
て
発
表
し
、
当
選
者
に
「
印
材
を
本
社
へ
送
ら
る
べ
し
」
と
告
知
す
る
。（『
日
本
』

5727

）
＊
以
降
の
同
欄
選
出
者
は
【
附
表
2
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

先
行
研
究
及
び
刻
印
の
辺
款
等
か
ら
、
こ
の
欄
で
使
わ
れ
た
「
幻
道
人
」、「
玄
道
人
」、「
蒼
羊
子
」、「
忘
荃
子
」
は
荃
廬
の
別
号
と
考
え

ら
れ
る
。
　

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
丙
午
　
三
六
歳

四
月
三
日
　
木
村
竹
香
輯
・
山
田
寒
山
刻
『
羅
漢
印
譜
』
の
題
詞
（
浜
村
蔵
六
撰
文
）
を
代
筆
す
る
。

　「
友
人
浜
村
蔵
六
と
し
て
長
い
序
文
が
あ
っ
て
、
寒
山
尊
者
、
北
越
舟
江
に
竹
香
と
云
う
拾
得
を
得
て
云
々
の
愛
誦
す
べ
き
雅
文
が
あ
る

が
、
実
は
そ
れ
は
河
井
荃
廬
の
肉
筆
で
、
行
文
措
辞
か
ら
見
て
も
荃
廬
、
蔵
六
の
合
作
に
な
る
こ
と
疑
い
も
な
く
、
印
壇
の
珍
品
で
あ

る
」。（
山
田
正
平
「
会
津
先
生
と
私
」『
書
品
』79

・1957

・
東
洋
書
道
協
会
）

暮
春
　
蘇
州
に
呉
昌
碩
を
訪
ね
る
。
篆
書
幅
「
宝
書
」
は
、
落
款
か
ら
呉
昌
碩
が
荃
廬
に
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（『
書
勢
』8-1

・

大
同
書
会
）（
18
）

春
薄
　
蘇
州
に
遊
び
、
杭
州
に
出
で
、
呉
隠
、
葉
銘
、
丁
仁
、
王
禔
と
西
泠
印
社
に
て
語
る
。（
15
）

浴
佛
日
　「
西
泠
印
社
記
」
を
撰
し
記
す
。（
15
）

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
丁
未
　
三
七
歳

一
月
一
五
日
　『
日
本
及
日
本
人
』
篆
刻
募
集
欄
「
鉄
筆
一
斑
」
で
作
品
二
点
（
備
前
・
小
橋
吟
瘦
　
日
向
・
奥
村
竹
亭
）
を
選
出
し
、
短

評
を
行
う
。（『
日
本
及
日
本
人
』451
）

　
同
第
四
五
一
か
ら
五
二
七
号
の
篆
刻
募
集
欄
選
者
を
浜
村
蔵
六（
五
世
）と
と
も
に
交
替
で
開
始
す
る
。
＊
以
降
の
同
欄
選
出
者
は【
附

表
2
】
を
参
照
さ
れ
て
た
い
。

六
月
　
談
書
會
を
設
立
。
発
起
人
、幹
事
と
し
て
参
加
。
自
宅
を
事
務
所
と
し
、『
談
書
會
誌
』
の
編
集
に
も
携
わ
る
。（「
談
書
會
約
」『
談

書
會
誌
』
2
・
談
書
會
）（
19
）

こ
の
年
　
初
世
中
村
蘭
台
、
浜
村
蔵
六
（
五
世
）、
岡
本
椿
処
、
山
田
寒
山
等
と
「
丁
未
印
社
」
を
創
設
す
る
。（
20
）

『
羅
漢
印
譜
』
の
荃
廬
代
筆
題
詞

「
談
書
會
約
」（『
談
書
會
誌
』
第
二
集
　
一
九
〇
九

年
　
談
書
會
）



137 河井荃廬研究年表

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
年
）
戊
申
　
三
八
歳

三
月
　
明
治
印
学
会
設
立
。

　「
五
世
浜
村
蔵
六
、
岡
本
椿
所
、
中
村
蘭
台
、
山
田
寒
山
と
と
も
に
印
学
の
発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
る
」。（『
東
京
朝
日

新
聞
』7747

）

一
〇
月
一
日
　『
日
本
及
日
本
人
』
の
篆
刻
欄
に
「
篆
刻
瑣
言
」
の
執
筆
を
開
始
す
る
。
以
後
、
第
五
二
七
号
ま
で
連
載
が
続
く
。（
同
紙

493

）

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）
己
酉
　
三
九
歳

一
月
一
〇
日
　「
続
書
論
是
非
　
不
折
氏
の
「
書
談
」
を
読
み
て
」
を
執
筆
。（『
手
紙
雜
誌
』8-1

・
手
紙
雜
誌
社
）

一
五
日
　「
書
談
を
読
み
て
」
を
執
筆
。（『
繪
畫
叢
誌
』261

・
繪
畫
叢
誌
発
行
所
）

こ
の
頃
　『
談
書
會
誌
』
刊
行
開
始
。
荃
廬
は
学
術
顧
問
、
事
務
局
長
、
会
計
課
長
と
し
て
献
身
的
に
働
く
。
同
誌
は
六
〇
号
か
ら
『
談
書

會
集
帖
』
に
改
題
し
、
百
号
（
昭
和
一
二
年
二
月
二
八
日
刊
行
）
で
完
結
。（
21
）（
22
）

三
月
一
日
　「
書
画
に
於
け
る
篆
刻
の
調
和
」
を
執
筆
。（『
日
本
美
術
』121

・
日
本
美
術
社
）

暮
春
　
呉
昌
碩
か
ら
、
呉
昌
碩
の
肖
像
に
題
賛
と
款
書
を
入
れ
た
作
品
を
贈
ら
れ
る
。（『
書
藝
』5-1

・
平
凡
社
）（
18
）

六
月
一
〇
日
　
日
本
美
術
協
会
の
開
催
し
た
健
筆
会
（
於
上
野
公
園
）
に
丁
未
印
社
の
五
名
（
五
世
浜
村
蔵
六
、
岡
本
椿
所
、
中
村
蘭
台
、

山
田
寒
山
）
と
と
も
に
参
加
。（『
東
京
朝
日
新
聞
』8198､

『
美
術
新
報
』174

）

七
月
二
二
日
　
農
学
校
視
察
の
た
め
訪
日
し
て
い
た
羅
振
玉
と
朝
日
新
聞
記
者
の
樋
口
勇
夫
と
と
も
に
会
食
す
る
。
数
日
後
に
上
野
公
園

鶯
亭
に
て
開
催
の
吉
金
文
字
会
へ
の
参
加
を
勧
め
る
。〔
原
文
の
日
付
は
旧
暦
の
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
新
暦
で
記
す
〕（
23
）（
菅

野
智
明
「
羅
振
玉
と
明
治
末
葉
の
東
京
」『
中
国
文
化
』74

・2016

・
中
国
文
化
学
会
）

二
六
日
　
羅
振
玉
と
と
も
に
三
井
源
右
衛
門
の
収
蔵
す
る
『
文
館
詞
林
』
を
閲
覧
す
る
。（
23
）

二
九
日
　
羅
振
玉
を
訪
れ
る
。（
23
）

三
〇
日
　
羅
振
玉
来
訪
。『
続
古
印
式
』
を
示
す
。（
23
）

八
月
三
日
　
羅
振
玉
を
訪
問
。
拓
本
二
種
を
贈
る
。
徳
富
蘇
峰
も
同
席
。（
23
）

五
日
　
新
橋
駅
に
て
田
中
某
、
島
田
某
ら
と
と
も
に
羅
振
玉
を
見
送
る
。（
23
）

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）
庚
戌
　
四
〇
歳

こ
の
年
　
印
譜
『
印
彙
』
に
王
福
盦
の
た
め
に
刻
し
た
白
文
印
「
印
傭
」
と
「
琅
邪
季
子
」
が
掲
載
さ
れ
る
。『
印
彙
』
は
西
泠
印
社
創
立

記
念
事
業
と
し
て
、
一
八
九
六
年
（
光
緒
三
一
年
、
明
治
二
九
年
）
に
開
始
さ
れ
た
明
清
印
人
の
印
影
の
集
大
成
で
あ
る
。（
2
）

一
月
八
日
　
文
行
堂
を
訪
問
。
店
頭
に
て
三
村
竹
清
と
遭
遇
す
る
。（
24
）

一
五
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
再
捺
の
蘇
氏
印
略
に
つ
い
て
話
題
に
あ
が
る
。（
24
）

三
月
一
日
　「
回
顧
　
河
井
荃
慮マ

マ

氏
に
聴
く
　
談
書
會
、
書
勢
の
思
出
」
を
執
筆
。（『
書
道
新
聞
』20

）

四
月
一
一
日
　「
鉄
筆
暦
」
に
、
朱
文
「
田
鼠
化
為
駑
」
と
荃
廬
の
略
歴
が
掲
載
さ
れ
る
。（『
東
京
朝
日
新
聞
』8497

）

『
日
本
及
日
本
人
』「
帛
魚

=

」「
篆
刻
瑣
言
」（
第

五
〇
二
号
）

「
鉄
筆
暦
」
の
荃
廬
印
影
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
第

八
四
九
七
号
　
一
九
一
〇
年
　
朝
日
新
聞
社
）
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一
〇
月
一
七
月
　
丁
未
印
社
の
同
好
印
会
（
於
紀
尾
井
町
清
水
谷
公
園
）
に
参
加
。

　「
椿
所
君
に
蘭
台
寒
山
二
氏
を
紹
介
せ
ら
る
　
河
井
仙マ

マ

廬
君
も
あ
り
　
村
田
蔚
堂
も
あ
り
　
芦
野
　
楠
山
　
鳴
隺
　
竹
山
　
黙
鳳
等
も

来
る
　
床
上
に
は
菊
池
惺
堂
氏
蔵
陳
鴻
寿
の
幅
を
か
く
　
林
谷
之
書
画
芙
蓉
石
の
横
物
　
他
に
印
籍
印
譜
篆
書
の
書
物
等
出
品
あ
り
　

古
印
も
あ
り
　
京
印
も
廿
余
顆
出
品
さ
れ
内
二
顆
は
珍
也
　
章
字
深
手
鈕
は
異
獅
子
、
花
押
こ
れ
は
福
禄
寿
鈕
な
り
　
別
に
卍
一
顆
あ

り
　
封
泥
摹
　
古
陶
片
な
と
あ
り
　
陶
片
は
今
戸
焼
之
火
消
壷
の
欠
け
の
如
き
に
古
文
印
押
こ
ミ
あ
る
也
」。（
24
）

二
四
日
　
三
村
竹
清
を
訪
問
。

　「
本
年
四
月
よ
り
東
京
朝
日
新
聞
社
の
銅
牛
と
い
う
人
　
印
癖
家
に
乞
う
て
鉄
筆
七
十
二
候
と
て
掲
け
居
る
也
　
尤
も
初
は
芝
の
水
月

堂
山
田
寒
山
等
に
は
か
り
た
る
に
て
　
如
何
は
し
き
人
も
あ
り
し
を
　
後
荃
廬
椿
所
な
と
に
相
談
あ
り
て
人
選
を
な
し
　
最
初
た
の
み

し
人
は
番
外
と
し
て
出
し
居
る
処
　
中
に
は
其
れ
へ
入
れ
ら
れ
た
し
と
て
随
分
運
動
も
し
て
く
る
よ
し
　
然
し
て
予
に
も
一
顆
刻
し
く

れ
と
の
事
　
篆
刻
家
よ
り
篆
刻
を
頼
ま
る
ゝ
事
　
お
か
し
き
話
也
　
予
は
其
選
に
非
す
と
て
　
断
り
た
る
も
強
て
と
の
事
故
受
合
う
　

文
は
草
木
黄
落
也
」。（
24
）

二
七
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
24
）

二
九
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
24
）

一
一
月
一
六
日
　『
読
売
新
聞
』「
趣
味
　
篆
刻
の
名
手
（
一
）」
に
て
、
当
代
の
篆
刻
家
中
唯
一
の
学
者
と
称
さ
れ
る
。

　「
金
石
学
に
於
て
当
代
の
篆
刻
家
中
唯
一
の
学
者
と
し
て
は
矢
張
り
京
都
の
河
中マ

マ

荃
蘆マ

マ

氏
で
あ
ろ
う
、曾
て
清
国
に
渡
り
呉
蒼
石
の
門
に

遊
び
斯
道
の
蘊
奥
を
極
め
た
人
謂
は
ば
篆
刻
界
の
新
知
識
で
あ
る
。
印
は
仲
々
に
上
手
だ
け
れ
ど
も
二
三
個
し
か
刻
ら
な
い
で
珍
本
古

書
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ん
だ
、
書
斎
に
隠
れ
て
終
日
読
書
の
み
し
て
俗
事
に
関
せ
ざ
る
様
だ
、
し
か
も
家
政
甚
だ
豊
か
な
る
を
某
友
い

ぶ
か
っ
て
「
印
を
刻
ら
な
い
で
も
君
は
豊
か
だ
か
ら
」
と
云
え
ば
「
三
井
が
居
る
か
ら
さ
」
と
始
め
て
知
る
三
井
家
の
御
用
掛
た
る
と

云
っ
た
風
な
珍
談
も
あ
っ
た
」。（『
読
売
新
聞
』12224

）

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
辛
亥
　
四
一
歳

一
月
一
六
日
　
比
田
井
天
来
、
三
村
竹
清
が
そ
れ
ぞ
れ
来
訪
。（
24
）

五
月
一
六
日
　「
碧
巌
句
印
（
第
四
則
）」
に
白
文
印
「
応
病
与
薬
」
が
掲
載
さ
れ
る
。（『
東
京
朝
日
新
聞
』8897

）

二
五
日
　「
河
井
荃
廬
談
　
宋
拓
戯
魚
堂
帖
」
が
掲
載
さ
れ
る
。（『
繪
畫
叢
誌
』289

）

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
年
・
大
正
元
年
）
壬
子
　
四
二
歳

一
月
五
日
　『
印
章
備
正
』
の
序
文
を
執
筆
。

二
八
日
　
神
田
錦
輝
館
に
お
い
て
開
会
さ
れ
た
談
書
會
に
出
席
。（『
書
苑
』1-5

・
法
書
會
）

一
二
月
八
日
　
明
治
印
学
会
『
七
十
二
候
印
存
』
刊
行
、「
田
鼠
化
為
駑
」
が
載
録
さ
れ
る
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
癸
丑
　
四
三
歳

七
日
　
妻
の
幸
死
去
。

　「
篆
刻
家
河
井
仙
郎
先
生
の
内
宝
ゆマ

マ
き
子
氏
は
永
々
病
気
の
処
七
日
午
前
二
時
死
去
せ
ら
れ
た
り
」。（『
筆
之
友
』152

・
書
道
奨
励
協
会
）

「
趣
味
　
篆
刻
の
名
手
（
一
）」（『
読
売
新
聞
』
第

一
二
三
三
四
号
　
一
九
一
〇
年
　
読
売
新
聞
社
）
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三
月
一
〇
日
　
川
合
孝
太
郎
に
、『
陶
斎
吉
金
続
録
』
に
つ
い
て
の
葉
書
を
送
る
。（
個
人
蔵
に
て
確
認
）

一
八
日
　
市
島
春
城
を
訪
問
。
石
沢
兵
吾
、
黒
木
安
雄
、
出
版
界
の
記
者
が
同
席
し
、
市
島
、
石
沢
、
黒
木
と
午
餐
を
共
に
す
る
。（
25
）

四
月
三
日
　
蘭
亭
修
禊
記
念
会
開
催
。
発
起
人
お
よ
び
展
覧
部
主
事
と
し
て
参
画
。（『
書
苑
』2-8 ､

2-9

）

五
月
一
四
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
26
）

こ
の
頃
　
印
社
の
環
境
が
整
い
賛
同
者
も
増
加
し
た
た
め
、
名
を
「
西
泠
印
社
」
と
定
め
、
規
約
を
作
成
し
同
志
を
募
る
。（
14
）（
15
）

一
〇
月
一
一
日
　「
蘭
亭
印
興
（
第
四
十
五
回
）」
に
、
九
節
丈
人
の
号
で
朱
白
相
間
印
「
若
合
一
契
」
が
掲
載
さ
れ
る
。『
東
京
朝
日
新

聞
』9781

）

一
一
月
一
六
日
　「
高
芙
蓉
百
三
十
年
祭
」
を
開
催
す
る
。（『
東
京
朝
日
新
聞
』9807､

『
書
苑
』3-6

）

一
二
月
一
九
日
　
益
田
香
遠
、
岡
村
梅
軒
、
岡
本
椿
所
等
、
都
下
の
印
人
一
三
名
と
共
に
清
水
谷
皆
香
園
で
篆
刻
会
を
開
催
。（『
書
苑
』

3-7

）

一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
甲
寅
　
四
四
歳

七
月
　
収
蔵
の
『
十
七
帖
説
鈴
』
を
談
書
會
例
会
に
出
陳
す
る
。（『
談
書
會
誌
』33

）

九
月
　
収
蔵
の
『
十
七
帖
説
鈴
』
を
談
書
會
例
会
に
出
陳
す
る
。（『
談
書
會
誌
』34

）

秋
　
荃
廬
か
ら
呉
昌
碩
が
石
鼓
文
の
旧
拓
を
借
り
受
け
臨
書
す
る
。
落
款
に
そ
の
旨
を
記
し
た
篆
書
幅
が
残
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
「
独

宜
」
の
篆
書
額
も
贈
ら
れ
る
。（『
条
幅
名
品
選
5
　
呉
昌
碩
』1999

・
二
玄
社
）（
18
）

一
二
月
三
一
日
　
中
華
民
国
よ
り
帰
国
。
塩
治
長
平
（
号
は
蘇
江
）
が
同
行
す
る
。（『
書
苑
』4-10

）（
27
）

一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
乙
卯
　
四
五
歳

四
月
　
呉
大
澂
著
・
羅
振
玉
編
『
権
衡
度
量
実
見
考
』
影
印
刊
行
。
羅
氏
の
序
文
に
荃
廬
の
助
力
（
原
本
の
貸
与
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
。（
西
川
寧
「
河
井
荃
廬
先
生
の
こ
と
」『
書
品
』78

・1957

）

こ
の
頃
　
呉
昌
碩
を
初
代
社
長
と
し
て
西
泠
印
社
が
正
式
に
創
立
。
荃
廬
は
創
立
発
起
人
と
な
り
、
設
立
後
は
社
員
と
な
る
。（
14
）（
15
）

一
一
月
九
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
28
）

一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
丙
辰
　
四
六
歳

二
月
一
五
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。

　「
朝
九
時
　
河
井
仙
廬
君
を
富
士
見
町
に
訪
ふ
　
ね
て
ゐ
た
所
に
て
気
毒
也
」。（
27
）

三
月
一
五
日
　「
印
章
の
来
歴
」
を
執
筆
す
る
。（『
美
術
之
日
本
』8-3

・
審
美
書
院
）

六
月
二
〇
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
荃
廬
の
こ
と
を
「
こ
の
頃
は
準
骨
董
戸
也
　
可
嘆
々
々
」
と
評
す
。（
28
）

七
月
二
八
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。「
平
々
凡
々
」
刻
印
を
近
日
中
に
刻
す
と
話
す
。（
28
）

九
月
九
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
印
の
督
促
を
受
け
る
。（
29
）

一
一
月
一
日
　
中
井
敬
所
稿
「
印
章
の
沿
革
」
を
校
訂
す
る
。（『
書
道
及
畫
道
』1-2

・
書
道
及
畫
道
社
）。

こ
の
頃
　
中
国
（
中
華
民
国
）
に
渡
る
。（
29
）

「
独
宜
」（
西
川
寧
『
河
井
荃
廬
の
篆
刻
』
一
九

七
八
年
　
二
玄
社
）

「
印
章
の
来
歴
」（『
美
術
之
日
本
』
第
八
巻
第
三
号
　

一
九
一
六
年
　
審
美
書
院
）
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一
二
月
一
二
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
竹
清
に
趙
之
謙
、
楊
沂
孫
、
呉
大
澂
等
、
印
人
の
書
画
を
見
せ
る
。（
29
）

一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
丁
巳
　
四
七
歳

二
月
二
日
　「
二
月
二
日
出
発
支
那
へ
渡
航
せ
ら
れ
し
と
云
う
」。（『
筆
之
友
』201

）

四
月
　
白
文
「
日
下
東
作
章
」、
朱
文
「
野
鶴
翁
」、
朱
文
引
首
印
「
願
性
延
齢
」
を
刻
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
款
に
「
河
井
遷
」、「
荃
廬
改

作
」、「

瓠
子
製
」
と
あ
る
。
こ
の
印
に
つ
い
て
、
日
下
部
鳴
鶴
は
「
何
年
た
っ
て
も
刻
し
な
い
あ
の
河
井
君
が
珍
し
く
二
日
で
刻
し

た
」
と
語
る
。（『
筆
之
友
』204

）

四
月
一
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
30
）

七
日
　
上
海
に
出
発
。（
30
）

五
月
初
旬
　
中
華
民
国
よ
り
帰
京
。（『
書
道
及
畫
道
』2-6

）

八
月
二
六
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
竹
清
に
益
田
香
遠
が
模
刻
し
た
際
に
捺
し
た
と
い
う
漢
委
奴
国
王
印
の
印
影
を
見
せ
る
。（
31
）

九
月
二
〇
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
竹
清
よ
り
「
不
相
変
不
平
屋
」
と
評
さ
れ
る
。（
31
）

一
一
月
一
日
　「
印
章
瑣
談
」
執
筆
（『
書
畫
骨
董
雜
誌
』113

・
書
畫
骨
董
雜
誌
社
）

同
日
　『
書
勢
』
第
一
巻
第
二
号
（
十
一
月
号
、
大
同
書
会
）
の
筆
蹟
募
集
（
成
績
は
大
正
七
年
元
旦
誌
上
発
表
）
に
際
し
、
審
査
委
員
を

担
当
。
大
同
書
会
幹
部
（
評
議
員
及
客
員
）
に
名
を
連
ね
る
。

一
二
月
五
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
竹
清
は
荃
廬
宅
に
つ
い
て
「
八
畳
一
間
新
築
　
二
畳
の
外
は
板
間
に
し
て
本
を
つ
む
棚
を
つ
く
れ
り
」

と
回
想
。（
31
）

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
戊
午
　
四
八
歳

四
月
五
日
　「
神
戸
を
出
帆
の
八
幡
丸
に
て
中
国
へ
の
渡
航
を
予
定
」。（『
書
勢
』2-3

）

二
二
日
　
三
井
源
右
衛
門
に
書
簡
を
お
く
る
。（
32
）

五
月
上
旬
　
中
華
民
国
よ
り
帰
国
。（『
書
勢
』2-6

）

七
月
二
八
日
　
牧
桜
雲
、
三
村
竹
清
来
訪
。（
33
）

九
月
五
日
　『
亀
甲
獣
骨
文
字
』
巻
一
（
法
書
會
出
版
部
）
刊
行
。
林
泰
輔
と
の
共
著
。

一
〇
月
二
〇
日
　
高
田
忠
周
の
古
籀
篇
脱
稿
記
念
祝
賀
会
に
お
い
て
、
漢
字
起
源
の
資
料
と
し
て
収
蔵
す
る
殷
代
の
亀
甲
獣
骨
（
大
片
）

を
陳
列
。（『
書
道
及
畫
道
』3-12
）

一
一
月
一
二
日
　
川
合
孝
太
郎
に
葉
書
を
送
る
。
吉
金
文
会
の
例
会
の
場
所
と
日
程
変
更
に
つ
い
て
。（
個
人
蔵
品
を
確
認
）

一
二
月
一
二
日
　『
亀
甲
獣
骨
文
字
』
巻
一
（
西
東
書
房
）
刊
行
。
林
泰
輔
と
の
共
著
。

一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
己
未
　
四
九
歳

一
月
二
一
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
竹
清
は
荃
廬
の
住
居
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　「
午
後
　
仙
郎
君
を
富
士
見
町
に
訪
　
相
撲
に
て
こ
の
あ
た
り
に
き
は
し
　
仙
郎
君
は
も
と
こ
の
富
士
見
町
之
阪
を
下
り
き
り
た
る
角

の
二
階
屋
ニ
居
た
る
也
　
故
に
仙
郎
は
音
便
に
て
筌
廔
と
い
い
た
り
　
今
は
筌
廬
也
　
表
に
竹
へ
河
井
と
二
字
ほ
り
た
る
標
札
か
か
け

『
亀
甲
獣
骨
文
字
』
巻
一
の
表
紙
と
冒
頭
頁
（
一
九

一
八
年
　
法
書
會
出
版
部
）
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て
あ
り
し
も
　
昨
年
頃
門
札
之
規
則
出
て
ゝ
や
か
ま
し
か
り
し
か
は
　
今
は
無
雑
作
に
自
ら
河
井
仙
郎
と
か
き
し
木
札
を
打
つ
け
た
り
　

郵
便
物
受
之
口
の
上
へ
宝
書
龕
と
六
朝
風
の
書
を
ゑ
り
し
小
札
か
く
　
旧
は
格
子
之
上
へ
呉
蒼
石
之
篆
に
宝
書
龕
と
か
き
し
　
ほ
り
た

る
群
青
を
さ
し
た
る
横
額
を
か
け
置
き
し
か
　
今
は
内
へ
入
れ
た
り
　
玄
関
畳
一
畳
　
右
は
家
人
之
通
ひ
に
て
　
こ
ゝ
の
三
尺
之
襖
は

李
邕
之
碑
を
貼
り
た
り
　
向
か
っ
て
左
は
客
人
之
通
い
也
　
突
当
り
は
壁
　
朱
に
ぬ
り
て
　
石
経
峪
之
大
字
を
あ
ら
わ
し
た
り
　
表
よ

り
見
れ
は
板
塀
之
上
竹
之
緑
葉
少
し
見
ゆ
　
こ
れ
は
玄
関
わ
き
の
部
屋
之
は
き
だ
し
　
二
三
尺
之
処
へ
四
方
竹
を
植
え
し
也
　
客
間
八

畳
　
床
は
置
床
　
い
つ
も
清
人
之
書
画
を
か
く
　
壁
之
方
紫
檀
之
書
棚
あ
り
　
こ
れ
へ
白
磁
之
布
袋
と
い
と
ふ
る
め
か
し
き
置
時
計
あ

り
　
庭
之
か
な
た
へ
書
斎
を
つ
く
ら
れ
た
り
　
庭
と
い
ひ
て
三
坪
斗
り
也
　
書
斎
之
軒
に
梧
桐
を
植
う
　
便
所
の
か
た
へ
女
竹
数
竿
あ

り
　
漆
ぬ
り
之
チ
ヤ
ブ
台
を
置
き
　
相
対
し
て
か
た
る
也
」。（
34
）

六
月
二
一
日
　
羅
振
玉
の
送
別
会
に
参
加
。（
7
）

七
月
一
日
　
収
蔵
の
「
趙
之
謙
花
卉
図
」
二
幅
が
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
る
。（『
藝
苑
』1-2

・
帝
国
美
術
社
）

晩
秋
　
山
田
正
平
を
伴
い
中
国
へ
渡
航
。
呉
昌
碩
や
徐
星
州
と
会
う
。（
前
出
「
会
津
先
生
と
私
」）

　「
河
井
先
生
は
如
何
に
も
愛
情
に
満
ち
た
握
手
を
さ
れ
、
久
闊
を
叙
す
る
挨
拶
を
さ
れ
て
、
我
々
は
卓
を
圍
ん
で
腰
を
下
ろ
し
た
」。（
山

田
正
平
「
呉
昌
碩
を
訪
ね
る
」『
好
古
』20

・1939

・
日
本
美
術
社
）

一
〇
月
一
〇
～
一
一
日
　
岡
本
椿
所
の
葬
儀
に
際
し
、
郡
司
梅
所
と
と
も
に
尽
力
。
三
村
竹
清
も
参
列
。（
35
）

二
六
日
　
上
海
か
ら
三
井
源
右
衛
門
に
あ
て
書
簡
を
送
る
。（
32
）

二
七
日
　
杭
州
の
趙
之
謙
の
墓
を
訪
れ
る
。（
32
）

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
庚
申
　
五
〇
歳

こ
の
年
　
新
井
琢
斎
入
門
。（
香
川
鳳
文
『
琢
斎
印
譜
』1972

）

二
月
九
日
　
三
井
源
右
衛
門
に
あ
て
書
簡
を
送
る
。（
32
）

五
月
一
六
日
　
西
神
田
倶
楽
部
に
て
第
六
八
回
談
書
會
を
開
く
。
収
蔵
の
「
楊
見
山
隷
書
幅
」、「
呉
熙
載
書
屏
幅
」
が
展
観
さ
れ
る
。（『
談

書
會
集
帖
』68

）

一
〇
月
一
日
　「
支
那
現
代
第
一
流
画
家
　
呉
杏
芬
女
士
傑
作
展
覧
会
」（
主
催
は
書
道
及
畫
道
社
、
会
日
は
一
〇
月
二
〇
日
）
を
賛
助
す

る
。（『
書
道
及
畫
道
』5-10

）

一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
年
）
辛
酉
　
五
一
歳

七
月
二
〇
日
　『
亀
甲
獣
骨
文
字
』
巻
一
、
巻
二
（
商
周
遺
文
会
）
刊
行
。
林
泰
輔
と
の
共
著
。

九
月
二
一
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
36
）

一
一
月
三
〇
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。
呉
淑
娟
（
杏
芬
）
の
作
品
を
「
呉
昌
碩
ニ
よ
く
似
た
り
」
と
推
奨
。
竹
清
か
ら
「
仙マ

マ良
さ
ん
も
と
う

と
う
書
画
屋
も
新
画
屋
に
な
つ
た
り
け
り
　
可
惜
々
々
」
と
評
さ
れ
る
。（
37
）

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
壬
戌
　
五
二
歳

〈
こ
の
年
に
お
け
る
荃
廬
の
事
績
は
、『
談
書
會
集
帖
』
に
収
蔵
品
を
掲
載
し
た
以
外
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
て
い
な
い
〉

『
藝
苑
』の
表
紙
と
荃
廬
収
蔵
の
趙
之
謙
花
卉
図
二
点

（『
藝
苑
』
第
一
編
第
二
号
　
一
九
一
九
年
　
帝
国
美

術
社
）
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一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
癸
亥
　
五
三
歳

九
月
一
六
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
38
）

一
一
月
一
六
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
38
）

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）
甲
子
　
五
四
歳

〈
管
見
の
限
り
、
こ
の
年
に
お
け
る
荃
廬
の
刻
印
、
収
蔵
品
の
出
版
物
掲
載
は
未
確
認
で
あ
る
〉

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
乙
丑
　
五
五
歳

七
月
一
〇
日
　『
大
東
美
術
』
刊
行
開
始
。
監
修
を
務
め
自
身
の
収
蔵
品
を
掲
載
す
る
。

一
四
日
　
三
村
竹
清
来
訪
。（
39
）

八
月
一
日
　
荃
廬
が
刻
し
た
松
田
南
冥
用
印
「
松
舒
」、「
秉
濁
夜
遊
堂
主
」
が
掲
載
さ
れ
る
。（『
書
勢
』9-8

）

九
月
一
六
日
　
大
正
印
会
第
一
回
例
会
、
荃
廬
は
不
参
加
。

　「
東
都
各
流
派
の
篆
刻
家
の
発
起
に
成
る
大
正
印
会
第
一
回
を
九
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
新
宿
園
に
開
か
れ
た
。
出
席
印
人
郡
司
梅

所
、
高
畑
翠
石
、
岡
部
香
塢
、
山
本
碩
堂
、
村
田
蔚
堂
、
新
間
静
邨
、
飯
田
秀
処
、
久
保
隨
処
、
高
橋
鶴
山
、
岡
本
枕
所
、
酒
井
支
山

の
諸
氏
参
考
品
を
陳
列
し
来
会
者
に
は
希
望
に
応
じ
石
印
を
席
上
篆
刻
或
は
揮
毫
せ
ら
る
、
印
人
外
の
来
会
者
斎
藤
芳
洲
、
渡
辺
雪
峰

両
先
生
外
三
十
余
名
に
し
て
午
後
六
時
晩
餐
を
共
に
し
大
正
印
会
の
事
業
と
し
て
印
譜
を
発
行
し
日
本
美
術
協
会
と
対
立
し
て
展
覧
会

を
開
催
す
る
事
を
議
決
せ
り
」。（『
筆
之
友
』301

）

一
〇
月
一
五
日
　
大
正
印
会
第
二
回
例
会
に
参
加
。
参
考
品
と
し
て
「
楊
沂
孫
篆
書
四
幅
対
」
を
披
露
す
る
。

　「
午
後
一
時
よ
り
上
野
韻
松
亭
に
於
て
開
会
す
。
出
席
者
河
井
荃
廬
先
生
を
初
め
高
畑
翠
石
、
山
本
碩
堂
、
新
間
静
邨
、
岡
部
香
塢
、
飯

田
秀
処
、
岡
本
枕
所
、
岡
村
梅
垞
、
関
野
香
雲
、
小
沢
香
古
、
酒
井
支
山
、
山
田
正
平
の
諸
氏
及
守
尾
瑞
芝
堂
、
長
沢
喜
兵
衛
の
諸
君

の
他
二
十
余
名
に
し
て
各
自
席
上
篆
刻
を
な
し
荃
廬
先
生
の
批
評
を
受
け
六
時
よ
り
晩
餐
を
共
に
し
新
た
に
名
誉
員
に
今
泉
也
軒
、
高

田
竹
山
、
河
井
荃
廬
、
中
村
不
折
、
芦
野
楠
山
、
足
達
疇
邨
の
諸
先
生
を
推
戴
す
る
事
に
決
議
し
例
会
は
毎
月
十
二
日
上
野
韻
松
亭
に

開
会
す
る
事
と
せ
り
」。（『
筆
之
友
』302

）

十
一
月
一
二
日
　
大
正
印
会
第
三
回
例
会
に
参
加
。

　「
上
野
韻
松
亭
に
於
て
開
く
。
来
会
者
今
泉
也
軒
、
河
井
荃
廬
、
蘆
野
楠
山
、
足
達
疇
邨
の
顧
問
を
初
め
、
印
人
に
て
は
郡
司
梅
所
、
高

畑
翠
石
、
服
部
耕
石
、
山
本
碩
堂
、
村
田
蔚
堂
、
久
保
隨
処
、
飯
田
秀
処
、
小
沢
香
古
、
山
田
正
平
、
新
間
静
邨
、
岡
本
枕
書
、
岡
村

梅
垞
、
関
野
香
雲
、
酒
井
支
山
、
の
諸
氏
及
高
林
五
峰
、
渡
辺
雪
峰
、
古
筆
了
信
の
諸
先
生
も
来
会
し
出
陳
の
篆
印
に
就
て
荃
廬
楠
山

疇
邨
三
先
生
の
批
評
あ
り
」。（『
筆
之
友
』303
）

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
・
昭
和
元
年
）
丙
寅
　
五
六
歳

三
月
　
白
文
「
高
松
宮
」、
朱
文
「
宣
仁
親
王
」、
白
文
「
海
闊
天
空
」、
朱
文
「
高
松
宮
」、
白
文
「
宣
仁
親
王
」、
朱
文
「
至
誠
無
息
」
を

刻
す
。
す
べ
て
無
款
だ
が
、
松
丸
東
魚
が
高
松
宮
家
に
お
い
て
確
認
し
た
『
御
印
譜
』
中
の
印
箋
に
、「
大
正
十
五
年
三
月
河
井
仙
郎
」
の

書
入
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
。（
40
）

『
大
東
美
術
』第
一
輯
第
一
冊（
一
九
二
五
年
　
大
東

美
術
振
興
会
）

「
高
松
宮
」「
宣
仁
親
王
」（
前
出『
河
井
荃
廬
の
篆
刻
』）
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五
月
一
七
月

　三
村
竹
清
来
訪
。
荃
廬
が
肋
膜
炎
を
患
っ
た
と
い
う
。（
41
）

六
月
五
日

　説
文
会
に
参
加
。

　「午
後
三
時
よ
り
説
文
会
を
永
楽
町
安
田
銀
行
知
恵
乃
輪
倶
楽
部
に
開
く
会
す
る
も
の
河
井
荃
廬
、
樋
口
銅
牛
両
氏
を
は
じ
め
三
十
余

人
。
川
合
幸
太
郎
氏
講
演
二
時
間
」。（『
筆
之
友
』310

）

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
丁
卯
　五
七
歳

四
月

　神
田
の
中
華
料
理
店
第
一
楼
に
て
行
わ
れ
た
、
林
文
昭
収
蔵
の
石
涛
大
画
帖
そ
の
他
名
筆
の
披
露
会
に
招
待
さ
れ
る
。
招
待
者
：

河
井
荃
廬
、
犬
養
毅
、
関
直
彦
、
山
本
悌
二
郎
、
菊
池
長
四
郎
、
田
口
米
舫
、
榊
原
鉄
硯
、
林
熊
光
、
原
田
庄
左
衛
門
。（『
詩
書
畫
』

3

）
五
月
二
八
日

　園
田
湖
城
に
書
簡
を
送
る
。（『
書
論
』30

・
書
論
編
集
室
）

九
月
七
日

　園
田
湖
城
に
書
簡
を
送
る
。（
前
出
『
書
論
』30

）

一
〇
月
二
八
日

　『談
書
會
集
帖
』
第
百
号
に
て
終
刊
。（
21
）

一
一
月
二
九
日

　呉
昌
碩
歿
（
八
四
歳
）（『
東
京
朝
日
新
聞
』14923

）

一
二
月
一
日

　三
村
竹
清
来
訪
。

　「朝

　九
段

　河
合マ

マ

仙
郎
氏
へ
ゆ
く

　庭
之
隅
之
物
置
之
上
へ

　二
坪
は
か
り
之
中
二
階
を
つ
く
れ
り

　甚
た
雅
也

　廿
九
日

　呉
蒼

石
死
し
た
る
由

　電
報
あ
り
し
と
て
日
々
新
聞
記
者

　き
ゝ
に
き
た
り
し
が
其
翌
日
之
新
聞
に
呉
翁
は
柿
を
画
く
と
か
き
し
由

　井
上マ

マ

霊
山
と
い
ふ
人
く
る

　大
阪
す
し
を
馳
走
に
な
る
平
野
へ
ゆ
き
板
木
を
受
と
り
て
重
川
へ
よ
り
て
帰

　琴
女
来

　朝

　お
柳
さ
ん
来
り

し
由

　長
子
呉
蔵
龕
も
此
夏
頃
死
去

　蒼
石
ニ
知
ら
せ
さ
り
し
と
い
へ
は

　其
頃
よ
り
病
気
な
り
し
な
る
へ
し
」。（
42
）

こ
の
頃

　呉
昌
碩
逝
去
に
と
も
な
い
某
大
新
聞
の
美
術
記
者
よ
り
呉
氏
に
つ
い
て
取
材
を
受
け
る
。（『
詩
書
畫
』6

）

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
戊
辰
　五
八
歳

三
月
一
日

　大
正
印
会
の
展
覧
会
（
於
三
越
）
が
開
催
さ
れ
る
も
、
風
邪
に
て
欠
席
。（
42
）

三
日

　「篆
刻
の
沿
革
及
現
状
」
を
執
筆
。（『
書
道
名
鑑
』
美
術
日
報
出
版
部
）

七
月
一
五
日

　「書
・
画
・
篆
刻
三
絶
」
を
執
筆
す
る
。（『
書
道
』1-1

）

同
月

　戊
辰
書
道
会
創
立
。
主
要
な
参
画
者
は
河
井
荃
廬
、
丹
羽
海
鶴
、
比
田
井
天
来
、
川
谷
尚
亭
、
吉
田
苞
竹
、
仁
賀
保
香
城
。（
20
）

一
一
月

　第
一
回
戊
辰
書
道
会
展
の
審
査
員
を
務
め
る
。（
20
）

二
三
日
～
一
二
月
二
日

　第
一
回
戊
辰
書
道
会
展
の
陳
列
参
考
品
と
し
て
、
収
蔵
品
一
二
点
「
王
鐸
臨
晋
帖
」、「
陳
洪
綬
臨
晋
帖
」、「
鄧

琰
楷
書
楚
辞
二
章
」、「
奚
岡
草
書
姜
白
石
詩
」、「
呉
熙
載
臨
漢
碑
四
軸
」、「
陳
鴻
寿
行
書
暝
琴
花
屋
四
字
」、「
伊
秉
綬
隷
書
蔵
密
斎
三

字
」、「
銭
伯
坰
行
書
七
言
詩
」、「
包
世
臣
行
書
萃
百
花
図
五
楽
詞
」、「
趙
之
謙
隷
書
七
言
絶
句
」、「
趙
之
謙
寒
松
閣
三
字
」、「
趙
之
謙

集
瘞
鶴
銘
字
」
を
出
品
す
る
。（『
書
壇
』2-1

）（
43
）

一
二
月
一
二
日

　大
正
印
会
例
会
に
参
加
。

　「高
畑
翠
石
先
生
宅
に
於
て
開
く
。
河
井
仙
朗マ

マ

先
生
の
講
義
あ
り
。
出
席
者
石
井
雙
石
、
関
野
香
雲
、
山
本
寸
草
の
諸
先
生
出
席
せ
り
」。

園
田
湖
城
に
送
ら
れ
た
荃
廬
の
手
紙

（
前
出
『
書
論
』
第
三
〇
号
）
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（『
筆
之
友
』340

）

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
己
巳
　
五
九
歳

一
月
一
二
日
　
大
正
印
会
例
会
に
参
加
。

　「
午
後
よ
り
高
畑
翠
石
先
生
宅
に
於
て
開
か
れ
、
河
井
仙
朗マ

マ

、
郡
司
梅
所
、
新
間
静
邨
、
山
本
寸
草
、
関
野
香
雲
、
望
月
楽
天
、
新
井
翠

竹
の
諸
先
生
に
し
て
仙
朗
先
生
の
講
義
あ
り
。
夕
方
散
会
す
」。（『
筆
之
友
』341

）

四
月
一
二
日
　
大
正
印
会
例
会
に
参
加
。

　「
高
畑
翠
石
先
生
宅
に
て
開
催
。
河
井
荃
廬
先
生
を
初
め
、
郡
司
梅
所
、
服
部
耕
石
、
石
井
雙
石
、
郡
司
梅
所
、
望
月
楽
天
、
山
崎
芋

月
、
中
村
蘭
台
、
関
野
香
雲
先
生
外
数
名
に
し
て
、
村
木
虚
空
氏
の
寿
山
よ
り
出
ず
る
各
種
の
坑
の
原
石
を
示
し
て
説
明
。
大
い
に
得

る
処
あ
り
。
夕
方
散
会
せ
り
」。（『
筆
之
友
』344

）

秋
　
田
口
二
州
、
長
男
誕
生
の
挨
拶
に
来
訪
。（
田
口
二
州
「
荃
廬
先
生
の
事
ど
も
（
一
）」『
書
品
』13

・
東
洋
書
道
協
会
）

一
〇
月
一
二
日
　
大
正
印
会
例
会
に
参
加
。

　「
午
後
よ
り
翠
石
書
院
楼
上
に
於
て
開
く
。来
会
者
河
井
仙
朗マ

マ

先
生
を
初
め
と
し
臨
時
印
会
を
上
野
に
於
て
開
催
の
相
談
を
な
し
左
の
如

き
合
作
を
共
に
せ
り
」。（『
筆
之
友
』350

）

一
一
月
三
〇
日
　
戊
辰
書
道
会
展
覧
会
に
て
菊
池
惺
堂
と
会
う
。（
44
）

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
庚
午
　
六
〇
歳

一
月
一
二
日
　
大
正
印
会
の
初
会
に
参
加
。

　「
午
後
よ
り
翠
石
書
院
楼
上
に
開
会
。
来
会
者
は
左
記
（
挿
図
の
）
合
作
の
如
く
十
二
名
。
来
会
し
自
作
品
を
陳
列
し
こ
れ
を
抽
籤
に
て

頒
ち
河
井
荃
廬
先
生
は
拓
本
書
物
等
を
来
会
者
に
抽
籤
に
て
頒
ち
同
人
の
歓
喜
を
受
け
名
古
屋
か
ら
植
松
香
城
君
も
出
席
晩
餐
を
共
に

し
十
一
時
散
会
印
会
近
来
に
な
き
面
白
き
会
合
な
り
し
」。（『
筆
之
友
』353

）。
本
合
作
は
『
印
章
世
界
』
第
六
十
五
号
（
印
章
世
界

社
）
の
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
る
。

二
月
二
〇
日
　
平
凡
社
『
書
道
全
集
』（
全
二
十
七
巻
、
完
結
七
年
五
月
）
を
纂
修
、
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
。
纂
修
：
岩
井
鶴
皐
、
尾
上
柴

舟
、
河
井
荃
廬
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天
来
。
顧
問
：
伊
東
忠
太
、
黒
板
勝
美
、
佐
佐
木
信
綱
、
関
野
貞
、
内
藤
湖
南
。（
45
）

五
月
二
八
日
　
三
村
竹
清
の
も
と
に
平
凡
社
『
書
道
全
集
』
の
こ
と
で
野
本
白
雲
を
向
か
わ
せ
る
。（
42
）

八
月
　『
東
印
競
技
会
印
譜
』（
東
京
印
判
業
組
合
）
の
題
字
「
叢
芳
」
を
揮
毫
。（
前
出
「
荃
廬
先
生
の
事
ど
も
（
五
）」『
書
品
』18

）

一
一
月
　
泰
東
書
道
院
創
立
、
審
査
顧
問
と
し
て
参
加
す
る
。
同
月
第
一
回
展
を
開
催
。（
46
）

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
辛
未
　
六
一
歳

三
月
二
一
日
　
支
那
書
道
視
察
団
（
泰
東
書
道
院
推
薦
、
外
務
省
後
援
）
の
団
長
と
し
て
東
京
を
出
発
。（
46
）（
47
）

二
二
日
　
神
戸
三
ノ
宮
か
ら
の
船
便
に
て
出
航
。（
46
）

二
三
日
　
上
海
に
到
着
し
各
地
を
視
察
。（
46
）

四
月
一
九
日
　
神
戸
に
帰
国
、
最
後
の
訪
中
と
な
る
。
帰
京
後
、
辞
表
を
提
出
し
泰
東
書
道
院
を
脱
退
。（
46
）

大
正
印
会
例
会
に
て
の
合
作（『
筆
之
友
』第
三
五
三

号
　
一
九
三
〇
年
　
書
道
奨
励
協
会
）

『
書
道
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
三
〇
年
　
平
凡
社
）
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二
八
日
～
（
三
週
間
）　
収
蔵
の
「
鄭
燮
蘭
竹
図
」、「
趙
之
謙
花
卉
八
軸
之
内
其
一
」、「
趙
之
謙
花
卉
八
軸
之
内
其
二
」
を
「
日
華
古
今
名

絵
画
展
覧
会
」（
於
東
京
府
美
術
館
）
に
出
陳
。（『
宋
元
明
清
名
畫
大
觀
』1932

・
大
塚
工
芸
社
）

五
月
二
三
～
三
一
日
　
収
蔵
の
「
鄭
燮
蘭
竹
図
」、「
趙
之
謙
花
卉
八
軸
之
内
其
一
」、「
趙
之
謙
花
卉
八
軸
之
内
其
二
」
を
「
日
華
古
今
名

絵
画
展
覧
会
」（
於
大
阪
府
立
貿
易
館
）
に
出
陳
。（
前
出
『
宋
元
明
清
名
畫
大
觀
』）

六
月
一
〇
日
　
三
井
源
右
衛
門
に
電
報
を
打
つ
。（
32
）

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
壬
申
　
六
二
歳

一
月
下
旬
　
柳
田
泰
麓
来
訪
、
十
七
帖
に
つ
い
て
諸
々
の
質
問
を
受
け
る
。（『
書
契
』2-4

・
泰
麓
書
道
会
）

四
月
三
日
　
赤
坂
山
王
下
の
幸
楽
に
て
東
方
書
道
会
発
会
式
、
顧
問
と
な
る
。（
46
）

五
日
　「
翁
と
十
七
帖
」
を
執
筆
。（『
書
契
』2-4

）

六
月
一
二
日
　
山
内
敬
斎
歿
（
四
五
歳
）。（
山
内
敬
斎
編
『
篆
源
』1982

・
緑
地
社
）（
48
）

八
月
一
五
日
　
日
華
古
今
名
画
展
覧
会
編
『
宋
元
明
清
名
畫
大
觀
』（
大
塚
工
藝
社
）
に
収
蔵
品
三
点
を
掲
出
。

一
一
月
二
五
～
一
二
月
四
日
　
第
一
回
東
方
書
道
会
展
（
於
東
京
府
美
術
館
）
開
催
、
審
査
顧
問
と
し
て
参
加
。
収
蔵
品
を
参
考
出
陳
。

（
46
）（『
東
方
書
選
』1933

・
晩
翠
軒
）

こ
の
頃
　
植
松
香
城
編
『
荃
廬
印
存
』（
一
帙
二
本
）
が
刊
行
さ
れ
る
。

こ
の
頃
　
満
州
国
建
国
に
際
し
、「
皇
帝
御
璽
」
の
刻
印
を
依
頼
さ
れ
る
も
断
る
。（
1
）

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
癸
酉
　
六
三
歳

三
月
一
日
　『
書
藝
』（『
書
道
春
秋
』
改
題
第
一
号
・
平
凡
社
）
刊
行
、
編
集
顧
問
と
な
る
。

五
月
二
九
日
　
平
凡
社
『
和
漢
名
家
習
字
本
大
成
』（
全
四
十
二
冊
、
完
結
一
〇
年
一
月
）
刊
行
開
始
。
監
修
：
岩
井
鶴
皐
、
尾
上
柴
舟
、

河
井
荃
廬
、
田
中
親
美
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天
来
。
顧
問
：
伊
東
忠
太
、
黒
板
勝
美
、
佐
佐
木
信
綱
、
関
野
貞
、
内
藤
湖
南
。（
45
）

六
月
六
～
一
六
日
　
第
二
回
東
方
書
道
会
展
（
於
東
京
府
美
術
館
）
に
審
査
顧
問
と
し
て
参
加
。（
46
）

二
〇
日
　『
支
那
名
家
墨
蹟
』（
晩
翠
軒
）
を
西
川
吉
陽
（
寧
）
と
共
編
に
て
監
修
。

八
月
八
日
　『
書
藝
』
発
展
懇
談
会
（
於
緑
風
荘
）
に
参
加
。
河
井
荃
廬
、
井
土
霊
山
、
梅
園
方
竹
、
藤
原
楚
水
、
石
井
双
石
等
が
一
同
に

会
す
。（『
書
藝
』3-9

）

一
〇
月
六
日
　「
書
聖
弘
法
大
師
を
語
る
」
座
談
会
に
参
加
。（『
書
藝
』3-10

）

八
日
　
芝
の
紅
葉
館
に
お
い
て
『
大
師
筆
蹟
全
集
』
に
関
す
る
第
一
回
の
会
合
に
参
加
。（『
書
藝
』3-11

）

二
〇
日
　
満
洲
文
化
視
察
（
外
務
省
文
化
事
業
部
及
び
満
鉄
の
後
援
）
の
た
め
に
渡
満
、
帰
京
し
た
仁
賀
保
香
城
、
土
屋
竹
雨
の
慰
労
会

に
参
加
。（『
東
方
書
道
會
會
報
』2

・
東
方
書
道
会
）

一
一
月
五
日
　「
篆
刻
を
語
る
」
座
談
会
に
参
加
。（『
書
藝
』3-11

）

一
六
日
　
三
村
竹
清
を
訪
問
し
、「
高
芙
蓉
先
生
百
五
十
年
祭
」
に
配
る
絵
葉
書
を
相
談
。（
49
）

一
九
日
　
三
村
竹
清
が
来
訪
し
、「
高
芙
蓉
先
生
百
五
十
年
祭
」
の
出
品
目
録
を
手
渡
さ
れ
る
。（
49
）

杭
州
・
霊
源
寺
に
て
〔
支
那
書
道
視
察
団
・
一
九
三

一
年
〕（
松
本
芳
翠
『
臨
池
六
十
年
』
一
九
六
二
年
　

二
玄
社
）

「
篆
刻
を
語
る
」（『
書
藝
』第
三
巻
第
一
一
号
　
一
九

三
三
年
　
平
凡
社
） （

上
段
左
か
ら
二
番
目
が
荃
廬
）
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二
六
日
　「
高
芙
蓉
先
生
百
五
十
年
祭
」
の
会
場
当
番
。
朝
に
三
村
竹
清
の
使
い
よ
り
芙
蓉
の
印
譜
や
刻
印
を
受
け
取
り
、
午
後
、
同
展
に

来
訪
し
た
三
村
竹
清
と
会
う
。（
49
）

同
日
　「
高
芙
蓉
先
生
百
五
十
年
祭
」
が
挙
行
さ
れ
（
於
東
京
麹
町
清
水
谷
公
園
）、
企
画
と
指
揮
に
あ
た
る
。（『
書
藝
』4-1

）

こ
の
頃
　
東
都
大
学
高
専
書
画
道
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
審
査
を
担
当
す
る
。（『
大
東
文
化
大
学
五
十
年
史
』1972

・
大
東
文
化
学
園
）

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
甲
戌
　
六
四
歳

一
月
一
日
　『
書
道
新
聞
』
第
一
号
に
「
創
刊
の
言
葉
　
万
難
を
排
し
て
」
を
寄
稿
。

五
日
　
東
方
書
道
会
の
新
年
会
が
開
催
さ
れ
、
会
報
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
。（『
東
方
書
道
會
會
報
』2

）

二
六
日
　
荃
廬
と
高
塚
竹
堂
の
発
議
に
よ
り
、
東
方
書
道
会
事
務
所
に
お
い
て
蘇
孝
慈
墓
誌
銘
に
つ
い
て
の
座
談
会
を
行
う
。（『
東
方
書

道
會
會
報
』2

）

二
月
一
日
　「
支
那
趣
味
座
談
会
」
参
加
。（『
書
藝
』4-2

）

四
月
一
九
日
　
出
先
で
偶
然
三
村
竹
清
に
会
う
。（
50
）

四
月
　『
弘
法
大
師
真
蹟
全
集
』（
一
〇
年
四
月
ま
で
一
一
回
に
わ
た
り
配
本
）
を
監
修
、
刊
行
が
開
始
さ
れ
る
。
監
修
　
岩
井
鶴
皐
、
尾

上
柴
舟
、
河
井
荃
廬
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天
来
。（
45
）

六
月
　
東
方
書
道
会
第
三
回
展
（
会
場
：
東
京
府
美
術
館
）
に
審
査
顧
問
と
し
て
参
加
。（
46
）

七
月
四
日
　『
書
藝
』
編
輯
顧
問
会
議
に
出
席
（
於
晩
翠
軒
）。（『
書
藝
』4-8

）

九
月
頃
　
平
凡
社
『
和
様
習
字
手
本
大
成
』
の
編
集
会
議
に
出
席
。（『
書
藝
』4-10

）

一
〇
月
二
九
日
　『
和
様
習
字
手
本
大
成
』
刊
行
開
始
。
編
集
顧
問
：
尾
上
柴
舟
、
河
井
荃
廬
、
田
中
親
美
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天
来
。

顧
問
：
伊
東
忠
太
、
黒
板
勝
美
、
佐
佐
木
信
綱
、
関
野
貞
、
内
藤
湖
南
。（
45
）

こ
の
頃
　
東
方
書
道
会
主
催
『
藝
輯
雙
楫
』
の
講
演
を
行
う
。（
松
丸
東
魚
「
河
井
先
生
の
思
ひ
出
（
一
）」『
印
奴
』1

・1955

・
白
紅
社
）

一
一
月
九
日
　
一
誠
堂
即
売
会
（
会
場
：
三
越
）
を
訪
ね
る
。（
51
）

一
〇
日
　「
楊
守
敬
特
輯
号
」
の
編
集
を
指
導
し
、「
楊
守
敬
を
語
る
座
談
会
」
に
参
加
。（『
書
藝
』4-11

）

一
八
日
　
緑
風
荘
に
て
董
康
、
野
本
白
雲
、
村
田
某
と
夜
宴
。（
52
）

二
五
日
　
晩
翠
軒
『
支
那
名
家
墨
蹟
』
第
一
冊
の
掲
載
作
品
の
選
定
と
解
説
を
西
川
吉
陽
と
と
も
に
担
当
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
乙
亥
　
六
五
歳

二
月
　
平
凡
社
『
書
道
全
集
』（
全
二
六
巻
、
和
綴
、
完
結
一
一
年
四
月
）
を
纂
修
、
刊
行
開
始
。
纂
修
：
岩
井
鶴
皐
、
尾
上
柴
舟
、
河
井

荃
廬
、
田
中
親
美
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天
来
。
顧
問
：
伊
東
忠
太
、
佐
佐
木
信
綱
、
関
野
貞
、
塚
本
靖
、
辻
善
之
助
。（
45
）

三
月
一
日
　「
回
顧
　
河
井
荃
慮マ

マ

氏
に
聴
く
　
談
書
會
、
書
勢
の
思
出
」。（『
書
道
新
聞
』20

）

四
月
一
日
　「
清
朝
南
畫
家
之
一
瞥
」
を
執
筆
。（『
南
畫
鑑
賞
』4-4

）

六
月
九
日
　「
河
井
荃
廬
氏
に
書
道
を
訊
く
会
」
が
晩
翠
軒
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
（
主
催
：
書
道
新
聞
社
）。
会
費
は
一
円
。（『
書
道
新

聞
』
折
込
告
知
）

「
楊
守
敬
を
語
る
座
談
会
」（
前
出
『
書
藝
』
第
四
巻

第
一
一
号
）

『
支
那
名
家
墨
蹟
』（
一
九
三
四
年
　
晩
翠
軒
）
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二
〇
日
　
晩
翠
軒
『
支
那
名
家
墨
蹟
』
第
二
冊
の
掲
載
作
品
の
選
定
と
解
説
を
西
川
吉
陽
と
と
も
に
担
当
。

七
月
二
五
日
　「
京
都
時
代
　
河
井
荃
廬
翁
の
む
か
し
話
（
上
）」。（『
書
壇
新
報
』6

）

同
月
　
東
方
書
道
会
参
事
を
辞
退
。（『
書
壇
新
報
』6

）

八
月
一
三
日
　
野
本
白
雲
来
訪
。
中
村
不
折
、
晩
翠
軒
の
松
尾
兼
三
も
同
席
。
清
談
夜
半
に
及
ぶ
。(

『
書
藝
』5-9

）

二
五
日
　「
渡
支
前
後
　
河
井
荃
廬
翁
の
む
か
し
話
（
下
）」。（『
書
壇
新
報
』7

）

九
月
　
興
文
社
『
支
那
南
畫
大
成
』
十
六
巻
、『
同
續
集
』
三
巻
、『
同
補
遺
』
一
巻
を
監
修
、
刊
行
開
始
。

一
〇
月
一
日
　「
石
濤
に
就
て
・
疑
点
二
題
」
執
筆
。（『
南
畫
鑑
賞
』4-10

）

一
一
月
一
〇
日
　
説
文
会
主
催
、「
狩
谷
棭
斎
百
年
祭
」
を
神
田
明
神
に
お
い
て
挙
行
。（『
書
壇
新
報
』13

）

一
二
月
中
旬
　
松
丸
東
魚
、
新
間
静
邨
を
伴
い
来
訪
。（
前
出
「
河
井
先
生
の
思
ひ
出
」）

二
八
日
　
松
丸
東
魚
の
招
待
会
に
出
席
。（
前
出
「
河
井
先
生
の
思
ひ
出
」）

一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
年
）
丙
子
　
六
六
歳

二
月
三
日
　
赤
木
邦
彦
来
訪
。（『
書
壇
新
報
』16

）

四
月
五
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
53
）

七
月
二
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
54
）

三
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
55
）

同
日
　
平
凡
社
『
千
字
文
十
種
』（
全
七
函
一
四
冊
）
を
監
修
、
刊
行
開
始
。
監
修
：
岩
井
鶴
皐
、
河
井
荃
廬
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天

来
。（
45
）

八
月
三
〇
日
　
晩
翠
軒
『
支
那
名
家
墨
蹟
』
第
三
冊
の
掲
載
作
品
の
選
定
と
解
説
を
西
川
吉
陽
と
と
も
に
担
当
。

一
〇
月
一
五
日
　『
支
那
名
畫
寶
鑑
』
刊
行
。
収
蔵
品
四
八
点
が
掲
載
さ
れ
る
。

　
例
言
に
、「
こ
の
集
は
昭
和
三
年
の
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
及
び
同
六
年
の
宋
元
明
清
名
画
展
覧
会
に
出
品
せ
る
者
の
精
萃
を
主
と
し
、

加
ふ
る
に
波
士
敦
美
術
館
中
国
画
帖
そ
の
他
よ
り
転
写
し
た
る
も
の
を
以
て
し
、
更
に
明
代
画
の
数
幅
と
清
代
画
の
大
半
は
河
井
筌
廬

氏
そ
の
他
の
秘
蔵
を
借
影
し
て
之
を
増
補
し
た
」
と
い
う
。（
三
版
よ
り
『
中
国
名
画
宝
鑑
』
に
改
題
）

三
一
日
　
茅
原
東
学
『
千
字
文
考
正
』（
東
学
社
）
に
序
文
を
寄
稿
。

一
一
月
一
日
　
書
評
「
支
那
名
畫
寶
鑑
の
出
現
」
執
筆
。（『
學
鐙
』11

・
丸
善
株
式
会
社
）

四
日
　『
書
菀
』
発
刊
披
露
会
を
柳
橋
柳
光
亭
に
て
開
催
。
参
加
者
：
国
分
青
厓
、
市
村
瓚
次
郎
、
中
村
不
折
、
小
室
翠
雲
、
河
井
荃
廬
、

比
田
井
天
来
、
仁
賀
保
香
城
、
原
田
尾
山
、
石
田
幹
之
助
、
土
屋
久
泰
、
郭
開
貞
、
銭
痩
鉄
、
西
川
寧
（
以
上
、『
書
菀
』
顧
問
お
よ
び

客
員
）、
亀
井
社
長
、
亀
井
専
務
、
藤
原
主
幹
、
平
井
出
版
部
長
、
渋
沢
記
者
（
以
上
、
三
省
堂
）。（
56
）

一
八
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
57
）

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
丁
丑
　
六
七
歳

二
月
一
二
日
　
東
方
書
道
会
研
究
会
に
て
、
石
鼓
文
の
時
代
考
証
に
関
す
る
講
話
を
行
う
（『
書
壇
新
報
』40

）。

松
丸
東
魚
主
催
の
会
で
の
集
合
写
真（『
印
奴
』第
一

集
　
一
九
五
五
年
　
白
紅
社
）

『
書
菀
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
三
七
年
　
三
省
堂
）
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三
月
一
日
　『
書
菀
』
発
刊
開
始
（
監
修
：
河
井
荃
廬
、
主
幹
：
藤
原
楚
水
、
三
省
堂
）。
表
紙
は
荃
廬
収
蔵
の
宋
洮
河
緑
石
大
硯
、
創
刊

か
ら
終
刊
ま
で
を
飾
る
。
河
井
荃
廬
の
姓
号
に
加
え
趙
且
雪
、
何
蟫
巣
の
戯
号
や
継
述
堂
の
堂
号
を
使
用
し
、
多
数
の
収
蔵
品
を
提
供

す
る
。（
4
）（
58
）

二
八
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
59
）

四
月
九
日
　
虎
ノ
門
の
晩
翠
軒
に
て
『
書
菀
』
編
集
会
議
が
開
か
れ
る
。
参
加
者
：
河
井
荃
廬
、
仁
賀
保
香
城
、
土
屋
竹
雨
、
吉
田
苞
竹
、

川
村
驥
山
、
松
本
芳
翠
、
相
沢
春
洋
、
上
田
桑
鳩
、
松
井
如
流
、
藤
原
楚
水
主
幹
、
服
部
幾
三
郎
三
省
堂
出
版
部
長
代
理
、
渋
沢
墨
楼

記
者
。（『
書
菀
』1-4

）

二
九
日
　
半
風
山
観
音
寺
本
山
で
の
半
風
子
ま
つ
り
を
参
詣
。（『
書
壇
新
報
』45

）

同
月
　
松
丸
東
魚
、
個
展
の
相
談
の
た
め
来
訪
。（『
印
奴
』3

）

同
月
　
松
丸
東
魚
個
展
を
訪
ね
る
（
前
出
『
印
奴
』3

）

五
月
八
日
　
日
本
橋
の
経
済
倶
楽
部
に
て
『
書
菀
』
編
集
会
議
が
開
か
れ
る
。
参
加
者
：
河
井
荃
廬
、
西
川
寧
、
江
川
碧
潭
、
大
沢
雅
休
、

池
田
古
日
、
平
尾
白
家
、
日
下
部
道
寿
、
藤
原
楚
水
主
幹
、
渋
沢
墨
楼
記
者
。（『
書
菀
』1-5

）

六
月
一
一
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
60
）

七
月
一
八
日
　『
書
菀
』
の
口
絵
図
版
選
定
の
た
め
、
麹
町
の
高
島
槐
安
邸
を
訪
ね
る
。
参
加
者
：
河
井
荃
廬
、
西
川
吉
羊
、
吉
田
苞
竹
、

松
本
芳
翠
、
小
野
鍾
山
、
川
村
驥
山
、
松
井
如
流
、
柳
田
泰
雲
、
藤
原
楚
水
主
幹
、
渋
沢
墨
楼
記
者
。（『
書
菀
』1-7

）

八
月
二
〇
日
　
晩
翠
軒
『
清
人
隷
書
集
』（
一
帙
四
本
）
の
監
修
と
刊
行
。

同
年
～
翌
年
　
東
学
社
『
國
譯
書
論
集
成
』（
全
一
二
巻
）
刊
行
。
監
修
：
河
井
荃
廬
、
中
村
不
折
、
比
田
井
天
来
。
翻
訳
注
解
：
角
田

孤
峰
、
伊
藤
如
亭
、
野
本
白
雲
、
平
尾
白
家
、
角
田
秧
村
、
小
川
静
湖
、
高
田
桂
下
、
梅
園
方
竹
、
藤
原
楚
水
、
真
田
収
軒
、
三
好
凌

石
、
西
川
寧
、
岡
本
素
泉
、
池
田
古
日
、
中
村
環
樹
、
八
幡
関
太
郎
。

一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
年
）
戊
寅
　
六
八
歳

五
月
一
日
　
収
蔵
の
「
呉
昌
碩
富
貴
神
仙
図
」、「
張
照
詩
余
」
が
掲
載
さ
れ
、
口
絵
解
説
を
執
筆
。（『
好
古
』
創
刊
号
・
日
本
美
術
社
）

一
三
日
　
興
文
社
『
支
那
墨
蹟
大
成
』（
十
巻
、
補
遺
一
巻
）
を
監
修
、
収
蔵
品
が
掲
載
さ
れ
る
。

六
月
一
日
　
収
蔵
の
「
冒
襄
白
菊
詩
」
が
掲
載
さ
れ
、
口
絵
解
説
を
執
筆
。（『
好
古
』2

）

七
月
一
日
　
収
蔵
の
「
細
川
林
谷
馬
乳
川
を
渡
る
図
」
が
掲
載
さ
れ
、
口
絵
解
説
を
執
筆
。（『
好
古
』3

）

二
八
日
　
収
蔵
品
二
一
〇
点
の
画
人
名
、
作
品
名
、
釈
文
等
が
掲
載
さ
れ
る
。（
原
田
尾
山
『
日
本
現
在
支
那
名
画
目
録
』）

八
月
一
日
　
収
蔵
の
「
趙
之
謙
花
卉
図
紈
扇
」
が
掲
載
さ
れ
、
口
絵
解
説
を
執
筆
。（『
好
古
』4

）

一
〇
月
二
一
日
　
新
井
琢
斎
の
息
女
、
梅
子
の
挙
式
に
媒
酌
人
と
し
て
夫
婦
で
列
席
。（『
東
亜
書
道
新
聞
』79

）

一
二
月
一
日
　
収
蔵
の
「
任
伯
年
人
物
図
」、「
金
爾
珍
山
水
図
」
が
掲
載
さ
れ
、
口
絵
解
説
を
執
筆
。（『
好
古
』8

）

一
三
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
61
）

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
己
卯
　
六
九
歳

『
清
人
隷
書
集
』（
一
九
三
七
年
　
晩
翠
軒
）

『
好
古
』
創
刊
号
（
一
九
三
八
年
　
日
本
美
術
社
）
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一
月
一
日
　
収
蔵
の
「
銭
杜
長
廊
飯
僧
」
が
掲
載
さ
れ
、
口
絵
解
説
を
執
筆
。（『
好
古
』9

）

二
八
日
　「
東
都
篆
刻
家
聯
盟
（
仮
称
）」（
後
に
己
卯
印
会
と
改
称
）
を
結
成
し
、
斯
道
の
普
及
発
展
に
驀
進
す
る
。
発
起
人
：
服
部
畊

石
、
石
井
雙
石
、
高
畑
翠
石
、
中
村
蘭
台
。
参
集
者
：
河
井
荃
廬
、
山
崎
節
堂
、
関
野
香
雲
、
殿
木
春
洋
、
山
田
正
平
、
安
仲
香
雨
、

乙
部
呑
海
、
松
丸
東
魚
、
竹
之
内
春
斎
、
本
間
苔
石
、
平
林
北
洞
、
田
辺
豊
、
岡
村
梅
垞
、
酒
井
康
堂
、
岩
松
緑
山
、
君
塚
天
心
、
内

藤
香
石
。（『
東
亜
書
道
新
聞
』85

・
東
亜
書
道
新
聞
社
）

五
月
一
二
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
62
）

六
月
　
平
凡
社
『
書
體
大
字
典
』（
全
一
二
巻
）
刊
行
、
編
者
：
野
本
白
雲
、
監
修
：
伊
東
忠
太
、
尾
上
八
郎
、
河
井
荃
廬
、
幸
田
露
伴
、

中
村
不
折
。（
45
）

一
一
月
一
八
～
二
一
日
　「
缶
廬
先
生
十
三
週
年
追
憶
展
」
開
催
（
主
催
：
尚
友
会
、
会
場
：
晩
翠
軒
）。
作
品
の
選
定
と
指
揮
に
あ
た
る
。

絵
画
六
〇
余
点
、
印
二
三
点
、
印
譜
書
籍
等
数
点
を
展
観
。（『
東
亜
書
道
新
聞
』104､

106

）

同
月
　
興
文
社
『
增
訂
寰
宇
貞
石
圖
』（
全
四
冊
）
を
監
修
。

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
庚
辰
　
七
〇
歳

一
月
一
一
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
63
）

二
月
一
〇
日
　
己
卯
印
会
第
二
回
総
会
開
催
。（『
東
亜
書
道
新
聞
』109

）

六
月
九
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
64
）

九
月
一
日
　「
呉
昌
碩
と
王
一
亭
」
を
執
筆
。（『
書
畫
骨
董
雜
誌
』387

）

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
辛
巳
　
七
一
歳

一
月
三
〇
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
65
）

三
月
一
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
66
）

二
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
67
）

四
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
68
）

四
月
一
三
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
69
）

七
月
三
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
70
）

八
月
二
八
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
71
）

一
一
月
一
六
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
72
）

こ
の
年
　
小
林
庸
浩
（
後
の
斗
盦
）、
新
井
琢
斎
に
伴
わ
れ
来
訪
し
門
生
と
な
る
。（
73
）（
74
）

一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
壬
午
　
七
二
歳

三
月
三
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
75
）

二
〇
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
76
）

六
月
一
六
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
77
）

「
呉
昌
石
と
王
一
亭
」（『
書
畫
骨
董
雜
誌
』第
三
八
七

号
　
一
九
四
〇
年
　
書
畫
骨
董
雜
誌
社
）
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九
月
一
五
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
78
）

一
一
月
一
～
三
日
　「
趙
之
謙
逝
世
六
十
年
展
」（
尚
友
会
後
援
、
於
東
京
美
術
倶
楽
部
）
開
催
。
收
蔵
の
書
画
刻
印
一
三
五
点
を
陳
列
。

（「
趙
撝
叔
先
生
遺
作
展
覧
会
陳
列
目
録
」『
書
菀
』6-12

）

三
日
　
趙
撝
叔
先
生
遺
作
展
覧
会
を
参
観
。
園
田
湖
城
と
対
談
す
る
。（「『
印
印
』81

・
同
風
印
社
）

二
五
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
79
）

一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）　
癸
未
　
七
三
歳

二
月
二
八
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
80
）

一
四
日
　
大
日
本
書
道
報
国
会
に
篆
刻
界
も
合
流
。（『
東
亜
書
道
新
聞
』185

）

六
月
一
一
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
81
）

七
月
四
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
82
）

九
月
一
〇
日
　
第
一
回
朝
聞
会
展
参
観
。
於
銀
座
画
廊
。
手
島
右
卿
、川
村
驥
山
、松
井
如
流
、熊
谷
恒
子
、鈴
木
汪
亭
と
集
合
写
真
。（
83
）

二
七
日
　
林
朗
庵
来
訪
。
傅
雲
龍
『
日
本
金
石
志
』
三
冊
を
貸
与
す
る
。（
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』）

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）　
甲
申
　
七
四
歳

一
月
八
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
84
）

九
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
85
）

二
月
二
六
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
86
）

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
乙
酉
　
七
五
歳

こ
の
頃
　
当
時
「
浩
堂
」
で
あ
っ
た
号
に
替
え
小
林
庸
浩
に
「
斗
盦
」
を
与
え
る
。（
73
）

一
月
二
〇
日
　
新
橋
蔵
前
会
館
に
お
い
て
「
陳
曼
生
書
画
展
観
」
を
開
催
、
収
蔵
品
十
数
点
が
陳
列
さ
れ
る
。（『
書
品
』11

）。

三
月
一
日
　
小
林
斗
盦
、
自
作
を
持
参
し
来
訪
。（
73
）

一
〇
日
　
東
京
大
空
襲
に
よ
り
自
宅
焼
失
。
多
年
蒐
集
す
る
万
巻
の
珍
籍
・
法
書
・
名
画
が
失
わ
れ
る
。（
87
）

同
日
　
荃
廬
の
死
が
確
認
さ
れ
る
。

同
日
　
林
朗
庵
来
訪
。（
88
）

三
月
一
一
日
　
荃
廬
夫
人
、
西
川
寧
、
松
尾
謙
三
、
赤
木
邦
輔（
中
西
慶
爾
）、
小
林
斗
盦
、
被
災
し
た
荃
廬
邸
に
て
遺
品
を
捜
得
す
。（
4
）

一
二
日
　
林
朗
庵
、
松
尾
謙
三
、
新
井
琢
斎
が
焼
跡
を
訪
ね
る
。（
89
）

六
月
一
六
日
　
河
井
荃
廬
百
ヶ
日
忌
。
遺
骨
は
未
亡
人
の
手
に
よ
り
京
都
市
寺
町
今
出
川
下
ル
清
浄
華
院
の
塋
域
に
埋
葬
さ
れ
る
。
法
名

「
無
涯
院
空
誉
殉
国
荃
廬
居
士
」
を
園
田
湖
城
が
揮
毫
す
る
。（『
印
印
』64

）

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
年
）
丙
戌
　
没
後
一
年

一
一
月
三
日
　
尚
友
会
編
『
二
金
蝶
堂
遺
墨
』
刊
行
、
荃
廬
旧
蔵
の
趙
之
謙
書
画
刻
印
一
二
二
点
を
掲
載
。

第
一
回
朝
聞
会
展
で
の
写
真
（
前
出
『
大
東
書
道
』

二
〇
〇
八
年
一
月
号
）
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一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
年
）
丁
亥
　
没
後
二
年

三
月
九
日
　
東
京
芝
増
上
寺
に
て
三
回
忌
法
要
が
営
ま
れ
、
記
念
品
と
し
て
印
影
ハ
ガ
キ
四
枚
（「
荃
廬
先
生
三
周
忌
辰
追
薦
会
紀
念
」）

が
配
布
さ
れ
る
。『
先
師
荃
廬
先
生
刻
印
』（『
継
述
堂
印
存
』）
が
成
譜
さ
れ
る
。（
83
）

八
月
　
小
林
斗
盦
が
河
井
章
石
よ
り
荃
廬
直
筆
の
呉
昌
碩
宛
書
簡
草
稿
等
を
譲
り
受
け
る
。（
2
）

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
辛
卯
　
没
後
六
年

三
月
一
一
日
　
京
都
河
原
町
清
浄
華
院
御
墓
所
に
て
荃
廬
七
回
忌
法
要
が
行
わ
れ
る
。
各
地
の
印
人
が
多
数
参
会
し
、
遺
墨
の
展
観
、
故

人
を
偲
ぶ
座
談
会
等
を
行
う
。（『
印
印
』82

）

こ
の
頃
　『
荃
廬
先
生
印
存
』
の
計
画
が
始
ま
る
。（
4
）

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
丙
申
　
没
後
一
一
年

一
二
月
二
〇
日
　『
荃
廬
印
譜
』
上
下
冊
刊
行
（
白
紅
社
）。

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
丁
酉
　
没
後
一
二
年

こ
の
年
、「
河
井
荃
廬
先
生
追
薦
会
」
が
営
ま
れ
、
河
井
荃
廬
の
建
墓
が
尚
友
会
に
よ
り
発
議
さ
れ
る
。（
6
）（
83
）

五
月
一
日
　『
近
代
書
道
グ
ラ
フ
』
五
号
「
河
井
荃
廬
篆
刻
集
」
刊
行
（
近
代
書
道
研
究
所
）。

一
二
月
一
〇
日
　『
荃
廬
印
譜
』
続
集
刊
行
（
白
紅
杜
）。

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
戊
戌
　
没
後
一
三
年

三
月
二
二
日
　『
印
奴
』
第
一
集
「
河
井
荃
廬
号
」
刊
行
（
白
紅
社
）。

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
癸
丑
　
没
後
一
八
年

四
月
　『
再
続
荃
廬
印
譜
』
刊
行
（
白
紅
社
）。

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
甲
寅
　
没
後
一
九
年

四
月
　
遺
骨
を
清
浄
華
院
よ
り
東
京
に
移
す
。（
6
）（
83
）

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
丙
辰
　
没
後
二
一
年

三
月
三
一
日
　
尚
友
会
編
『
荃
廬
先
生
印
存
』
刊
行
（
二
玄
杜
）。

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
戊
午
　
没
後
二
三
年

五
月
二
五
日
　
西
川
寧
編
『
河
井
荃
廬
の
篆
刻
』
刊
行
（
二
玄
社
）。

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
己
巳
　
没
後
三
四
年

一
〇
月
一
日
　
東
京
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
の
天
徳
寺
に
印
聖
高
芙
蓉
の
墓
石
と
並
ん
で
河
井
荃
廬
の
墓
が
建
立
。
法
名
を
「
宝
書
龕
継
述

荃
廬
居
士
」
と
改
め
る
。（
6
）（
83
）

河
井
荃
廬
先
生
墓
拓
本
（
前
出
『
高
芙
蓉
・
河
井
荃

廬
両
先
生
塋
域
完
成
記
念
冊
』）

〈
年
表
作
成
の
典
拠
と
し
た
主
要
出
版
物
・
原
文
〉　
＊
通
し
番
号
は
、
年
表
中
の
（
　
）
付
き
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。

（
1
）
須
羽
源
一
「
河
井
荃
廬
翁
の
生
い
た
ち
と
そ
の
学
問
」
中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
篆
刻
』
一
九
六
六
年
・
二
玄
社
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（
2
）
西
川
寧
『
河
井
荃
廬
の
篆
刻
』
一
九
七
八
年
・
二
玄
社

（
3
）
松
丸
東
魚
「
河
井
荃
廬
略
伝
」『
印
奴
』
第
一
集
・
一
九
五
八
年
・
白
紅
社

（
4
）
尚
友
会
編
『
荃
廬
先
生
印
存
』
一
九
七
六
年
・
二
玄
社

（
5
）
平
野
宣
東
編
『
平
安
紀
念
印
集
』
一
八
九
五
年

（
6
）『
高
芙
蓉
・
河
井
荃
廬
　
両
先
生
塋
域
完
成
記
念
冊
』
一
九
八
九
年
・
尚
友
会

（
7
）『
書
論
』
第
三
二
号
・
二
〇
〇
一
年
・
書
論
編
集
室

（
8
）
川
内
伯
豐
「
杭
州
で
発
見
　
河
井
荃
廬
印
譜
『
日
本
何
井
僊
郎
印
譜
』」『
書
道
会
』
二
〇
一
五
年
七
月
号
・
藤
樹
社

（
9
）
丁
輔
之
『
鶴
廬
老
人
遺
印
』
二
〇
一
一
年
・
西
泠
印
社
出
版
社

（
10
）『
近
代
四
家
印
選
』
二
〇
〇
六
年
・
扶
桑
印
社

（
11
）
羅
振
玉
「
扶
桑
両
月
記
」『
羅
振
玉
学
術
論
著
集
』
第
十
一
集
・
羅
継
祖
主
編
・
二
〇
一
三
年
・
上
海
古
籍
出
版

（
12
）「
河
井
荃
廬
訪
中
日
記
」『
書
論
』
第
三
〇
号
・
一
九
九
八
年
・
書
論
編
集
室

（
13
）
佐
藤
祐
豪
編
『
現
代
書
作
家
生
年
別
名
鑑
』
一
九
五
八
年
・
六
合
書
房

（
14
）『
西
泠
印
社
展
』
一
九
八
八
年
・
読
売
新
聞
社

（
15
）『
西
泠
印
社
志
稿
』
一
九
五
七
年
・
西
泠
印
社

（
16
）「
訳
注
西
泠
印
社
記
」『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
六
号
・
二
〇
〇
三
年
・
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会 

（
17
）
北
川
博
邦
「
新
聞
紙
上
の
篆
刻
欄
」『
近
代
日
本
の
書
』
一
九
八
四
年
・
芸
術
新
聞
社

（
18
）
松
村
茂
樹
『
呉
昌
碩
研
究
』
二
〇
〇
九
年
・
研
文
出
版

（
19
）
中
西
慶
爾
『
比
田
井
天
来
伝
』
一
九
八
六
年
・
木
耳
社

（
20
）
近
藤
高
史
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和 

書
道
史
年
表
』
一
九
八
五
年
・
木
耳
社

（
21
）「
回
顧
　
河
井
荃
慮マ

マ

氏
に
聴
く
　
談
書
会
、
書
勢
の
思
出
」『
書
道
新
聞
』
第
二
〇
号
・
一
九
三
五
年
・
書
道
新
聞
社

（
22
）
中
西
慶
爾
『
日
下
部
鳴
鶴
伝
』
一
九
八
四
年
・
木
耳
社

（
23
）
羅
振
玉
「
扶
桑
再
遊
記
」
前
出
『
羅
振
玉
学
術
論
著
集
』
第
十
一
集

（
24
）「
三
村
竹
清
日
記
　
不
秋
草
堂
日
暦
（
一
）」『
演
劇
研
究
』 

第
一
六
号
・
一
九
九
三
年
・
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

（
25
）「
翻
刻
『
春
城
日
誌
』（
二
〇
）
─
『
双
魚
堂
起
居
注
』
大
正
二
年
一
月
～
六
月
─
」『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
五
〇
号
・
二
〇
〇
三
年
・

早
稲
田
大
学
図
書
館

（
26
）
前
出
「
不
秋
草
堂
日
暦
」
の
（
二
）、
第
一
七
号
・
一
九
九
四
年

（
27
）
同
右
の
（
三
）、
第
一
八
号
・
一
九
九
五
年

（
28
）
同
右
の
（
四
）、
第
一
九
号
・
一
九
九
六
年

（
29
）
同
右
の
（
五
）、
第
二
〇
号
・
一
九
九
七
年

（
30
）
同
右
の
（
六
）、
第
二
一
号
・
一
九
九
八
年

（
31
）
同
右
の
（
七
）、
第
二
二
号
・
一
九
九
九
年

（
32
）
富
田
淳
「
槐
安
居
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
聴
氷
閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
─
高
島
菊
次
郎
氏
と
三
井
高
堅
氏
─
」『
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
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と
未
来
』
二
〇
一
二
年
・
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会

（
33
）
前
出
「
不
秋
草
堂
日
暦
」
の
（
九
）、
同
誌
第
二
四
号
・
二
〇
〇
一
年

（
34
）
同
右
の
（
一
〇
）、
第
二
五
号
・
二
〇
〇
二
年

（
35
）
同
右
の
（
一
一
）、
第
二
六
号
・
二
〇
〇
三
年

（
36
）
同
右
の
（
一
三
）、
第
二
八
号
・
二
〇
〇
五
年

（
37
）
同
右
の
（
一
四
）、
第
二
九
号
・
二
〇
〇
六
年

（
38
）
同
右
の
（
一
五
）、
第
三
〇
号
・
二
〇
〇
七
年

（
39
）
同
右
の
（
一
七
）、
第
三
二
号
・
二
〇
〇
九
年

（
40
）
松
丸
長
「
解
説
」『
荃
廬
印
譜
』
下
冊
・
一
九
五
六
年
・
白
紅
社

（
41
）
前
出
「
不
秋
草
堂
日
暦
」
の
（
一
八
）、
第
三
三
号
・
二
〇
一
〇
年

（
42
）
同
右
の
（
一
九
）、
第
三
四
号
・
二
〇
一
一
年

（
43
）
西
嶋
慎
一
「
広
風
姿
花
伝
Ⅱ
㊻  

吉
田
苞
竹
2  

戊
辰
書
道
会
陳
列
参
考
品
」『
大
東
書
道
』
二
〇
一
九
年
五
月
号
・
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所

（
44
）
下
田
章
平
「
菊
池
惺
堂
日
記
第
二
冊
」『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
二
〇
号
・
二
〇
一
九
年
・
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会

（
45
）『
平
凡
社
六
十
年
史
』
一
九
七
四
年
・
平
凡
社

（
46
）
佐
藤
祐
豪
『
東
方
書
道
会
史
』
一
九
八
四
年
・
六
合
書
房

（
47
）
松
本
芳
翠
『
臨
池
六
十
年
』
一
九
六
二
年
・
二
玄
社

（
48
）
佐
藤
祐
豪
編
『
現
代
書
作
家
生
年
別
名
鑑
』
一
九
五
八
年
・
六
合
書
房

（
49
）
前
出
「
不
秋
草
堂
日
暦
」
の
（
二
四
）、
第
三
九
号
・
二
〇
一
五
年

（
50
）
同
右
の
（
二
五
）、
第
四
〇
号
・
二
〇
一
六
年

（
51
）
同
右
の
（
二
六
）、
第
四
一
号
・
二
〇
一
七
年

（
52
）
董
康
『
書
舶
庸
譚
』
巻
七
・
二
〇
一
三
年
・
中
華
書
局
。「
傍
晩
、
野
本
偕
村
田
来
、
約
赴
緑
風
荘
夜
宴
、
順
道
為
田
中
賀
年
、
欲
拉
同
行
、
辞

以
小
恙
。
緑
風
荘
為
日
本
式
之
支
那
料
理
、
長
廊
広
畳
、
令
人
心
曠
神
恰
。
河
井
仙
郎
継
至
、
此
君
工
鉄
筆
、
廔
客
海
上
、
為
雪
堂
叟
之
旧
友
。
久

耳
其
名
、
曽
用
高
寸
許
之
田
白
託
京
都
書
友
巧
丐
其
刻
篆
、
嗣
其
人
身
故
、
無
従
査
詢
。
今
因
年
齢
高
、
刻
印
謝
不
作
矣
。
評
論
当
代
書
画
家
、
多

与
余
合
、
尤
不
以
呉
昌
碩
派
為
然
、
可
見
賞
鑑
自
有
真
也
」。

（
53
）
林
熊
光
著
述
・
高
峰
編
集
・
林
昌
子
校
閲
『
朗
庵
過
眼
録
』
二
〇
一
七
年
・
神
保
町
摩
訶
書
林
。「
到
河
井
先
生
処
将
硯
拓
本
嘱
其
鑑
定
取
捨
」。

（
54
）
同
右
。「
訪
河
井
先
生
上
海
金
君
寄
鄺
露
寄
天
風
吹
夜
泉
硯
及
馮
登
府
拓
本
題
跋
冊
来
」。

（
55
）
同
右
。「
午
後
再
訪
河
井
先
生
函
金
君
鄺
硯
出
価
三
百
五
十
円
」。

（
56
）
藤
原
楚
水
『
図
解
書
道
史
』
第
一
巻
月
報
・
一
九
七
一
年
・
省
心
書
房

（
57
）
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』。「
夜
訪
河
井
荃
廬
先
生
適
上
海
金
君
亦
来
」。

（
58
）
権
田
瞬
一
「
河
井
荃
廬
旧
蔵
中
国
書
画
目
録
稿
」『
大
東
書
道
研
究
』 

第
十
八
号
・
二
〇
一
〇
年
・
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所

（
59
）
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』。「
早
到
河
井
先
生
処
観
金
氏
寄
售
書
画
有
張
大
風
人
物
高
其
佩
筆
画
人
物
頗
佳
」。

（
60
）
同
右
。「
三
時
半
赴
晩
翠
軒
山
本
次
峰
中
村
不
折
河
井
仙
郎
諸
先
生
均
在
観
不
展
之
宋
元
書
画
冊
真
偽
相
雑
可
惜
借
董
其
昌
仿
楊
昇
峒
関
蒲
雪
図
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及
張
照
梅
花
」。

（
61
）
同
右
。「
午
後
訪
文
求
堂
以
四
百
八
十
金
購
趙
之
謙
双
鉤
漢
碑
一
冊
又
訪
河
井
先
生
以
趙
冊
以
示
之
極
喜
云
欲
複
製
云
」。

（
62
）
同
右
。「
大
兄
送
鄭
板
橋
書
代
一
五
〇
金
来
飯
後
訪
河
井
先
生
看
蒲
作
英
遺
印
三
十
余
顆
材
太
壊
」。

（
63
）
同
右
。「
午
後
訪
河
井
荃
廬
先
生
雑
談
復
見
化
度
寺
碑
河
井
先
生
似
未
賛
許
」。

（
64
）
同
右
。「
午
后
到
河
井
家
示
以
石
谷
冊
大
為
賛
賞
」。

（
65
）
同
右
。「
訪
河
井
先
生
談
発
行
印
譜
雑
誌
事
」。

（
66
）
同
右
。「
午
后
赴
河
井
先
生
処
示
以
劉
松
年
巻
云
李
東
隅
跋
非
真
還
川
合
劉
巻
」。

（
67
）
同
右
。「
午
赴
晩
翠
軒
河
井
先
生
為
主
山
崎
常
盤
井
上
諸
君
唱
白
社
将
発
行
欣
賞
」。

（
68
）
同
右
。「
赴
河
井
先
生
処
交
其
影
印
及
掲
載
書
画
財
料
前
将
軍
印
先
生
云
雖
不
是
偽
恐
是
六
朝
末
辺
地
之
物
也
」。

（
69
）
同
右
。「
下
午
訪
河
井
先
生
示
以
異
魚
図
巻
」。

（
70
）
同
右
。「
下
午
訪
河
井
先
生
示
以
漢
印
惟
公
孫
姓
璽
一
顆
云
有
研
究
価
値
云
々
」。

（
71
）
同
右
。「
午
后
河
井
先
生
商
起
藁
日
本
現
存
唐
宋
名
家
墨
迹
事
」。

（
72
）
同
右
。「
早
訪
荃
廬
示
以
原
稿
受
其
注
意
添
増
唐
摹
右
軍
大
令
帖
数
種
及
米
四
帖
一
種
」。

（
73
）『
小
林
斗
盦
篆
刻
作
品
集
』
一
九
七
五
年
・
谷
川
商
事
株
式
会
社

（
74
）『
斗
盦
印
選
』
一
九
九
八
年
・
北
斗
文
会

（
75
）
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』。「
午
后
訪
河
井
先
生
留
示
鄧
完
白
印
云
或
不
仮
取
帰
胡
鼻
山
印
」。

（
76
）
同
右
。「
早
訪
河
井
先
生
示
以
蔡
忠
恵
冊
云
雖
未
敢
言
的
真
然
亦
不
可
軽
棄
」。

（
77
）
同
右
。「
早
訪
河
井
仙
郎
先
生
交
給
呂
西
村
伝
藁
并
参
考
品
示
稲
垣
君
托
鑑
定
之
印
二
対
云
乃
其
師
篠
田
芥
津
為
大
谷
勝
尊
師
所
刻
者
午
稲
垣
君

来
還
其
印
沼
尻
来
交
与
江
藤
君
所
托
改
裱
之
払
画
外
卞
文
瑜
石
庵
冊
斉
白
石
小
幀
等
改
裱
」。

（
78
）
同
右
。「
訪
河
井
先
生
取
回
鄧
完
白
印
先
生
鑑
定
是
真
」。

（
79
）
同
右
。「
晩
至
河
井
先
生
処
趙
画
仍
是
文
画
趙
題
者
非
之
謙
筆
」。

（
80
）
同
右
。「
在
山
本
書
店
候
稲
垣
君
来
同
至
河
井
先
生
処
稲
垣
君
以
其
蔵
大
谷
氏
遺
印
求
其
鑑
定
」。

（
81
）
同
右
。「
十
時
稲
垣
君
来
同
訪
河
井
先
生
代
稲
垣
君
託
先
生
作
篠
田
芥
津
印
譜
事
」。

（
82
）
同
右
。「
九
時
半
稲
垣
君
来
同
其
訪
河
井
先
生
借

村
硯
帰
石
有
瞿
中
溶
蓋
有
張
叔
未
銘
細
看
恐
是
覆
刻
者
也
」。

（
83
）
西
嶋
慎
一
『
風
姿
花
伝
　
書
を
と
り
ま
く
100
の
回
想
』
二
〇
一
五
年
・
芸
術
新
聞
社

（
84
）
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』。「
午
后
訪
河
井
先
生
適
臥
病
不
晤
呉
譲
之
硯
求
其
鑑
定
」。

（
85
）
同
右
。「
早
稲
垣
君
来
同
訪
河
井
先
生
仍
適
臥
病
不
晤
呉
譲
之
硯
求
其
鑑
定
」。

（
86
）
同
右
。「
午
后
訪
河
井
先
生
還
紀
暁
嵐
大
冊
子
借
遺
集
」。

（
87
）「
現
代
の
巨
匠
㉓
小
林
斗
盦
」『
墨
』
第
五
九
号
・
一
九
八
六
年
・
芸
術
新
聞
社

（
88
）
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』。「
早
至
九
段
河
井
先
生
処
近
隣
均
成
焦
土
先
生
焚
死
道
傍
可
憐
可
哀
屍
由
区
役
所
人
収

夫
人
外
唯
余
一
人
在
傍
助
其

夫
人
搬
物
至
曹
秋
舫
宅
顔
寓
火
至
隔
壁
而
止
幸
無
恙
」。

（
89
）
前
出
『
朗
庵
過
眼
録
』。「
午
后
至
河
井
先
生
焼
跡
逢
松
尾
新
井
両
君
」。



155 河井荃廬研究年表

　
　
　
お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
に
荃
廬
の
生
涯
に
わ
た
る
業
績
を
総
括
し
た
も
の
と
し
て
、
須
羽
源
一
「
河
井
荃
廬
翁
の
生
い
た
ち
と
そ
の
学

問
」、
西
川
寧
「
河
井
荃
廬
先
生
の
こ
と
」（『
書
品
』
七
八
号
・
一
九
五
七
年
・
東
洋
書
道
協
会
）、
小
林
斗
盦
「
河
井
荃
廬
展

の
開
催
に
当
っ
て
」（『
河
井
荃
廬
展
』
一
九
九
五
年
・
篆
刻
美
術
館
）
が
あ
る
。
ま
た
、
刻
印
に
お
け
る
作
風
の
変
遷
に
つ
い

て
も
日
中
の
研
究
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
稿
者
は
、
今
回
の
事
績
整
理
と
年
譜
作
成
に
よ
り
、
荃
廬
の
業
績
は
以
下
の
六
期
に
分
類
で
き
る
と
考
え
る
。

第
一
期
　
一
八
八
九
年
（
一
九
歳
）
～
九
七
年
（
二
七
歳
）

　
最
も
多
作
な
時
期
で
あ
る
。
若
年
時
の
集
中
力
を
も
っ
て
数
多
く
の
印
を
刻
し
て
い
る
。
当
時
流
行
し
て
い
た
徐
三
庚
や

趙
之
謙
の
作
風
を
目
に
し
、
そ
の
刻
風
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
熱
気
に
溢
れ
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。

第
二
期
一
八
九
八
年
（
二
八
歳
）
～
一
九
〇
二
年
（
三
二
歳
）

　
呉
昌
碩
と
の
交
流
に
み
ら
れ
る
清
国
の
印
人
へ
の
憧
憬
と
西
泠
印
社
へ
の
参
画
に
注
力
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。

第
三
期
　
一
九
〇
三
年
（
三
三
歳
）
～
〇
九
年
（
三
九
歳
）

　
東
京
に
居
を
移
し
、
篆
刻
の
普
及
に
励
む
。
新
聞
『
日
本
』
や
後
継
の
『
日
本
及
日
本
人
』
に
お
い
て
篆
刻
作
品
の
選
定

と
掲
載
、
作
品
に
対
す
る
講
評
を
行
い
、
篆
刻
の
見
方
や
刻
印
へ
の
古
典
の
応
用
の
仕
方
等
、
短
文
な
が
ら
作
品
の
要
諦
を

示
し
た
。
ま
た
、
丁
未
印
社
や
明
治
印
学
会
を
創
設
し
篆
刻
の
啓
蒙
に
努
め
る
。

第
四
期
　
一
九
一
〇
年
（
四
〇
歳
）
～
二
九
年
（
五
九
歳
）

　『
書
苑
』、『
書
道
及
畫
道
』、『
談
書
會
誌
・
談
書
會
集
帖
』、『
書
勢
』、『
藝
苑
』
な
ど
に
収
蔵
品
を
提
供
し
、
い
く
つ
も
の

雑
誌
を
介
し
て
書
壇
に
中
国
書
画
の
名
品
を
普
及
す
べ
く
奔
走
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
篆

刻
（
印
章
）
に
関
す
る
著
述
を
寄
稿
す
る
な
ど
斯
界
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

第
五
期
　
一
九
三
〇
年
（
六
〇
歳
）
～
三
四
年
（
六
四
歳
）

　
戦
前
版
『
書
道
全
集
』
を
は
じ
め
、
平
凡
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
多
く
の
書
道
関
係
書
籍
の
監
修
者
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
、
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同
社
の
雑
誌
『
書
藝
』
で
の
四
回
に
わ
た
る
座
談
会
で
は
威
容
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。
書
道
界
の
要
職
に
も
就
き
、
書
壇
印
壇

を
先
導
し
て
い
く
。

第
六
期
　
一
九
三
五
年
（
六
五
歳
）
～
四
五
年
（
七
五
歳
）

　
編
集
顧
問
を
務
め
る
『
書
菀
』（
主
幹
は
藤
原
楚
水
）
が
刊
行
さ
れ
た
頃
で
、自
身
の
収
蔵
品
や
書
学
を
同
誌
を
介
し
、日
本

に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。
ま
た
、『
好
古
』
で
骨
董
界
、『
南
畫
鑑
賞
』
で
画
壇
と
い
っ

た
書
壇
印
壇
以
外
に
も
中
国
書
画
の
浸
透
を
促
す
べ
く
尽
力
し
て
い
た
。

　
以
上
、
可
能
な
限
り
荃
廬
の
事
績
を
探
求
、
整
理
し
年
譜
の
作
成
を
試
み
た
。
も
ち
ろ
ん
遺
漏
や
誤
謬
も
多
々
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
反
省
点
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
さ
ら
に
日
本
だ
け
で
な
く
中
国
に
お
け
る
足
取
り
と
交
友
関
係
を
詳
細
に
調
査
し
、

荃
廬
の
人
物
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
き
た
い
。

〈
河
井
荃
廬
著
作
目
録
〉

○
著
述
・
談
話
（
文
章
、
談
話
、
撰
文
、
解
説
）

「
篆
刻
」「
篆
刻
当
選
」『
日
本
』
一
九
〇
五
～
〇
七
年
・
日
本
新
聞
社

「
鉄
筆
一
斑
」「
帛
魚

=

」『
日
本
及
日
本
人
』
一
九
〇
七
～
〇
九
年
・
政
教
社

「
篆
刻
瑣
言
」『
日
本
及
日
本
人
』
一
九
〇
八
～
〇
九
年
・
政
教
社

「
続
書
論
是
非
　
不
折
氏
の
「
書
談
」
を
読
み
て
」『
手
紙
雜
誌
』
第
八
巻
第
一
号
・
一
九
〇
七
年
・
手
紙
雜
誌
社

「
書
談
を
読
み
て
」『
繪
畫
叢
誌
』
二
六
一
号
・
一
九
〇
九
年
・
東
洋
繪
畫
會

「
篆
刻
瑣
言
　
丁
敬
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
五
〇
二
号
・
一
九
〇
九
年
・
政
教
社

「
篆
刻
瑣
言
　
蔣
仁
・
黄
易
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
五
〇
三
号
（
前
出
同
年
）

「
篆
刻
瑣
言
　
奚
岡
・
陳
豫
鍾
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
五
〇
四
号
（
前
出
同
年
）

「
篆
刻
瑣
言
　
陳
鴻
寿
・
趙
之
琛
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
五
〇
五
号
（
前
出
同
年
）

「
篆
刻
瑣
言
　
銭
松
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
五
〇
六
号
（
前
出
同
年
）

「
篆
刻
瑣
言
　
摹
印
述
一
～
十
四
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
五
一
四
～
五
二
七
号
（
前
出
同
年
）

「
書
画
に
於
け
る
篆
刻
の
調
和
」『
日
本
美
術
』
一
二
一
号
・
一
九
一
一
年

「
宋
拓
戯
魚
堂
帖
」『
繪
畫
叢
誌
』
二
八
九
号
・
一
九
一
一
年
・
東
洋
繪
畫
會

「
序
文
」『
印
章
備
正
』
山
田
寒
山
校
訂
・
一
九
一
二
年
・
民
友
社

「
印
章
の
来
歴
」『
美
術
之
日
本
』
八
―
三
・
一
九
一
六
年
・
審
美
書
院

「
印
章
の
沿
革
（
中
井
敬
所
稿
・
河
井
荃
廬
訂
）」『
書
道
及
畫
道
』
一
―
二
・
一
九
一
六
年
・
書
道
及
畫
道
社
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「
印
章
瑣
談
」『
書
畫
骨
董
雜
誌
』
一
一
三
号
・
一
九
一
七
年
・
書
畫
骨
董
雜
誌
社

「
書
・
画
・
篆
刻
三
絶
」『
書
道
』
一
―
一
・
一
九
二
八
年
・
日
本
書
道
作
振
会

「
篆
刻
の
沿
革
及
現
状
」『
書
道
名
鑑
』
一
九
二
八
年
・
美
術
日
報
出
版
部

「
翁
と
十
七
帖
」『
書
契
』
二
巻
四
号
・
一
九
三
二
年
・
泰
麓
書
道
会

「
書
聖
弘
法
大
師
を
語
る
」『
書
藝
』
第
三
巻
第
十
号
・
一
九
三
三
年
・
平
凡
社

「
篆
刻
を
語
る
」『
書
藝
』
第
三
巻
第
十
一
号
（
前
出
同
年
）

「
支
那
趣
味
座
談
会
」『
書
藝
』
第
四
巻
第
二
号
・
一
九
三
四
年
・
平
凡
社

「
楊
守
敬
を
語
る
座
談
会
」『
書
藝
』
第
四
巻
第
十
一
号
（
前
出
同
年
）

「
創
刊
の
言
葉
　
万
難
を
排
し
て
」『
書
道
新
聞
』
第
一
号
・
一
九
三
四
年
・
書
道
新
聞
社

「
清
朝
南
畫
家
之
一
瞥
」『
南
畫
鑑
賞
』
第
四
巻
四
月
号
・
一
九
三
五
年
・
南
畫
鑑
賞
會

「
回
顧
　
河
井
荃
慮マ

マ

氏
に
聴
く
　
談
書
會
、
書
勢
の
思
出
」『
書
道
新
聞
』
第
二
十
号
・
一
九
三
五
年
・
書
道
新
聞
社

「
京
都
時
代
　
河
井
荃
廬
翁
の
む
か
し
話
（
上
）」『
書
壇
新
報
』
第
六
号
・
一
九
三
五
年
・
書
壇
新
報
社

「
渡
支
前
後
　
河
井
荃
廬
翁
の
む
か
し
話
（
下
）」『
書
壇
新
報
』
第
七
号
（
前
出
同
年
）

「
石
涛
に
就
い
て
・
疑
点
二
題
」『
南
畫
鑑
賞
』
第
四
巻
十
月
号
（
前
出
同
年
）

『
千
字
文
考
正
』
巻
頭
言
二
種
（
孫
呂
吉
謙
益
原
注
・
茅
原
東
学
刪
定
并
訳
文
）
一
九
三
六
年
・
東
学
社

「
支
那
名
畫
寶
鑑
の
出
現
」『
學
鐙
』
十
一
月
号
・
一
九
三
六
年
・
丸
善
株
式
会
社

「
作
品
解
説
」『
好
古
』
一
九
三
八
～
三
九
年
・
日
本
美
術
社

「
呉
昌
碩
と
王
一
亭
」『
書
畫
骨
董
雜
誌
』
三
八
七
号
・
一
九
四
〇
年
・
書
畫
骨
董
雜
誌
社

○
編
・
共
編
・
監
修

『
亀
甲
獣
骨
文
字
』
全
二
巻
・
一
九
一
八
年
・
法
書
會
出
版
部

『
書
道
全
集
』
全
二
十
七
巻
・
一
九
三
〇
～
三
二
年
・
平
凡
社

『
和
漢
名
家
習
字
本
大
成
』
全
四
十
二
冊
・
一
九
三
三
～
三
五
年
・
平
凡
社

『
弘
法
大
師
真
蹟
全
集
』
全
十
八
巻
・
一
九
三
四
～
三
五
年
・
平
凡
社

『
和
様
手
本
大
成
』
全
十
二
函
二
十
四
帖
・
一
九
三
四
～
三
五
年
・
平
凡
社

『
書
道
全
集
』（
和
装
）
全
二
十
六
巻
・
一
九
三
五
～
三
六
年
・
平
凡
社

『
支
那
名
畫
寶
鑑
』
一
九
三
六
年
・
大
塚
巧
藝
社

『
千
字
文
十
種
』
全
七
函
十
四
冊
・
一
九
三
六
～
三
七
年
・
平
凡
社

『
支
那
南
畫
大
成
』
十
六
巻
・
一
九
三
五
～
三
六
年
・
興
文
社

『
同
解
説
』
六
巻
・
一
九
三
五
～
三
六
年
・
興
文
社

『
同
續
集
』
三
巻
・
一
九
三
六
～
三
七
年
・
興
文
社

『
同
補
遺
』
一
巻
・
一
九
三
六
～
三
七
年
・
興
文
社
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『
國
譯
書
論
集
成
』
全
十
二
巻
・
東
学
社
・
一
九
三
七
～
三
八
年

『
支
那
墨
蹟
大
成
』
全
十
二
巻
・
一
九
三
七
～
三
八
年
・
興
文
社

『
增
訂
寰
宇
貞
石
圖
』
全
四
冊
・
一
九
三
九
年
・
興
文
社

『
書
體
大
字
典
』
全
十
二
巻
・
一
九
三
九
～
四
〇
年
・
平
凡
社

『
談
書
會
誌
・
談
書
會
集
帖
』
全
百
号
・
一
九
〇
九
～
二
七
年
・
談
書
會

『
大
東
美
術
』
全
十
二
冊
・
一
九
二
五
～
二
七
年
・
大
東
美
術
振
興
会

『
支
那
名
家
墨
蹟
』
全
三
冊
・
一
九
三
四
～
三
六
年
・
晩
翠
軒

『
清
人
隷
書
集
』
全
四
冊
・
一
九
三
七
年
・
晩
翠
軒

『
書
菀
』
全
八
十
四
冊
・
一
九
三
七
～
四
四
年
・
三
省
堂

〈
収
蔵
品
掲
載
雑
誌 

─
図
版
提
供
を
行
っ
た
も
の
─ 

〉

『
東
洋
藝
術
　
名
品
綜
覧
』
美
術
資
料
刊
行
会

『
書
道
及
畫
道
』
書
道
及
畫
道
社

『
談
書
會
誌
・
談
書
會
集
帖
』
談
書
會

『
書
苑
』
法
書
會

『
書
勢
』
大
同
書
會

『
藝
苑
』
帝
国
美
術
社

『
書
藝
』
平
凡
社

『
美
術
寫
真
畫
報
』
博
文
館

『
興
亜
書
報
』
興
亜
書
道
聯
盟

『
南
畫
鑑
賞
』
南
畫
鑑
賞
會

『
好
古
』
日
本
美
術
社

『
詩
書
畫
』
談
藝
社

『
書
菀
』
三
省
堂
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西暦 年齢 月日 印文 辺款・識語
（季節）

1891 21 1.17 熊谷家印（朱文） 川井得
1892 22 5 朴泳孝印（白文）　瓠船（朱文）　 川井得

初夏 朴泳孝印（朱白相間印）　子純氏（朱文）（両面印）　 〈萇生河井仙郎〉
7 雲窓之印（白文）　伊東氏（朱文）　大塊仮我（白文） 荃楼川井得
8 臣卯兵衛（白文）　山子春氏（朱文）（両面印） 〈仙郎〉
9 伊奈波神社々務所之印（朱文）　伊奈波神社会計係印（朱文） （識語の筆跡より）

10.7 岡田釧印（白文）　雪堂（朱文） 川井得
10 朴小菴（朱文） 荃楼川井得
〃 巌谷修印（白文） 〈川井得〉
〃 金栗道人（朱文） 〈荃楼作〉
〃 長耳（朱文） 〈仙郎〉
〃 塩谷其印（白文） 〈川井得〉
〃 子華（朱文） 〈仙楼作〉
11 清白家風（朱白相間印） 〈荃楼〉
〃 有情痴（白文） 〈荃楼作〉

1893 23 11 公敬私印（白文）　子華（朱文） 〈得〉〈荃楼〉
12 下 大谷勝真（白文）　翠芳（朱文） 〈川井得篆〉〈荃楼作〉
12 朴泳孝印（朱白相間印）　子純印（朱文）　紹隆三宝（朱文）　 川井僊郎

1895 25 6 小衰（朱文） 荃楼生
10 春犁（朱文） 〈荃楼〉
〃 布袋盦（朱文） 荃楼生作

11 下 晃印（白文）　九華（朱文） 荃楼
1896 26 2 熊谷直之（朱白相間印）　直之（朱文） 荃楼得刻

5 上 文求堂（朱文） 〈荃楼作〉
5 下 妙心寺派議事前田誠節（朱文）　妙心寺派議事釈等顧章（朱文） 井得、刻於今是艸堂
5 妙心寺派執事関鉄堂印（朱文）　妙心寺派執事稲葉元厚（朱文） 作於今是艸堂、荃楼得

7 下 凌霜盦（朱文） 荃楼河井得
7 晦堂（朱文） 荃楼生、作於今是艸堂

8 中 北米州文人武威印（朱文） 荃楼生作
8 北米州文人武威印（朱文） 日本河井得刻
〃 （平野宜東住所印） 荃楼生、擬魏始平公造象記

9 望 金栗（朱文）　古楳（朱文） 荃楼得
9 中 一六居士（白文）　古梅（朱文） 河井得
10 上 碧泉（朱文） 荃楼生、作於今是艸堂
10 易堂（朱文） 荃楼生得
〃 鼎印（白文）　易堂（朱文）（連珠印） 〈得〉
〃 森川英絢（朱白相間印） 〈得〉
〃 全国絵画共進会々頭印（朱文） 荃楼生得
〃 方竹山房（朱文） （為書の筆跡より）
〃 新町三井家（朱文、楷書） 荃楼生、河井得作

10 下 竹泉（朱文） 荃楼生得作
11 許身奉国（白文）　 〈弟仙郎并拝〉
〃 暗中出牛（白文） 〈荃楼更刻〉

11 下 阪本登字香升（白文）　泰山生（朱文） 荃楼生作
12 景年（朱文） 荃楼生得
〃 片岡政印（朱白相間印）　三軒居士（朱文）　酔禅（朱文） 荃廔得

1897 27 1.1 鳩居（朱文、楷書） 荃廔得
2.3 下邨郷印（白文）　柳外書画（朱文） 〈河井得〉
2 下 巌谷一六（朱文、楷書） 荃廔河井得
〃 邨連吉（朱文、楷書） 荃廔河井得
3.5 （手島知徳住所印） 荃廔河井得
3 中 全国絵画共進会幹事印（朱文） 荃廔得作

【附表 1】荃廬の刻印
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3 虹外（朱文、楷書） 〈荃廔〉
〃 今井兼正（白文）　碧泉生（朱文） 作於忘荃楼、井得

3 下 源雅文印（白文）　子文甫（朱文） 荃廔河井得
4.4 画神堂（朱文） 〈荃廔得作〉
4.6 址（朱文） 荃廔生
首夏 今尾景年（朱文） 荃廔河井得
4 下 寛道（白文）　不孤庵（朱文） 荃廔河井得

5 初吉 審査長岡倉覚三（白文）　 河井得
仲夏 柳外翰墨（白文）　田寛之印（朱文） 荃廔河井得
〃 孝嶺（白文） 荃廔河井得
〃 前川長印（白文）　孝嶺所画（朱文） 忘荃廔主人、得

観蓮節 聖華房（朱文） 忘荃廔主人、得
〃 无我（朱文） 荃廔河井得
〃 景年（朱文） 荃廔河井得
6 正四位勳三等巌谷修（白文）　貴族院議員錦鶏間祗候（朱文） 河井得
〃 貞字子堅（白文）　雲外生（朱文） 荃廔河井得

夏日 鶴伴堂（朱文） 作於忘荃楼、得
〃 愚庵（朱文、楷書） 〈荃廔河井得〉

除夕 万巻堂記（朱文、楷書） 荃廔
1898 28 1 鉄眼（白文）　愚闇（朱文） 〈得〉〈荃廔作〉

〃 吉井新印（朱白相間印）　李徯（朱文） 〈河井得〉〈荃廔生〉

3 星舫（朱文） 〈知幻道人、河井得、作於
忘荃廔〉

首夏 旭野坐章（白文）　懐成学僣（朱文）　上善如水（白文） 河井得、作於忘荃楼
6 妙心五百六十又九世（朱文） 〈荃廔〉

〃 暉月画印（朱文）　 知幻道人、河井得、作於忘
荃楼

中秋前一日 日下東作（白文）　子暘（朱文） 荃廔河井得
9 鳩居堂制香場（朱文） 〈荃廔作〉
10 松雲堂（朱文） 〈荃廔〉

11.5 容安（朱文）　讃陶軒（白文） 荃廔河井得
嘉平月 曾信舜台（朱白相間印）　青城道人（朱文）　毋多言（白文） 荃廔河井得

〃 妙心寺派総鑑普通学林（朱文）　妙心寺派普通学林総鑑之章（朱文）荃廔生、河井得
12 容安軒主（白文）　蹟陶詩舎主人（朱文） 知幻道人、得

1899 29 立春後三日 勝尊之印（白文） 荃廔得
暮春 楳白松青会印（朱文） 荃廔河井得
5.8 武徳（白文） 荃廔
5.28 全国絵画共進会審査長之印（朱文） 荃廔河井得
6 中 衆緑会印（朱文） 荃廔河井得

観蓮節 河邨寧印（白文）　子遠（朱文） （識語の筆跡より）
7.17 吉岡脩印（白文）　華堂（朱文） 荃廔河井得

7 （峰岸周南住所印） 〈荃廔作〉

8 日下東作長寿（白文）　老鶴（朱文） 〈河井得并記〉
〈荃廔作、於六不刻菴〉

桂月 悠然棲図書記（朱文） 萇生河井仙郎、作於六不刻
菴

秋杪 峨山門迹（朱文） 蓀廔河井得刻
12.21 静中天趣（朱文） 荃廔記

〃 悠然楼（朱文） 荃廔河井得
12.25 僊春館印（朱文） 荃廔河井得

12 二休道人（朱文） 〈荃廔〉
〃 丁亥出家（朱文） 〈作於六不刻菴、萇生〉

1900 30 清明節 金谷（朱文） （識語の筆跡より）

4 神田醇子醇氏（朱文） 〈作於亡荃廔、河井仙郎〉
作於亡荃廔、萇生河井仙郎

1901 31 春初 曼宣（朱文） 〈荃廬作〉
4 尚樹（朱文） 西京河井仙郎作
5 高堅之印（白文）　達卿（朱文） 荃廬作
〃 汲古子（白文） 〈作於聴氷閣、荃廬〉

仲夏 岳陽（朱文） 作於六不刻葊、荃廬
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（干支のみ）高堅印信（朱文） 〈荃廬擬漢印〉
10 高堅印信（白文） 〈河仙郎作〉

11.8 仙郎印（白文） 〈荃廔自作、戊戌五月、辛
丑十一月初八補〉

1902 32 6 鉄頑（白文）　愚闇（朱文）（両面印） 〈荃廬〉
7 敬円之印（白文）　融照（朱文）（両面印） 〈河 作両面印〉

1903 33 10 東作之印（白文）　埜鶴（朱文）　用生為熟（朱文） 〈河仙郎刻〉〈荃廬〉〈荃廬〉
〃 三井高堅持贈（朱文） 〈荃廬〉
〃 達卿持贈（白文） 〈作於孤松亭、仙郎〉

1904 34 1 三井高堅持贈（朱文） 〈仙郎作〉
〃 正臣（朱文） 〈仙郎〉
2 自適斎珍蔵記（朱文） 〈荃廬〉
4 一片氷心（朱文） 〈荃廬〉

1905 35 6.29 宝書（朱文） 〈乙巳六月念九〉
1908 38 1 園城後学（朱文）　伝持三宗吉羊金剛敬円之章（白文）（両面印）〈河 〉

6 河井（朱文） 〈戊申六月〉
1909 39 2 西川鉄印（朱白相関印）　萱南（朱文） 〈河 〉〈荃廬〉
1910 40 3 立憲国民寞本部之印（朱文） 〈荃廬作〉

5 敬円融照（白文）　恒游月輪中（朱文）（両面印） 〈荃廬作両面印〉
10 敬円之印（白文）　融照（朱文）（両面印） 〈仙郎〉

1911 41 7 松田正久（白文） 〈仙郎作〉
1914 44 3 玄同（朱文） 〈荃廬〉
1915 45 6 守明之印（朱文） 〈荃廬居士〉

10 竹窓留月夜平詩（白文） 〈荃廬〉
1916 46 3 熏字万春（白文）　榛開巻石（朱文） 〈遷〉〈荃廬〉

5 源護立印（白文）　晴川（朱文）　穆如晴風（朱文引首印） 〈河遷刻〉〈荃廬〉〈九節〉
1919 49 6 大塚小印（白文）　衣浦漁民（朱文） 〈河遷刻〉〈荃廬〉

1）刻印制作の年月・季節等が明確なものを『荃廬先生印存』より抽出した。
2）月日の表示において、「．」以下は日を、「上」は上旬を、その他は二十四節気などを表わす。
3）辺款・識語は荃廬の姓名・字・号や刻した場所を表わす一節のみ抽出した。
4）辺款には〈　〉を附した。
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西暦 年齢 月日 別号 / 連載 当選者名 誌名・号数
1905 35 7.15 幻道人 東京・村田蔚堂 『日本』5739 号

18 〃 近江・仏骸生 同 5742 号
20 〃　　　　 近江・仏骸生 同 5744 号
21 〃 越後・川村松一郎 同 5745 号
22 〃　 越後・小林鮮哉、美濃・水野有次 同 5746 号

8.12 〃 伊勢・桃沢如水 同 5767 号
17 〃 羽後・松田雲臥 同 5772 号
19 蒼羊子 下野・伊矢野杏堂 同 5774 号
21 幻道人 尾張・岩堀巨僊 同 5776 号
22 〃 陸中・香雪生 同 5777 号
24 蒼羊子 東京・高畑翠石 同 5779 号
26 幻道人 信濃・八幡郊処 同 5781 号

9.13 〃 東京・村田蔚堂 同 5797 号
15 〃 東京・助川夢湘 同 5799 号
17 〃 下総・八木杏邦 同 5801 号
19 〃 備前・片岡高立 同 5803 号
21 〃　 美濃・水谷華山 同 5805 号
24 〃 美作・横山古硯 同 5810 号
26 〃 尾張・岩堀巨僊 同 5812 号
28 蒼羊子 （無記名） 同 5817 号

10.3 幻道人 常陸・久保巴徯 同 5820 号
6 〃 東京・香遠居士 同 5827 号
15 〃 紀伊・鈴木三重子 同 5829 号
17 〃 武蔵・松井豊次郎 同 5831 号
21 〃 越後・方壷道人 同 5835 号
25 〃 京都・野田盛吉 同 5839 号
27 〃 横浜・山本雨石 同 5841 号
29 蒼羊子 土佐・島崎雪泉 同 5843 号

11.1 幻道人 東京・稲葉青瀾 同 5846 号
4 蒼羊子 東京・江守柏舟 同 5849 号
6 〃 岩代・大橋臥江 同 5851 号
18 幻道人 仙台・浦川蹈香 同 5861 号
22 〃 下総・八木杏邨 同 5867 号
26 〃 備前・片岡高立 同 5871 号
28 〃 紀伊・鈴木鬼水 同 5873 号
30 〃　　　　　　　  羽後・渡辺五車 同 5875 号

12.2 〃　 武蔵・本田永年 同 5877 号
4 〃 下野・佐藤大年 同 5879 号
6 〃 東京・菊池修軒 同 5881 号
11 〃 東京・小林素江 同 5886 号
13 〃 東京・田口逸所 同 5888 号
16 〃 横浜・山本不大 同 5891 号
19 〃 備前・小橋吟痩 同 5894 号
22 〃 仙台・内藤宕山 同 5897 号
23 〃 信濃・八幡郊処 同 5898 号
25 〃 東京・村田蔚堂 同 5900 号
27 〃 備前・片岡萱 同 5902 号
29 〃 東京・菊池惺堂 同 5904 号

1906 36 1.8 忘荃子 東京・蘇香生 同 5914 号
9 〃 備前・片岡高立 同 5915 号
11 幻道人 遠江・村松雨石 同 5917 号
16 忘荃子 東京・慶応生 同 5922 号
18 〃 紀伊・鈴木鬼水 同 5924 号
22 幻道人 甲斐・堀内松堂 同 5928 号
24 〃 仙台・鈴木随雲 同 5930 号
27 忘荃子 東京・星石道人 同 5933 号
2.8 〃 東京・黙鳳道人 同 5945 号

【附表2】『日本』「篆刻」「当選篆刻」欄での別号と当選者、『日本及日本人』「篆刻募集」「鉄筆一斑」「帛魚 =」
の当選者
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11 〃 東京・猿渡告水 同 5948 号
12 幻道人 備前・片岡菫 同 5949 号
16 〃 信濃・萩野露舟 同 5953 号
19 〃 岩代・一円井素十 同 5956 号
22 〃 讃岐・黒木欣堂 同 5959 号
25 玄道人 信濃・八幡効処 同 5962 号

3.21 幻道人 常磐・相川益所 同 5986 号
22 〃 東京・小野崎気仙 同 5987 号
25 〃 東京・村田蔚堂 同 5990 号
27 〃 西京・脇田氷山 同 5992 号
29 〃 東京・化蝶庵主 同 5994 号
7.2 〃 横浜・山本雨石 同 6089 号
3 〃 紀伊・福本一瓢 同 6090 号
10 〃 東京・高畑翠石 同 6097 号
11 〃 西京・脇田氷山 同 6098 号
12 〃 紀伊・鈴木鬼水 同 6099 号
14 〃 武蔵・石井雙石 同 6101 号
23 〃 信濃・八幡郊処 同 6110 号

8.19 〃 武蔵・石井雙石 同 6137 号
26 〃 日向・奥邨竹亭 同 6144 号

10.14 〃 日向・奥邨竹亭 同 6193 号
1907 37 1.15 備前・小橋吟瘦　日向・奥村竹亭 『日本及日本人』451 号

2.15 東京・小野崎気仙　京都・脇田氷山 同 453 号
3.15 宮崎・奥村竹亭　東京・村田蔚堂 同 455 号
4.15 東京・待賈居士　紀伊・北條万山 同 457 号
6.15 東京・村田蔚堂　東京・土井栴堂 同 461 号

1908 38 10.1 「篆刻瑣言」連載開始 甲府・山内退思 同 493 号
10.15 〃 越後・高橋橿堂　東京・梨岡素岳 同 494 号
11.1 〃 近江・多羅尾物外　甲府・山内退思 同 496 号
15 〃 東京・破悶居士　甲府・山内退思 同 497 号

12.1 〃 東京・吉村楽軒　東京・松田夢雲 同 498 号
15 〃 東京・藤原欣哉　東京・蠣崎広之 同 499 号

1908 39 1.1 〃 甲府・山内退思　西京・脇田氷山 同 500 号
15 〃 甲府・山内退思　東京・藤原欣哉 同 501 号
2.1 〃 東京・黙鳳道人　東京・村田蔚堂 同 502 号
11 〃 東京・破悶居士　東京・蠣崎広之 同 503 号
3.1 〃 神戸・太田夢庵　近江・多羅尾物外 同 504 号
15 〃 東京・助川夢湘　甲府・山内退思 同 505 号
4.1 〃 東京・破悶居士　甲府・山内退思 同 506 号
7.1 〃 神戸・太田夢庵　東京・藤原欣哉 同 512 号
15 〃 甲府・山内退思　信濃・八幡郊処 同 513 号
8.1 〃 東京・蠣崎広之　東京・寺町滄水 同 514 号
15 〃 甲府・山内退思　信濃・八幡郊処 同 515 号
9.1 〃 東京・松田夢雲　東京・寺町蒼水 同 516 号
15 〃 東京・学古道人　京都・脇田氷山 同 517 号

10.1 〃 備前・小橋吟痩　台南・沢谷星橋 同 518 号
15 〃 備前・小橋吟瘦　東京・塩冶蘇江 同 519 号

11.1 〃 甲府・山内退思　東京・破悶居士 同 520 号
15 〃 東京・学古道人　名古屋・野田盛 同 521 号

12.1 〃 甲府・山内退思　備前・小橋吟痩 同 522 号
15 〃 備前・小橋吟痩　東京・松田夢雲 同 523 号

1910 40 1.1 〃 東京・学古道人　甲府・山内退思 同 524 号
15 〃 宮崎・奥村竹亭　東京・村田蔚堂 同 525 号
2.1 〃 山城・田中観水　東京・酒井支山 同 526 号
11 〃 東京・寺町蒼水　甲府・山内退思 同 527 号

1）月日の表示において、「．」以下は日を表わす。
2）「別号 / 連載」には、『日本』の部分では荃廬の別号を、『日本及日本人』の部分では連載欄の名称を示した。
3）『日本』『日本及日本人』の選者は荃廬と浜村蔵六（五世）が担当した。本表では荃廬が担当した号数のみ抽出した。
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西暦 年齢 月日 作者・作品名 雑誌名・巻数号数
1913 43 1.5 「漢碑五鳳二年拓本」 『書苑』2-5
1915 45 3.5 「精拓秦権刻銘」 同 5-1
1916 46 10.1 「趙之謙書」 『書道及畫道』1-1
1917 47 6.1 「胡伯譲画」二点 同 2-6

8.1 「呉譲之篆書」 同 2-8
1918 48 1.5 「亀版文」 『書苑』8-5

8.1 「朱昻之書」「呉大澂筆」 『書勢』2-7
9.1 「陳曼生書」「張子羊筆」「馮洽筆」 同 2-8
10.1 「包慎伯書楹聯」 同 2-9

1919 49 9.1 呉昌碩画幅三点 『藝苑』1-4
1920 50 3.1 「趙之謙筆」 『書道及畫道』5-3

5.5 呉昌碩画幅六点 『呉昌碩畫譜』
5.20 「呉熙載臨漢霊台碑」 『談書會集帖』68
6.1 「張瑞図書」「李鱓筆」 『書勢』4-6
7.30 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 『談書會集帖』69
8.1 呉昌碩画幅四点 『美術寫真畫報』8
9 「趙之謙牡丹図」 『名品綜覧：東洋藝術』1-3

9.30 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 『談書會集帖』70
10.1 鄧石如隷書拓幅二点　鄧石如楷書拓幅二点 『書道及畫道』5-10
11.1 鄧石如隷書拓幅二点 同 5-11
11.30 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 『談書會集帖』71
12.1 鄧石如隷書拓幅二点 『書道及畫道』5-12

1921 1.1 「楊見山隷書聯」「呉昌碩画幅」 『書道及畫道』6-1
2.20 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」「呉大澂聯」 『談書會集帖』72
3.1 「翁印若画幅」 『書道及畫道』6-3
3.30 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 『談書會集帖』73
4.1 「趙士鴻行書扇面」「趙士鴻花卉扇面」 『書道及畫道』6-4
5.20 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 『談書會集帖』74
6.1 「鄧石如弟子職拓本連幅」　趙之謙画幅四点 『書道及畫道』6-6
7.20 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 『談書會集帖』75
9.25 「呉熙載臨漢霊台碑」「皇象急就章」 同 76

1922 52 4.26 「皇象急就章」 同 79
6.20 「皇象急就章」 同 80
9.30 「楊沂孫篆書威儀篇」 同 82
11.30 「楊沂孫篆書威儀篇」「李憲墓誌銘」 同 83

1923 53 2.20 「楊沂孫篆書威儀篇」「李憲墓誌銘」 同 84
3.25 「楊沂孫篆書威儀篇」「李憲墓誌銘」 同 85
6.15 「楊沂孫篆書威儀篇」 同 86
8.9 「楊沂孫篆書威儀篇」 同 87

1925 55 11.1 「査昇書」 『書勢』9-11
1926 56 3.31 「呉譲之隷書神清洞題記」 『談書會集帖』94

6.1 「蔣山堂行書」 『書勢』10-5
1927 57 3.10 「瞿子冶画」「楊見山隷書」「朱夢廬画祝沈汲民寿幅」 『詩書畫』創刊号

6.10 「趙之謙画」 同 3
1928 58 4.25 「陳曼生書」「張子祥画」 同 7

1930 60 7.18

「王時敏筆隷書幅」「冒襄筆行書幅」「法若真筆草書幅」「高士奇
臨顔真卿爭坐位帖」「汪士慎筆行書帖」「査昇筆行書巻」「何焯筆
東坡和陶詩帖」「査慎行筆蹟」「孫岳頒筆王右軍陣図」「丁敬筆行
書巻」「丁敬筆蹟」「蔣仁筆行書幅」

『書道全集』21

1931 61 10.20 「甲骨大片」 同 1

1932 62 4.24

「元五面印」「元六面印」「明印（万暦丁酉劉喩鄕刻）」「継志述事
之宝」「大清受命之宝」「竹田深処（文後山刻）」「馮宬私印（陳
曼生刻）」「字聖泉号友梅（趙次閑刻）」「子京秘玩（呉熙載刻）」「頤
伯近作（趙撝叔刻）」「汪行忠恕斎（呉昌碩刻）」「清印（呉譲之刻、
包世臣詞）」

同 27

【附表 3】雑誌・書籍等に掲載された荃廬収蔵の作品
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1933 63 4.30 「陳鴻寿草書黔中名勝語軸」「趙之琛臨周遽敦銘軸」「趙之謙行書
七言対聯」「楊峴隷書十言対聯」 『東方書選』

7.1 「貫名海屋書山田公雪寃碑および碑影」 『書藝』3-7
11.5 「鄧完白書」「呉譲之書」「趙之謙書並ニ画」「徐三庚書」 同 3-11

1934 64 1.5 「梁山舟「寿」大字」 同 4-1
11.10 「楊守敬楷書楹聯」 同 4-11

11.25 「張問陶行草書五言古詩軸」「張問陶行草書五言律詩軸」「呉熙載
楷書敬斎箴屏」 『支那名家墨蹟』1

1935 65 1.1 「呉雲臨智永千字文」「呉俊卿肖像」 『書藝』5-1
4.1 「趙之謙筆富貴図」 『南畫鑑賞』4-4

6.20 「梁同書行書大寿字軸」「阮元行書律詩軸」「呉煕載篆書扁」「呉
煕載隷書扁」「雷浚篆書八言聯」「楊峴臨漢崋山廟碑軸」 『支那名家墨蹟』2

7.1 「鄭板橋筆蘭竹」 『南畫鑑賞』4-7
8.1 「李復堂筆蓮」「改七薌筆蓮」「趙之謙筆蓮」 同 4-8

1936 66 1.1 「虚谷筆梅花艸堂図」 同 5-1

8.30 「蔣仁行書七言律詩二首軸」「包世臣楷書八言聯」「達受飛白書七
言聯」「徐三庚篆書六言聯」 『支那名家墨蹟』3

1937 67 3.1 「鄧石如行草書七言律詩條幅」「王鐸臨各帖字巻」「呉譲之篆書武
帝与臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」 『書菀』1-1

4.1 「趙之謙牡丹図立軸」「王鐸臨各帖字巻」「張子祥画冊」「呉譲之
篆書武帝与臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」 同 1-2

5.1 「陳鴻寿松石図」「包世臣臨書譜屏」「王鐸臨各帖字巻」「張子祥
画冊」「呉譲之篆書武帝与臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」 同 1-3

6.1 「王鐸臨各帖字巻」「張子祥画冊」「呉譲之篆書武帝与臧燾敕」「完
白山人篆刻偶存」 同 1-4

7.1 「笪重光草書漫詠立軸」「朱昻之仿思翁山水立軸」「王鐸臨各帖字
巻」「張子祥画冊」「呉譲之篆書武帝与臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」同 1-5

8.1 「汪士鋐行書五言律詩軸」「李鱓荷花図軸」「王鐸臨各帖字巻」「張
子祥画冊」「呉譲之篆書武帝与臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」 同 1-6

8.20 「呉譲之隷書」 『清人隷書集』

9.1 「王鐸臨各帖字巻」「張子祥画冊」「呉譲之篆書武帝与臧燾敕」「完
白山人篆刻偶存」 同 1-7

10.1 「呉譲之篆書武帝与臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」 同 1-8
11.1 「張子祥画冊」「呉譲之篆書武帝與臧燾敕」「完白山人篆刻偶存」 同 1-9
12.1 「張子祥画冊」「完白山人篆刻偶存」 同 1-10

1938 68 1.1 「梁同書大寿字立軸」「呉雲淡彩九如図立軸」「呉譲之臨天発神讖
碑」「張子祥画冊」「完白山人篆刻偶存」 同 2-1

2.1 「呉譲之臨天発神讖碑」「張子祥画冊」「完白山人篆刻偶存」 同 2-2
3.1 「呉譲之臨天発神讖碑」「完白山人篆刻偶存」 同 2-3
4.1 「汪鏞仿唐六如高士観鵞図」「呉熙載臨玉枕蘭亭」 同 2-4
5.1 「呉譲之臨天発神讖碑」「完白山人篆刻偶存」 同 2-5
6.1 「奚岡墨筆山水立軸」「阮元草書横幅」「呉譲之臨天発神讖碑」 同 2-6
7.1 「張問陶行草書七言聯」 同 2-7
8.1 「任薫写坡公像立軸」「呉譲之臨天発神讖碑」 同 2-8
9.1 「呉譲之臨天発神讖碑」 同 2-9
10.1 「徐禎卿行草書詩翰幅」 同 2-10
11.1 「祁豸佳墨筆山水図軸」「呉譲之臨天発神讖碑」 同 2-11
12.1 「張問陶仙鹿図立軸」 同 2-12

1939 69 1.1 「梁同書大寿字立軸」 同 3-1
3.1 「曹寅艸行書元人詞立軸」「任熊設色孔雀図立軸」 同 3-3
4.1 「張庚摹冷謙山水立軸」 同 3-4
5.1 「朱爲弼臨襄陽帖立軸」「任熊画錐進士図立軸」 同 3-5
6.1 「張敔罌粟花図横軸」 同 3-6
9.1 「趙執信行書七言律詩立軸」 同 3-9

1940 70 1.1 「張廷済楷書吉語對聯」「呉大澂富貴平安図立軸」 同 4-1
2.1 「呉雯行書七言律詩立軸」 同 4-2
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3.1 「盛大士墨筆山水立軸」 同 4-3
4.1 「宋湘草書立軸」 同 4-4
5.1 「張子祥山水冊」 同 4-5
6.1 「張子祥山水冊」 同 4-6
7.1 「馮金伯觀泉図立軸」 同 4-7
8.1 「改琦荷花図立軸」「張子祥山水冊」 同 4-8
9.1 「張子祥山水冊」 同 4-9
10.1 「張子祥山水冊」 同 4-10
10.10 「呉譲之仙桂新枝図」 『興亜書報』2-10
11.1 「張子祥山水冊」 『書菀』4-11
11.10 「雪舟江山釣艇図」 『興亜書報』2-11

1941 71 1.1 「趙之謙歳朝清供図立軸」「趙次閑画石冊」 『書菀』5-1
2.1 「趙次閑画石冊」 同 5-2

3.1 「朱鶴年画漁洋竹垞二先生像」「包世臣臨稿書萃百花園五楽詞」「趙
次閑画石冊」 同 5-3

4.1 「張賜寧山水墨筆立軸」 同 5-4
5.1 「呉嵩梁書七絶二首立軸」 同 5-5
6.1 「陳鴻寿行草書立軸」「趙次閑石冊」 同 5-6
7.1 「成親王五言詩軸」「趙次閑画石冊」 同 5-7
9.1 「呉育篆書立軸」 同 5-9
10.1 「文嘉秋景山水軸」 同 5-10
11.1 「胡震行書立軸」「趙之謙設色秋容図」 同 5-11
11.10 「蔣霞竹秋庭孤鶴図」 『興亜書報』3-11

1942 72 1.1 「張雲章行書五言律詩立軸」「姚元之設色大夫君子富貴寿考図立
軸」 『書菀』6-1

2.1 「今釈草書五言截句軸」「王士慎設色梅花軸」 同 6-2
3.10 「張子祥山水」 『興亜書報』4-3
4.1 「翁方綱稿書七言截句立軸」 『書菀』6-4
5.1 「何天寵行草書立軸」 同 6-5
7.1 「徐堅風壑雲泉図軸」「馮金伯臨邢書立軸」 同 6-7
11.1 「李元直行書五言古詩立軸」「文點設色山水冊」 同 6-11
11.10 「張浦山黄山図」 『興亜書報』4-11
12.1 「趙之謙行書屏」「趙撝叔尺牘」 『書菀』6-12

1943 73 1.1 「武億臨漢鏡銘」「文与也山水冊」 同 7-1
3.1 「馮洽孤鶴図」「郭 行書七言絶句軸」「文与也山水冊」 同 7-3
4.1 「汪啓淑行書楽府立軸」「張孟皋牡丹立軸」「文与也山水冊」 同 7-4
5.1 「朱昻之行草書立軸」「張熊山水立軸」 同 7-5
8.1 「胡公寿蘭竹図軸」「曾紀沢行草書七律二首軸」 同 7-8
9.1 「屠倬竹菊図横幅」「包世臣臨破羌帖幅」 同 7-9
10.1 「王文治題夢相僧図横幅」「陳務滋小停雲山館図立軸」 同 7-10
11.1 「蔣仁行書七律二軸」 同 7-11
12.1 「陳洪綬臨古帖立軸」「呉熙載蠟梅直幅」 同 7-12

1944 74 2.1 「楊峴節臨西嶽崋山廟碑立軸」 同 8-1
7.1 「曾谷学川隷書五言詩立軸」「楊沂孫篆書立軸」 『書菀』新 1-1

1）月日の表示において「．」以下は日を表わす。
2）雑誌の第○巻第○号との表示は簡略し「○ - ○」としている。
3）作品名表記は原著に従ったため、統一性を欠く場合がある。
4）本表を書と画に別け、時代別、作家別に整理した拙稿「河井荃廬旧蔵中国書画目録稿」（『大東書道研究』18 号、2011 年、

大東文化大学書道研究所、「河井荃廬旧蔵印譜典籍刻印目録稿」（同 22 号、2015 年）も参照されたい。
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研究助成審査委員一覧

　　研究助成審査委員長
　　古谷　稔（東京国立博物館　名誉館員）

（1）幼児から小学校 2 年生までを対象にした文字教育に関する研究分野

　　審査委員
　　瀨川賢一（大阪教育大学　准教授）
　　森　哲之（広島文教大学　教授）

（2）小学校 3 年生から中学校 3 年生までを対象にした習字・書写書道教育に関する研究分野
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